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第一章　復讐の魔導師













　下町の安宿の一室で、安っぽいローブを着た痩せた魔導師が、窓から顔を上げてまだ暗い外の風景を見つめていた。

　短い銀色の髪が、月光を反射してきらりと光った。前髪を長く伸ばして顔を隠している。少年のように装っているが、ローブの下に隠されている身体は、柔らかな丸みを帯びた女性のものだ。

　風が強くなってきた。

　粗末な木の窓枠は、風に煽られるたびに小さく音を立てている。獣が唸っているような風の音を聞いているうちに、すっかり目が覚めてしまっていた。

（嫌な夢……）

　まとわりつく残夢を振り払うようにして、首を振った。

（まだあの頃の夢を見るなんて……）

　それは二度と思い出したくない悪夢であり、けっして忘れてはならない憎しみの記憶でもあった。

　もう失われてしまった祖国を思い、銀色の髪をした魔導師は唇を噛み締める。

　今は男装してシャフィと名乗り、見習い魔導師として生きている彼女は、もとの名をフフィーラ。ファラン王国の王女だった。

　生々しく記憶に残っている夢は、祖国にいた頃のものだ。

　夢の中のフィーラは、これから悲劇が訪れることも知らず、今となっては懐かしい、あの花の咲き乱れる庭園で無邪気に微笑んでいた。

　温暖な気候にあるファラン王国の王都では年中花が咲き乱れていて、夢の中の王女も居室に飾るための花を選んでいるところだった。

　そう遠くない未来、すべての幸せを奪われ、絶望の中で憎しみだけを生きる糧にする人生を送ることになるとは、あの頃は想像もできなかった。

　花の枯れることのない国と賞賛されていたファラン王国は、もう存在しない。

　春の女神と讃えられていたファラン国の王女フィーラも、もういない。

　残っているのは薄汚れた下町の宿が似合いの、みすぼらしい魔導師だけだ。

　あの頃の夢はシャフィにとって、もう手の届かないしあわせを見せつけるだけの悪夢でしかない。

　隙間風の入り込む暗い部屋の中で、埃まみれの毛布を纏い、固くなったパンだけが夕食。今の姿を見て、ファランの王女の姿を思い浮かべる者は誰ひとりいないだろう。たとえ両親が生きていても、わからないに違いない。

　それでも自分が人として堕ちたとは思わなかった。

　強がりなどではない。

　堕ちたのではなく、王女フィーラはあの時に死んだのだから。

　今ここにいる自分は、生きているとは言えないのかもしれない。

　復讐のために残された、骸のようなもの。それさえ果たせば、きっと跡形もなく消えてしまう。

　骸には見栄も恥もない。

（二度と思い出したくないのに……）

　シャフィは唇をきつく噛み締めた。

　部屋の中を振り返って見ると、隣にいる相棒は眠っているようだ。

　カーテンがない窓から射し込む月の光が眩しすぎて、眠れそうになかった。

　こんな夜は嫌な記憶に付きまとわれることが多い。

　忘れたい過去を何度も思い出してしまう。




　シャフィがまだ、王女フィーラだったあの日。

　王女としての人生が終わった日は皮肉にも建国記念日で、王城で祝典が開かれることになっていた。この日だけは庭園も一般に開放されていて、着飾った市民たちの楽しげな笑い声が響いていた。

　清々しく晴れ渡った空に、祝砲が高らかに鳴り響く。

　フィーラは何日も前から選んだ薄紅色のドレスを身に纏い、その音を聞きながら鏡の前に座っていた。両側にいる侍女が腰まである銀色の髪を丁寧に編み込み、淡い色の花飾りを付けてくれている。少し広めに開いた胸元には、父から贈られた紫水晶の首飾り。それはフィーラの瞳と同じ色で、幼い頃から守護宝石として身につけていたものだ。

「ねぇ、やっぱり白のドレスの方がよかったかしら？　どちらが大人っぽく見える？」

　そんなことを何度も尋ねる王女に、少し年上の侍女たちは微笑みながら手を休めずに答えてくれる。こちらの方がお似合いですよと言われ、満足して座り直す。

　そうしている間に祝砲は大砲の音に代わり、歓声の代わりに悲鳴が上がっていることも知らなかった。フィーラがそれを知ったのは、すっかり準備が整い、侍女たちに手を引かれて外に出た時だった。

（思えばあれは王女としての、最後の死に化粧だったのかもしれない）

　シャフィは胸を押さえて、唇をきつく噛み締めた。

　甦った記憶はあまりにも生々しく心を苛む。

　あの日。

　つい先ほどまで色とりどりの花が咲き乱れて楽園のようだった庭園は、地獄と変わり果てていた。

　真紅の鎧を着た兵士が何の武器も持たない市民を追い立てている。

　王女フィーラは、逃げ惑う市民の混乱に巻き込まれて、武装した自国の兵士がなすすべなく倒されていくのを呆然と眺めていた。

　布が翻るような音が聞こえて顔を上げてみると、晴れ渡った空に旗がひるがえっている。

「あれは……」

　高々と掲げられていたのは、同じ大陸にある国のひとつ、カイド王国の旗だった。

「カイド国？　まさか、あの国の旗がどうしてここに？」

　フィーラは震える声でその国の名前を口にする。

　カイド国はファラン王国の北方に位置する隣国であり、国土の半分は雪と氷に閉ざされた不毛の地だという。当然国民の生活は厳しく、王族でさえファランの市民のような生活をしていると聞いたことがあった。近年、カイド王は豊かな富を求めて他国に攻め入っている。

　それがとうとう、この国にその矛先を向けたということなのだろうか。

　ファラン国は、戦とは無縁の国だった。

　不戦条約を結び、どの国とも分け隔てなく接して、何か問題が生じたとしても話し合いですべてを解決していた。だから兵士はいても実戦の経験など皆無であり、長年領土を広げようとして戦い続けてきたカイド国の兵士に、敵うはずもない。

　今まで永遠に続くと信じていた平和が、こんなに脆いものだとは思わなかった。

　目の前の光景があまりにも恐ろしくて、気が付けばフィーラは、我を忘れて逃げ出していた。

　自分の国の市民が逃げ惑っているのに、王女を守ろうと青ざめた顔をした侍女が震えながら庇ってくれたのに、怖くてどうしようもなくて、惨状に背を向けて王城の奥に逃げ込もうとしていたのだ。あの時の自分は、王女ではなくただの小娘だったと、今はそう思う。

　大切に扱われることしか知らなかった、世間知らずの愚か者でしかなかったのだ。

（どうして私はあの時、立ち向かわなかったのかしら。何の力もなかったとしても、震えながらも必死に守ろうとしてくれた侍女たちは守れたかもしれないのに……）

　忌まわしい記憶と共に、今も胸を苛む罪悪感。

　もし立ち向かったとしてもきっと、為す術もなく殺されていた。そうだったとしても、今の死人のような状態と何が違うのだろう。

（それに死んでいればあんな目に遭うこともなかったのかもしれない）

　着飾った女の足では階段を駆け上がる兵士から逃れられる筈もなく、王女はすぐに兵士に取り押さえられた。

「いやあああっ」

　悲鳴を上げて震える華奢な身体を押さえ付け、カイド国の兵士は彼女をひとりの男の前に引き立てた。

　血の匂いのする風に、漆黒の長い髪を靡かせた背の高い男。

　灰色の瞳が冷酷な色を宿して、目の前に引き立てられた王女を見つめている。

　白い鎧を身に纏っているが、その大半は紅く汚れていた。それが父と母の血の色だと知ったのは、ずいぶん後のことだった。

「これが春の女神と呼ばれている姫か。確かに美しいな」

　その冷たい瞳とは裏腹に、思っていたよりもずっと若い声だった。

　だがその血に塗れた手は容赦なく王女の細い腕を引っ張る。今まで一度も受けたことのない乱暴な扱いに小さく悲鳴を上げた。けれど彼はその声などまったく気にする様子も見せない。

「仮にも王家の姫が真っ先に逃げ、敵を目の前にしても震えるだけか。美しさだけが取り得なのだとしたら、それを堪能してやろう」

　何日も掛けて選んだ、この日のためのドレス。

　そのドレスがまるで紙のように引き裂かれた。

「……っ！」

　背後から複数の男たちの下卑た笑い声が聞こえる。

　白い素肌が晒される。けれど大勢の人間の前で半裸にされた羞恥よりも、恐怖の方が先立って身体が震えた。

「フィーラ様！」

　その時、ファラン王国の勇敢な騎士が、王女を助けようとして征服者に襲いかかる。

　わずか数人。

　もう彼等もほとんど致命傷に近い傷を負っていて、身を捨てる覚悟で王女を救いにきたのだった。

　その剣は少しの迷いもなく、カイド王に襲いかかる。

「チッ」

　フィーラを抱こうとしていた彼は、無防備な状態だった。まるで物のようにフィーラの身体を投げ捨て、その決死の刃を交わす。

　王女は半裸に近い姿を恥ずかしく思う余裕もなく、必死に差し伸べられた手に縋って震えていた。誰かが運んでくれたような気がしたけれど、覚えていない。

　極限まで追い詰められていたフィーラは、もう限界だった。




　そのまま意識を失ってしまったようで、目が覚めた時には何処かもわからない森の中にいた。

「んっ……」

　痛みを訴える身体を無理矢理動かして見渡すと、周囲は鬱蒼と茂った森だった。

　風が吹いていた。

　剥き出しになった肌に吹き付ける風は容赦なく体温を奪い、その寒さで目を覚ましたようだ。

（この時期、こんなに冷たい風が吹くことなど今まで一度もなかったのに……）

　そう思いながら漂ってくる生臭い匂いに辺りを見渡すと、周囲に無残な姿の遺体が転がっている。それが自分を助けてくれた騎士たちだと気付き、フィーラの瞳から涙が零れ落ちた。

（……ごめんなさい）

　命懸けで救ってもらえるような価値が、自分にあったのだろうか。

　あのときのフィーラには、絶望しかなかった。

　このまま父と母の後を追えたら、と何度思っただろう。

　けれど彼らが救ってくれた命だ。

　もう自分の意志で消し去ることはできない。

　綺麗に結われていた銀髪は指で解こうとしても不可能ほど乱れ、何度洗っても血の匂いが取れない気がして、拾った小さなナイフで切った。

　自分を美しく見せたいなどと、二度と思わないだろう。

　カイド王への憎しみよりも、ただ泣くことしかできなかった弱い自分が、たまらなく嫌だった。

　それから町に身を潜めたフィーラは、魔法を学んだ。

　魔法ならば、非力な自分でも人を倒すことができる。復讐をすることができるかもしれない。そう思ったからだ。

　女性の姿のままだと危険なことも多かったので、髪を短く切り、名もシャフィと変えた。

　それでも外の世界は、シャフィが思っていたよりも過酷だった。




　月が明るい。

　甦った過去を振り払うように、シャフィは何度も首を振った。冴え冴えとした冷たい月は、眠りからどんどん遠ざけていく。

　仕方なく荷物の中から魔導書を取り出すと、月明かりの下で読み始めた。

　きっと今日は眠れない。あの日のことを思い出してしまったのだから。

　ならば余計なことは考えられないように、魔法の研究をする。

　少しでも強くなれるように。

　復讐を果たすことが、できるように。

「シャフィ？　眠れないのか？」

　ふいに声がかけられた。

　過去を思い出してしまったせいで、それが自分の今の名前だと気付くのが遅れてしまう。

（そう。今の私はシャフィ。ファランの王女フィーラはもういない……）

　彼はリスターといって、シャフィの相棒だった。

　見習いの魔導師となり、剣士である相棒とふたりでいろいろな町を巡って、魔物退治や薬草の採集などの依頼を受けて経験を積んでいる。

　今もそんな旅の途中だ。

　魔導師の登録にも、性別は男と記入した。

　前髪を長く伸ばして顔を隠し、大きめの服を着て体型を隠している。

　年齢は実際の年よりも若く記入した。その理由は、男性にしては高い声をごまかすためだ。カイド王に襲われたときの経験から、今は女として見られるのさえ恐怖だった。

　だが見習いの魔導師だけで魔物を退治するのはなかなか大変だ。

　魔力には限界があるのに、精度があまり高くないせいで、下手をすれば魔力切れになってしまうこともある。だから駆け出しの魔導師のほとんどは、同じように見習いの剣士と組んで仕事をしていた。

　だが人と関わり合いになりたくなかったシャフィは、決まった相棒を持つつもりはなかった。だからそのときだけ複数の人間が組んで果たすような依頼に参加していたが、見習いの魔導師はあまり歓迎されず、囮のような役目をさせられたり、騙されて報酬を奪われたりした。

　シャフィの心はどんどん荒み、人を信じられなくなっていく。

　そんなときに出逢ったのが、今の相棒であるリスターだった。

　依頼を斡旋してくれる組合から相棒にどうだと言われたとき、シャフィはすぐに断った。どうせまた騙されるだけだと、暗い顔をして笑っていたと思う。それでも一応組合の顔を立てて会ってみたリスターは、よろしくと言って優しい笑顔を向けてきた。

　人のよさそうな男。

　それが第一印象のすべてだった。

　かなり痩せていて筋肉もほとんどついていないように見えるが、それでも剣の腕は駆け出しとは思えないほど確かなようだ。

　けれども、人を信じられなくなっていたシャフィが相棒として彼を選んだのは、腕だけが理由ではない。

　たとえどんなに強くても、力に任せて弱い者を蹂躙するような男とは絶対に一緒に居たくはなかった。

　彼を選んだ理由。

　それは王女として育ち、世間などあまり知らないシャフィから見ても、呆れるくらい人がよいからだ。

　涙ながらに惨状を訴える者の話を本気で聞き、命を懸けることが馬鹿らしくなるくらいの料金で魔物退治を請け負う。そのせいで何度も相棒に愛想を尽かされたとリスターは笑ったが、シャフィの目的はお金ではない。飢えない程度のお金があれば、それでよかった。

　絶対に身の危険を感じることのない相手。そして余計な詮索はしない。その条件に、ただひとり当てはまったのが、このリスターだった。




　彼とは一年前から一緒にいる。

　リスターは毛布から顔を起こすと、魔導書に目を通しているシャフィを見つめている。

　背中で束ねていた、赤みかかった金髪がその肩を滑って床に落ちた。

　男同士ということになっているから、予算の関係上、宿などはどうしても同室になってしまう。けれどリスターは着替えも身体を洗う時も、ひとりになりたがる。何か理由があるのかもしれないが、それもシャフィには都合が良かった。




「月が明るすぎるから。勉強をしたいと思って」

　そう答えると、彼はその視線を追って窓の外を見上げた。

「ああ、本当だ。こんなに明るい月も珍しいな」

　そう言って起き上がり、シャフィの目の前に座る。

　寝台も家具もない狭い宿だが、屋根があるだけ野宿よりはましだろう。床は硬くて冷たいが、不潔ではない。

　かさり、と紙を開くような音に顔を横に向けると、リスターはこの町で買った地図を広げていた。安っぽい地図は所々文字や線が掠れていて、きちんと読み取れない。けれどその細い指先は確実に目的地への道筋を辿っている。

「明日の朝早く出発すれば、昼頃には目的地に着くだろう。消耗品で足りないものはないか？」

　剣ひとつで勝負できる剣士と違い、魔導師はいろいろと物入りになる。魔法を学ぶための魔導書はもちろん、魔力の回復を助ける薬や足りない魔力を補うための薬なども場合によっては必要だ。その上、シャフィは回復系の魔法をまったく習得していなかったから、毒消しの薬や回復薬も必要となってしまう。けれどそれに関して、彼に文句を言われたことは一度もなかった。

「この間、補充したから大丈夫。すぐに出発できるよ」

　リスターは頷き、地図を畳むと両手で膝を抱えて座る。眠っていてもいいよ、と言ったが、彼は首を振る。だからその存在を気にせずに魔導書に集中した。リスターもまた何やら考え込んでいるようで、そんなシャフィを見ようともしなかった。

　同じ空間にいても互いの存在を気にしないでいられる。これもまた、彼を相棒に選んだ理由になるのかもしれない。

　そうしているうちに月は傾き、空が次第に白くなっていく。

　満月に照らされていた夜中よりも、太陽と月が同時に存在するこの時間帯が、なぜか一番薄暗い。

　その頃になってシャフィはようやく魔導書を閉じて横になった。

　頭を使ったせいで、ほど良い疲れが身体を包んでいる。

　どんなに女でいたくないと願っても、身体はやはり女しかない。少しでも休まないと体力が持たないだろう。

　瞳を閉じる寸前に、思い出したように相棒の姿を探すと、リスターはまだ窓の外を見つめていた。

　薄暗い空。白でも黒でもない空を静かに見つめている。

　声をかけずに、そのまま目を閉じた。

　世界から音が消える。

　疲れていたせいか、今度は余計なことは考えずに意識が闇に沈んでいった。




　眠ってから、朝が来るまでは短い時間しかなかったけれど、そんな生活にもすっかり慣れていたから、いつもの時間に目が覚めた。

　焼きたてのパンの匂いが辺りに漂っている。

　昨日の夜は固くなったパンを囓っただけだから、その匂いで空腹が増す。身体を起こすと、二枚分の毛布が掛けられていた。

　リスターの姿は既になかった。

　今のうちにと急いで着替えをすませる。衣服を整えて荷物を整理していると彼が帰ってきた。

「シャフィ、起きたか？」

　彼が手に持っているお盆には、湯気が立ち上がっている器がふたつ。

　中味は温かいスープだった。

「これ、どうしたの？」

「宿屋の手伝いをしたら分けてくれた。熱いうちに食べたほうがいい。パンもあるぞ」

　彼は本当に器用で、家事もなんなくこなす。

　王女時代は見た目の良い綺麗な男性に憧れていたが、いざというときに頼りになるのは、こういう人なのかもしれない。

（二度と女に戻るつもりのない私には、そんなの関係のないことだけれど……）

「ついでに薬草を摘んできてくれたら夕飯もご馳走してくれるそうだ。途中に生えている場所があるらしいから、帰りに寄っていこう」

　薬草は薬の材料となる。

　薬はものによってはかなり高価だったから、材料の採集も割高の仕事になるのだ。それに薬草が生えているような場所には魔物がいる場合も多い。その報酬を夕食だけで引き受けてしまうリスターの人の良さに、苦笑する。

（本当に、リスターらしい……）

　食事を終え、旅支度をしてから目的地に向かって出発した。

　リスターはすでに道順を覚えているらしく、地図も開かずにどんどん先を歩いていく。

　その後ろについて歩きながら、空を見上げた。

　少し曇り空のようだ。

　雨を警戒していつもより一枚多めに上着を羽織ってきたが、それでも雨に濡れるのだけは避けたい。大きめの服が雨に濡れて身体のラインを露わにしてしまうと、この身体が男のものではないと気付かれてしまうかもしれない。

　山道は予想以上に険しくて、少し肌寒い気候にも関わらず汗が滲んでくる。上着を脱ごうか迷っていると、突然風が吹いて身体が煽られた。

「あっ……」

　バランスを崩して坂から転がり落ちそうになる。前にいたリスターが、慌てて手を差しだして腕を掴んでくれた。

「あ、ありがとう」

　礼を言って素早く離れる。

「大丈夫か？」

　気遣ってくれる言葉に頷きながら、一年も一緒にいたのに、互いに触れたのはこれが初めてだと気が付いた。

　祖国が滅んだあの日からシャフィは、男性に嫌悪を抱くようになっていたのだ。

　触れられて身が震えるかとも思ったけれど、何も感じなかった。

（きっと、もうこの心は何かを感じることはないのね）

　そう思いながら、リスターが掴んだ腕に手を触れる。

　リスターの腕は、ほとんど自分と変わらないくらい細いのに、とても心強く感じた。

（今は余計なことを考えずに、仕事に集中しよう）

　首を振ってそんな考えを振り払う。

　今回の仕事は、山に住む魔物の討伐だ。

　それほど強くない魔物で、以前にも同じような依頼を受けて成功させたことがあったから、そんなに緊張はしていない。ただ天気ばかりが気になって、何度も空を見上げていた。

　雨が降る前に帰れたらいい。そんなことを思っていると、ふいに前を歩くリスターの足が止まる。

「どうしたの？」

　彼の隣まで走り寄ってリスターを見上げると、いつも穏やかな緑色の目に緊張が走っている。

　その視線を追うと、狼に似た大きな真っ白い獣が行く手を遮るように立ちはだかっていた。

「シサール！　聞いていた話と違う！」

　このシサールと呼ばれている魔物は獣の形こそしているが非常に頭が良く、魔法も使う。駆け出しの剣士や魔導師ではまったく歯が立たないほどだ。

　依頼主はこのことを知っていたのだろうか。それとも退治する魔物は別にいて、不幸にも遭遇してしまったのだろうか。

　シサールの金色の瞳がシャフィを見た。この賢い魔物は、複数を相手にするときは、弱い者から狙って敵の数を減らそうとする。萎縮する心を叱咤して、戦闘態勢を取った。

　こんなところで死ねない。

　無残にも死んでいった兵士たちの無念をまだ晴らしていないのだから。

「リスター。少し時間を稼いで！」

　声と同時に彼が動いた。

　その手には既に抜き身の剣が握られている。そうして正面から斬りかかった。

　いつもながら彼のスピードには驚く。その剣を躱すシサールを追って繰り出される、二撃目。それは魔物の足を切り裂く。犬のような悲鳴を上げて飛び退き、リスターに向き直る魔物。シャフィはその間に精神を集中させる。

　シサールに放たれたのは、シャフィが一番得意な炎の魔法。

　甲高い悲鳴が響き渡った。

（……当たった）

　炎は的確に、魔物の胴体に命中した。

　肉の焦げる匂いが辺りに漂う。

（でもまだ終わらない）

　見習いの魔法くらいでとどめを刺せるのならば、シサールの名はこんなにも脅威にならないだろう。

　魔物は治癒魔法で自らの傷を回復させると、シャフィに向かって凄まじい速度で突進してきた。その勢いに驚き、シャフィは二撃目を外してしまう。

「くっ……」

「シャフィ、跳べっ」

　リスターの声。

　その声に従い、後方に跳んだ。今までいた場所にシサールの鋭い爪が突き刺さる。その腕を切り落とすのはリスターの剣。赤い体液を振りまきながら転がる魔物の腕。切り落とされた場所を目掛けて、もう一度炎を放つ。治癒が追いつかないほどのダメージを与えるしかない。持久戦になるだろう。素早く荷物の中を探って魔力回復の薬を数個取り出す。

　だがこんな時に空はすっかり暗雲に包まれてしまう。そしてとうとう雨が降り出してしまった。

（……どうしよう）

　降り出した雨は次第に強さを増していく。濡れていく身体。それが気になり、集中力を大きく削がれてしまう。

「くっ……」

　ただでさえ、雨の中では成功率が大きく下がる炎の魔法だ。集中力まで欠けてしまえば、もう成功する筈もない。三発続けて外してしまい、唇を噛み締める。焦りは逆効果だとわかっていても、なかなか心を静めることができない。

（今度こそ……）

　ゆっくりと息を吐いて意識を集中させる。

　次こそ、成功させる。

「シャフィ！」

　緊迫したリスターの声に魔法の詠唱を遮られた。顔を上げると、シサールの爪が目の前に迫っていた。




（これ、片足じゃないっ！）

　足を一本失ったシサールは、リスターがシャフィの詠唱が終わるまで戦って気をそらしてくれていたはずだ。

「そんな、もう一匹？」

　とっさに、起動させていた魔法を目の前に迫ったシサールに向ける。

　だが威力が低く、目眩まし程度にしかならない。背後に跳び体勢を整えようとするが、魔導師ひとりでは、接近戦で向かってくるシサールに勝つことはできない。魔法が発動するよりも動きが速く、襲ってくる爪から身を交わすのが精一杯だった。

　これでは体力が尽きるのも、時間の問題だ。

　ここで死ぬのも、運命なのだろうか。

　ふと心に影が差す。

　復讐を誓ったあの時から、心も暗黒に染まっていた。

　深い憎悪を知ってしまったから。

　たとえあの男を殺しても、両親も国も戻ってこないのに、どうしてこんなに醜い屍のような身体を晒して生きているのだろう。

「シャフィ、気をしっかり持て！　シサールは精神に作用する魔法も使う！」

　リスターの叫び声が、闇を切り裂く光のように心の中を照らした。

　我に返って顔を上げる。けれどすでにシサールの爪は、目の前まで迫っていた。避けられる距離ではない。

　衝撃を覚悟して、固く瞳を閉じた。

「？」

　しかし、その瞬間はいつまでも訪れない。

　代わりに何か重い物を地面に落としたような鈍い音と、魔物の呻くような声が聞こえてきた。そっと目を開けてみると、頭部に剣を突き立てられたシサールが血を流して倒れている。それは足がすべて揃っている。シャフィに襲いかかっていた方のシサールだ。

「リスター？」

　周囲に視線を巡らせる。

　シサールの大きな白い姿が目に入る。シャフィを助けるために剣を投げつけたリスターの上に乗り、その肩先に鋭い爪を突き立てるのがはっきりと見えた。

　赤い血が飛び散る。

　途端に、あの時の光景がくっきりと蘇った。

　悲鳴。血の匂い。半裸にされた身体を舐めまわすように見る、あの男の冷徹な視線。

「いやっ……」

　こういう仕事をしているのだ。

　今まで血など何度も見てきた。怪我をしたことだって何回もある。

　けれど昨日の夜、あの忌まわしい記憶を鮮明に思い出してしまったからだろう。

　身体が震える。意識が遠のいた。

「シャフィ！」

　相棒の声が遠くから聞こえる。

　少しずつ遠のいて、今はもう何も聞こえない。

　このまま倒れたらふたりとも助からないだろう。リスターは自分の命を投げ打ってまで、シャフィを助けてくれたのに。

（……ごめんなさい）

　魔法を覚え、旅をして身体も鍛えてきた。強くなったと思っていた。けれど実際には三年の月日が経過しても、過去の記憶を振り払えない。

　こんなにも、弱いままだったのだ。消えていく意識の中、頬を伝う涙だけがとても冷たかった。




　このままもう二度と目覚めることはないと思っていた。

　それなのに身体を包む暖かい空気に気が付き、ゆっくりと瞳を開ける。真っ白な天井が目に入った。

　ぱちぱちと薪が爆ぜる音が聞こえてくる。

（私……。生きてるの？）

　手を上げてみると、乾いた清潔な衣服を身につけていた。

「……え？」

　着替えた記憶はない。

　もし意識のない時に誰かが着替えをさせてくれたのだとしたら、その人はシャフィが女であることに気が付いたに違いない。

　思わず起き上がる。

「ああ、駄目だよ。まだ寝ていないと」

　シャフィを制止する声は、中年の女性のものだった。視線を巡らせると、先日泊まった宿の女主人が、慌てて傍に駆け寄ってきた。

「眩暈はない？　もう少し休んでいた方がいいよ」

　恰幅の良い優しそうな笑顔の女性だ。薪を掴んでいた手をエプロンで拭きながら、心配そうにシャフィを見つめている。

「……」

　着せられていた衣服の胸元を掴み、何も答えられずに黙り込むシャフィの様子を見て、彼女はちょっと気まずそうな顔になった。

「勝手にごめんね。でもすっかり濡れていて、あのままじゃ肺炎になりそうだったから。随分と綺麗な顔してると思ってたけど、あんた、女の子だったんだねぇ……」

　その言葉に、シャフィの目に涙が滲んだ。

　やはりどんなに偽っても、この身体は女でしかないのだ。

「ああ、大丈夫。私しか見ていないし、リスターもその時は別室で手当をしていたから。全然気が付いていないよ。何か事情があるんだろう？」

　絶対に誰にも言わないから、と彼女は厚い胸を叩く。

「国がなくなっちまってから、みんな生きるので精一杯だ。理由も聞かないし、誰にも言わないから、安心していいよ」

「……本当に？」

　もちろん、と再度力強く頷いてくれる。

「だからもう少し、休んだほうがいいよ」

　力強い言葉にようやく安心したシャフィは、促されるままに寝台に横たわり、瞳を閉じる。

　疲労と安堵で、今はこれ以上何も考えられなかった。




「ん……」

　それからどのくらい眠ったのだろう。ふと風の流れを感じて、シャフィは目を覚ます。

　視線だけを部屋の中に巡らせると、窓の傍に置いてある椅子に、リスターの姿があった。

　束ねていない赤味を帯びた金色の髪が、風に揺れている。上着を羽織っているので見えないが、肩を庇うようにしている。きっとシサールとの戦闘で傷を負ったのだろう。

「……リスター」

　小さく呟くと、彼は振り向いた。

「シャフィ？　目が覚めたのか？」

　労るような優しい声に、視線を反らす。

「気分はどうだ？」

　彼は穏やかな笑みを浮かべ、椅子から立ち上がった。けれど、その姿にいつもの俊敏さは見られない。

（……私のせいで）

「宿屋の奥さんが夕食を用意してくれたそうだ。シャフィはまだ動かないほうがいい。ここまで持ってこよう」

　リスターはそう言って部屋を出ようとした。

「……待って」

　思わず呼び止めていた。

「どうして助けてくれたの？　あんなところで意識をなくすような魔導師なんか、放って置けばよかったのに」

「シャフィ？」

「……私なんか、何年経っても全然変わらない……変われない」

　自分のことを私と呼んでいることにさえ気付かず、シャフィは両手で顔を覆う。

「相棒を助けるのは当然のことだろう？」

「……何もできないのに、相棒だなんて」

「シャフィ」

　少し強い声で名前を呼ばれ、びくりと身体を震わせる。彼がこんなに強く言うのは、初めてかもしれない。

「俺たちは強くなるために旅を続けている。まだ一年にしかならないんだ。それに今回のことは完全に予想外だった。もし俺ひとりなら、絶対にシサールを倒すことなどできなかった」

　そして優しくシャフィの背中に触れる。

　慰めるように。

「まだまだこれからだ。一緒に強くなっていこう」

「……うん。ごめんなさい。少し、感情的になってしまって」

　涙を拭い、唇を噛み締めてシャフィは笑ってみせた。

　背に添えられた掌が、とても温かい。

　致命的な怪我を負ったわけでもないのに戦闘中に意識を失うなんて、普通の相棒ならば見捨てられても仕方ないほどの失態だった。

　けれどリスターは、そんなシャフィの弱さもすべて受け入れてくれた。不思議な胸の高鳴りを覚えながら、強くなろうと改めて心に誓う。

（ありがとう。あなたが相棒で、よかった……）





※　※　※






　それから三日後。

　充分に休息を取り、身体を完全に回復させたふたりは、ようやく次の目的地に向けて出発した。

「本当にお世話になりました」

　そう言って頭を下げるシャフィを目の前にして、デイジーと名乗った宿屋の女主人は、困ったような顔をしている。

「でも、あんなに高価な物……」

　シサールの毛皮一枚は、お世話になったお礼として彼女に渡していた。

　彼女には娘がおり、重い病気のようだ。

　リスターが言うには、そのお金があれば娘の病気は完治するということだった。もちろん彼女は慌てて断ったが、ほとんど押し付けるようにして強引に渡した。リスターは照れくさいのか、もう先に宿屋から離れてしまっている。

「私たちには一枚あれば充分です。まだまだ見習いですから」

　確かにこのお金があれば旅を続ける必要はなくなるが、シャフィの目標はあくまで強くなることだ。リスターもそれは同じだと同意してくれた。

　だからまた、ふたりは相棒として旅を続けていく。

「ありがとうございました」

　最後にもう一度お礼を言うと、先を歩くリスターに追い付くようにして走る。

　残ったもう一枚の毛皮は、少し先の大きな町で売却して、新しい魔導書と剣を買う予定だった。

　シサールを相手にしたリスターの剣は完全に折れてしまっていて、もう使い物にならなかった。

　シャフィもこれを機に治癒魔法を覚えることにした。その方が経済的だし、何よりもリスターを援護することができる。

（……私）

　並んで歩きながら、シャフィは自分の心を確かめるように胸の上に置く。

　復讐のためだけに学んできた魔法を、初めて誰かのために使いたいと思った。

（この心はまだ死んでいなかったのかもしれない）

　町に着いて毛皮を売り払い、武器屋へ向かう。

　スピードを重視する彼の剣はいつも細身のものだ。量産型のどこにでもあるような剣を買い、それから魔導書を売っている場所を探す。

　その途中、ふいに防具屋の前でリスターは立ち止まった。

「どうしたの？」

　彼はほとんど防具をつけない。

　ここで立ち止まると思っていなかったシャフィは、驚いて振り返った。そんな彼女に、リスターは防具屋の隅を指差す。

「あれ、シャフィにいいんじゃないかな？」

「え？」

　その視線を追うと、そこにあったのは魔導師専用のローブだった。

　数多くの防具の中でもそれは特別に大切に展示されていて、盗難防止用の魔法に守られて淡く光っているのが見える。

　全体的にゆったりとした作りで体型は完全に隠れるし、魔法に対する耐性もある。

　丈夫で頑丈な生地なのに軽く、おまけに魔力を増幅させ、その回復を促すという効果まである。魔導師にとっては憧れの装備だが、当然のようにかなり高額だった。

「でも、高いよ」

　ちらりとそのローブに視線を走らせながら、小声で呟く。

　シサールの毛皮は予想よりも高値で売れたから、剣と治癒魔法の魔道書の分を差し引いても、買えない額ではない。けれどほとんど有り金すべて使い果たすことになる。また狭い宿や粗末な食事の生活に逆戻りだ。

　もちろん、それだけの価値はあるものだが。

「シサールを仕留めたのはリスターなのに」

　自分は量産型の剣しか買わず、それなのにシャフィのために手に入れたお金の大半を使おうとしている彼を止めようとしたが、リスターはまったく耳を貸さず、すでに防具屋の主人に話をしている。

　かなり高価なものだし、見習い魔導師が手に入れられる代物ではない。

　最初は不審そうだった主人も、金貨の詰まった袋を見て途端に愛想が良くなった。

「ほら、試着してみて」

　促され、そっと袖を通してみるとあまりの着心地の良さに溜息が漏れた。

　王女だった頃に着た、どんなドレスよりも心を奪われる。それにこれならば、多少雨に濡れても身体のラインが露わになってしまうことはないだろう。

「まいどあり！」

　防具屋の主人の嬉しそうな声に振り向くと、リスターはすでに代金を支払っていた。

　盗難防止用の魔導書までおまけにもらい、リスターが勧めるままにその魔法を使ってしまう。これで持ち主の意志に反して、そのローブを脱がせることは誰にもできなくなる。

「リスター、ありがとう」

　身体が隠れ、無理矢理脱がされることも絶対にない。

　シャフィにとってはまさに夢のような防具だ。

　素直に礼を言うと、彼は微笑んだ。相棒を喜ばせることができたのが、嬉しくてたまらないとでもいうように。

（……どうしよう）

　その笑顔に胸の痛みを覚えて、俯く。

　女性であることを捨てた。

　この身体は、復讐のためだけに動いている屍のはずだった。

　それなのにリスターが命を懸けて助けてくれたあの時から、何かが変わってしまった。

　シャフィは両手を固く握り締めた。

（お願いだから、そんなに優しくしないで。私を女に戻さないで……）

　あの山で、突風に煽られたとき。

　触れられても何も感じないのは、この心が死んでいるからだと思っていた。

　けれど違う。

　シャフィはもうとっくに、彼に心を許してしまっていたのだ。

　誠実で優しいリスター。

　彼ならば、けっして自分を傷付けたりしないということがわかった。

「シャフィ、どうした？」

　俯いた彼女を気遣って、リスターが声をかけてくる。

　何でもないと笑い、魔導書を販売している店を探すふりをした。

　こんなにも優しい彼を、もう偽ることなんてできない。

（でも真実を話したらリスターはどうするだろうか…）

　そうなったらこれ以上一緒にいられないという焦燥と、決して離れたくないという思いが交差して、胸が苦しい。




　通りで見つけた店で治癒魔法の魔導書を買い、今日はこの町で宿を借りて休むことにした。

　外はまだ夕焼けが見られる時刻だ。

　それでもここまで歩き続けた身体は思ったよりも疲労していて、休息を必要としていた。

　シャフィは薄い壁に寄り掛かって赤い光に照らされながら、ぱらぱらと買ったばかりの魔導書を捲る。

　夜になったら近くで開催されている夜市の屋台で、夕食を取ることにしていた。

　屋台の食事は決して豪華ではないが、安いし作りたてなので結構美味しいと、道具屋の主人が教えてくれたのだ。

　通りの賑やかさにつられて窓から顔を出すと、綺麗な服を着た少女たちがまるで子猫のようにじゃれ合いながら歩いている。

　ふわりと花のような匂いが漂ってきた。

　その明るい笑顔、白い無垢な肌から目を反らす。

　もう自分には失われてしまったものだ。

（……見たくなかったな）

　思わず乱暴に窓を閉めてしまう。

　リスターも今の少女たちを見ただろうかと思い、振り返ってみると、彼は部屋の隅にいて、壁に寄り掛かったまま目を閉じていた。

　眠っているのかもしれない。

　シャフィは何となく安堵して、それから視線を再び魔導書に戻す。早く夜になってしまえばいいのに、と心の隅で考えていた。




　日が沈むと、外はますます賑やかになった。こんなに活気ある町に泊まるのは、久しぶりかもしれない。

　ふたりは並んで夜の町を歩く。

　多くの人がいた。

　屋台も驚くほどたくさんあった。

　香草で焼いた鶏肉を焼き立てのパンに挟んだもの。小麦粉を練って細長く切ったものを茹でてスープと和えたもの。甘い果物もあった。作りたてのまだ熱いものを食べるのが、こんなに美味しかったなんて思わなかった。しかも値段はどれも手頃で、予算があまりなくても、充分に空腹を満たすことができた。

「大きな町ってすごいね。こんな場所があるなんて」

　中央には大きなテーブルと椅子があって、大勢が座れるようになっている。

　街の人々はそこで屋台で買ったものを食べたり、知り合い同士で話をしたりしていた。

　赤い顔で笑っている人もいたから、アルコールも置いてあるのだろう。

　初めはあまりの人の多さに戸惑ったが、リスターが傍に居てくれたから気にならなくなってきた。

　明日の朝食の分も買い、ふたりはゆっくりと歩いて宿屋へ戻る。

「……？」

　シャフィがふと立ち止まったのは、悲鳴のような声が聞こえたからだ。

　耳を澄ます。

「どうした？」

　立ち止まったシャフィに気が付き、リスターも足を止める。

「あの路地の奥から、女の人の悲鳴みたいなものが……」

　そう答えた途端に、ぞくりとした。

　あの悲鳴を知っている。魂が軋んでいるかのようなあの悲痛な声を。

　それに気が付いてしまうと、もう動けなかった。

　心が一気に冷え、凍り付く。

「シャフィ」

　異変に気が付いたリスターが、持っていた荷物をすべてシャフィに手渡す。

「先に宿に戻っていてくれ。絶対に振り向かないで。俺が戻るまで部屋から出ないほうがいい」

　そうして新調したばかりの剣を手に、躊躇いもせずにその暗い路地の奥へと駆けて行った。

　ひとり残され、シャフィはその場に立ち尽くす。

「……どうしよう」

　傍らにいたリスターの姿が消えてしまうと、夜の闇がとても恐ろしく感じた。

　ここに留まっているのも恐ろしく、かといって彼の後を追うこともできなくて、シャフィは宿への道を走り出した。

　息が切れ、呼吸困難に陥るまで走り続ける。

　倒れ込むように宿泊している部屋に入り、鍵を閉めた。

　そして窓から一番遠い場所に身体を縮めるようにして小さく座り、両手を固く握り締める。自分の身体が小さく震えているのがわかった。

（悲鳴をあげていた女の人は……）

　きっと男に襲われていたのだろう。あの時の自分のように無理矢理抑え付けられ、衣服を破られて。

　平和そうな町だった。しかもそれは、こんなに賑やかで楽しげな夜市から、ほんの僅かしか離れていない場所で起こっていた。女性を力づくで自分の思うままにしたいと思う男性は、そんなに多いのだろうか。

　シャフィは自分の両肩を抱き締めてただ震えていた。

　突然かたん、と物音がして飛び上がるほど驚く。

　視線を向けると、部屋の隅に積み重ねていた荷物が崩れた音だった。

（よかった……）

　小さく息を吐いて安堵する。しかしその崩れた荷物の中に、買ったばかりの治癒魔法の魔導書が目に入った。

　手を伸ばしてそれを拾い上げる。

「……私だけ逃げて、いいのかな」

　あの場の空気を思い出すだけで、震え上がるほどの恐怖がある。

　一方で、相手が何人いるかもわからない路地の中へ、見知らぬ女性を助けようと走っていったリスターの姿が脳裏に浮かぶ。

　彼は他人を助けることに、躊躇いがない。逃げることしかできなかった無様な王女とは違う。

　それなのにこうしてひとりで隠れて震えている自分は、祖国が崩壊したときから何の成長もしていない。

「私は……」

　シャフィは首を何度も振る。

　自分はもう、ただ泣くことしかできなかったファラン王国のフィーラ姫ではない。

　魔導師シャフィ。

　そしてリスターは、大切な相棒。これから一緒に強くなろうと言ってくれた相棒を、ひとりで戦わせるわけにはいかない。

　手が震える。

　足ががくがくする。

　けれどいつの間にかシャフィは立ち上がっていた。

「大丈夫。強い魔法だって使えるようになってきたし、それにこのローブがある。だから大丈夫……」

　呪文のように繰り返し何度も呟き、震える心と体で半ば無理矢理、夜の闇の中へ飛び出した。

　走りながらシャフィは思う。

　ずっと自分の身体も心も、もう死んでいると思っていた。

　屍は成長しない。ただ同じ状態のまま存在し続ける。

　しかし今、自分はこうして過去を振り切ろうとして走っている。きっとリスターと出逢い、人としての心を少しだけ取り戻すことができたからだ。

　立ち上がる勇気をくれた特別な人。

　彼を助けるためにシャフィは走る。




　表通りから離れた路地は薄暗かった。目を凝らすと争う人影が見える。でももうここまで来てしまうと、シャフィは躊躇いを感じることはなかった。

　相手は三人。

　荒々しい粗野な男たちだ。彼らは卑怯にもひとりの女性を盾にしてリスターと対峙していた。

　上半身をほとんど裸にされた、まだ若い女性だ。赤くなった目と頬が痛々しい。片手で必死に胸を隠そうとしているが、男たちがそれを許さない。

（……卑劣な）

　女性の嗚咽がここまで聞こえてくる。

　恐れよりも、怒りが上回る。

「リスター！」

　捕らえられた女性が羞恥に目を閉じた瞬間。シャフィは天に手を掲げて光を生み出し、暗闇に支配されていたこの場所を明るく照らし出す。それは暗闇に慣れた者の視界を奪うほどの眩しさ。先に声を掛けていたためにリスターはこの光を避けている筈だ。

　シサールを倒した彼の腕ならば、女性さえ助け出してしまえば、相手が三人だろうが負けることはないだろう。そんなシャフィの予想通り、彼らの元まで駆け寄って女性を助け出すころには、もう三人の男たちは地面に倒れ伏していた。




「シャフィ」

　リスターは振り返る。

「ありがとう、助かった」

　ううん、とシャフィは首を振る。

「お礼なんて、いらない。だって私たちは相棒なんだから」

　小さな嗚咽が聞こえてきた。

　振り向くと、彼女は自分の肩を抱くようにして泣いている。放った魔法はまだ周囲を明るく照らしていたから、晒された素肌に残る陵辱の痕が見えてしまった。

（ひどい……）

　それを直視することができなくて、目を背ける。

（せめてもう少し早く彼女の悲鳴に気が付いていれば……）

　必死に胸を隠そうとしているしぐさに気が付き、何か上着を、と思ったが、シャフィが着ているのは魔導師専用のローブだけだ。これは魔力のない者には、着ることができないのだ。

　困り果てたシャフィはリスターを見る。彼は長袖の上着を着ていたはずだ。

　それなのにリスターは躊躇っていた。

　裸にされて涙ぐむ女性が目の前にいるのだから、いつもの彼ならばすぐにその肩に上着を掛けただろう。

「リスター？」

　どうしたの、と聞こうとして気が付く。

　彼はどんなに暑い地方に行っても長袖を着ていた。人前では上着すら脱いだことがなかったのだ。きっと何か理由があるに違いない。

　宿屋に戻って上着を取ってこようか。シャフィがそう思った途端、リスターは思い切ったように上着を脱いで女性の肩に掛ける。彼女は待ちかねたかのように肩を覆った上着で胸を隠した。

「あ……」

　見るつもりはなかった。けれど彼の行動が予測できなかったために、見てしまった。それだけではなく、声まで上げてしまったのだ。

　目の前に晒された彼の両腕は古い傷跡だらけだった。

　それは魔物と戦ったときのものや、剣の修行をしたときに受けた傷には見えなかった。

（ひどい……）

　もとからあった傷をわざと広げたようなもの。熱した何か棒状のものを押し付けたようにしか見えない火傷の跡。

　それはまるで、拷問でもされたかのような。

　よくこんな腕で剣を握れたものだと思ってしまうほど、酷い有り様だった。

　運悪くシャフィのその視線に気が付いた女性が、それを辿ってリスターの腕を見てしまう。

　そしてそのあまりにも痛々しい傷跡に気が付き、悲鳴を上げた。リスターは悲しげに俯き、ごめん、と小さく呟く。

　最初に声を上げてしまったのはシャフィだ。その声が彼女の視線を彼に向けさせてしまったのだ。それなのにどうして彼が謝るのか。

　胸が痛んだ。

　シャフィは言葉もなく、立ち尽くす。

「……シャフィ？」

　戸惑う声が間近で聞こえる。

（あんなに酷い傷跡……）

　古傷のようだが、いったい誰が彼をこんな目に遭わせたのだろう。

　想像を絶する痛みだったに違いない。

　それこそ、シャフィの身に起きたあの思い出したくないような過去とそう変わらないくらい酷い経験だったろう。それなのにどうして、彼は復讐に走ったりせずに、こんなにも優しく人と接することができるのだろう。どうして人を思いやり、弱い者を庇おうとする心を失わずにいられるのだろう。

「もしその場にいたら、全部治してあげたのに……」

　そんな仮定は無意味だとわかっていたのに、言わずにはいられなかった。

　シャフィの行動に戸惑っていた様子のリスターだったが、その言葉を聞いてシャフィの背に腕を回した。

　触れているのは、あんなにも嫌悪していた男性の腕だ。

　しかし今は、恐怖も嫌悪も感じない。それどころか彼の温もりに安らぎさえ覚えてしまっていた。

「……ありがとう」

　穏やかな彼の言葉が、耳に響く。

　傷を負ってもどんなに凄惨な過去を経験してしまっても、人は優しくなれるのだ。

　彼のように。

（私も、リスターのようになりたい）

　シャフィの心の中で、何かが変わっていく。

　復讐のために魔法の腕を磨くのではなく、傷付いた人を守り、癒せるような治療師になりたい。そのためになら、今まで生きる目的にしてきた復讐すら、投げ捨てても構わない。

　本当に強い者というのは、ただ魔法の腕や剣の腕が優れているだけではない。人を思いやり、守ってあげることができる人なのだと、リスターは教えてくれた。




　それから町の見回りをしていた自警団に男達の身柄を引き渡し、被害に遭った女性の保護も頼んで、宿へ戻った。聞いたところによると、最近このような被害が多発していて、有志による警備が行われていたようだ。

　それが終わると、ふたりとも無言のまま宿に戻る。

　シャフィは擦れ違う人の視線からリスターを庇うように、ずっと彼の前に立って歩いていた。

　どうしてそんなことをしていたのか、自分でもわからない。ただ、そうしたかったのだ。

「来てくれて助かった。ありがとう」

　宿の部屋に戻ると、リスターはまっすぐにシャフィを見てそう言う。

「そう。役に立てたならよかった」

　リスターの視線から逃れるように、シャフィは背を向ける。

「……疲れたから、もう休むよ。ごめん」

　ただそれだけ言って、毛布に潜り込む。

「わかった。……おやすみ」

　リスターは、窓辺にある椅子に腰を下ろしたようだ。毛布の合間からその姿を見て、シャフィは彼に気付かれないようにため息をつく。

　このまま話していたら、自分が女であることを打ち明けてしまっていたかもしれない。

　でも、そんなことをしたら、もう彼とは一緒にいられなくなってしまっただろう。それが恐ろしくて怖くて、シャフィは逃げたのだ。

（このままではだめ。わかっているのに……。どうしたら……）

　眠れない夜は今までにもあったが、こんなに長い夜は初めてだったかもしれない。

　リスターも窓辺に座ったまま、眠ろうとしない。

　やがて空が明るくなり、太陽の光が世界を照らす。結局、一睡もできないまま、朝を迎えてしまったようだ。

　いつものように、リスターが朝食を用意してくれる。

　いつものように、他愛のない会話を交わしながら食事をとる。

　変わらない暮らし。

　それを望んでいたし、これからもリスターと旅ができるのはとても嬉しいことだ。

　それなのに、シャフィの心はもっと多くのものを求めてしまう。

（私はなんて、欲深いんだろう）

　復讐を果たすことだけが、生きる目的だった。

　それなのに、立ち直れないほど傷ついたはずの心は、いつのまにかしあわせを追い求めてしまう。シャフィはリスターの優しさと強さに惹かれ、女として生きてみたいと思ってしまった。

（そんなことはできない。許されない。私は、自分でリスターから離れなければ）

　相棒の関係を解消したいと、そうシャフィが切り出したのは翌日のことだった。

　一日悩んで、もうこうするしかないと思い詰めてそう打ち明けた。

　シャフィの言葉を聞いたリスターは、手を止めてシャフィを見る。彼は日課である剣の手入れをしている最中だったのだ。

「解消？　他に良い相棒が見つかったのか？」

　そう尋ねるリスターの声はとても優しくて、思わず涙ぐみそうになる。もしそうだと答えたら、彼はきっと身を引くだろう。いつだってリスターは、シャフィの意志を確認してくれる。それなのにシャフィは首を振った。たとえ嘘でも、彼よりも良い相棒がいるなんて言えなかった。

「違う。そうじゃない。ただ、強くなろうと決意するきっかけになった出来事を思い出した。それを果たさなければならない。だからひとりで、行くことにしたんだ」

「それは、俺には手伝えないことなのか？」

　シャフィは唇を噛み締めた。そうしないと、泣き出してしまいそうだった。

「うん。ひとりでやらないと意味がないんだ」

　傍にいてくれたら、どんなに心強いだろう。だが、これからシャフィが目指すのは、憎しみに彩られた復讐の道。優しいリスターを、そんな地獄に引きずり込むわけにはいかない。

「……そうか」

　そう答えたリスターの声は、少し寂しそうだった。

　彼にそんな感情を抱かせてしまった罪悪感と、別れを惜しんでくれるという嬉しさがシャフィの胸を満たす。

「シャフィの決意は固いようだな。だが、少しだけ時間をくれないか？」

「うん、わかった。急にこんなことを言い出して、ごめん」

　相棒の解消を一方的に持ち掛けたのだから、彼にも考える時間を与えるべきだ。シャフィは素直に頷いた。

　そしてこれから買い物に行くという彼を見送り、今のうちに着替えをしてしまおうと、カーテンを閉める。

（これからはひとりで生きていく。油断しないようにしなければ）

　さすがに今は、王女だった頃のような世間知らずではないが、優しいリスターに頼ってしまっていた部分は多い。それをこれからはすべて、ひとりでやらなければならないのだ。

　考える時間が欲しいと言われて同意したが、シャフィは自分の考えを変えるつもりはなかった。

（これ以上、リスターと一緒にいたら、私は復讐の心さえなくしてしまうかもしれない。それが怖い……）

　自覚したのはつい先ほどのこと。だが、シャフィは優しいリスターに出逢った頃から惹かれていたのかもしれない。

（そうだ、このローブの代金も支払わないと。買ってもらってすぐに相棒を解消したいなんて言ったら、まるでそれが目的だったみたいだ）

　このローブはかなり高価なものだったし、シャフィ個人の財産はたいしたものではない。でも、代金だけはしっかりと支払おうと決意して、上着を脱いで素肌になる。胸に巻き付けていた布を緩めて、息を吐く。豊かな膨らみを隠すためにきつく巻き付けていたので、少しだけ苦しかった。

（買い物に行ったから、そんなにすぐは戻らないはずだね。今のうちに布も取り換えてしまおう）

　布を解き、乾いた清潔な布を水に浸して身体を拭く。王女だった頃は毎日のように入浴していたが、個人の家に浴室はない。性別を偽っているのだから、共同浴場に行くわけにもいかない。

　冷たい水の感触が心地良くて目を細める。

　だがそのとき、こちらに近づく足音がして、誰も来ないはずの扉が急に開かれた。

「シャフィ、お客さんだ。あの町で……」

　そう言って部屋の中央に視線を向けたリスターは、シャフィの姿を見て言葉を失う。

　見習い魔導師に慣れるまで、ずっと隠れ住むような暮らしを続けていたせいか、悲鳴を上げなかったのが幸いだった。




　リスターが町で出逢い、連れてきた客は、以前世話になった宿屋の奥さんだった。彼女は宿屋を手放し、この町で商売をしようとして引っ越しをしてきたらしい。

　とりあえず彼女には後で会うことにして、シャフィはリスターと向かい合わせに座って俯いていた。

　もう隠すことはできない。すべて、彼に打ち明けなければならない。

「リスター。あなたに謝らなければならないことがあるの」

　シャフィはそう切り出す。

　このまま彼を偽ることなどできない。

「もう気が付いていると思うけど。騙していて、本当にごめんなさい」

　あの姿を見られてしまったのだから、リスターにはもうシャフィが女だとわかってしまっただろう。

「……」

「……前からなんとなく気付いていた」

「え？」

　思いがけない言葉に顔を上げる。

　少し戸惑ったような彼の目がシャフィを見つめている。

「でもよほどの事情があるのだと思って、それを言わずに黙っていた」

「……どうしてわかったの？」

　気付いていて、それなのに何も言わずにずっと傍に居てくれたのだろうか。

「女性は男とは違う。身体つきも声もすべて」

　まるで壊れ物を扱うかのように、そっと触れる腕。

　リスターが気付いていたのなら、他にも気付いた者がいた可能性もある。

　でもほとんど男だらけの見習い剣士や魔導師の中で、危険を感じたことは一度もなかった。

　知らない間にも、ずっと彼に守られていたのかもしれない。

　そう思うと、涙が滲みそうになっていた。

「ありがとう。私が話すまで待っていてくれて」

　気付いた時点で問い詰めることもできただろうに、こうして何も言わず傍に居てくれた。

　その優しさが、胸に染み入る。

　どうして彼の傍にいると、こんなにも心が癒されるのだろう。

　薄手の服から伝わるリスターの体温はとても温かく、優しい。壊れて粉々になってしまったシャフィの心を、これ以上砕けてしまわないように守って包み込んでくれる。

「リスター」

　陵辱こそ免れたが、あの男に嬲られた感覚は、いまだにシャフィを苦しめていた。

　何度、眠れない夜を過ごしただろう。

（温かい……）

　それなのにこうしてリスターに触れているだけで、泣きたいくらいの安堵をもたらしてくれる。

　彼を信頼しているからだ。

　ただ男性が恐ろしくて、決して関わらないようにしてきたけれど、男女の触れ合い自体に罪はない。

　本当に信頼している人に触れられるのならば、恐怖など微塵も感じないのだと、この温もりが教えてくれた。

　忌むべきなのは、女性の意志を無視する卑劣な、一部の男たちだけだ。それがわかった今、悪夢は見ることはなくなるかもしれない。

　手を差し伸べると、思っていたよりもずっと強い力で握られる。

「どんな事情があるか、それは聞かない。だけど覚えていて欲しい。俺はいつだってシャフィの味方だ」

　真摯な目が、真っ直ぐにシャフィを見つめていた。

　リスターは優しい。でも彼の優しさを誤解して、このまま縋ってはいけない。

「……ありがとう。でももう、ひとりで行かなくてはならないから」

　相棒の解消を申し出たことを思い出したのか、リスターの顔が曇る。

「ひとりでやらなければならないことがある、と言っていたな。それは何だ？」

　それは復讐のため。

　だが、そんなことをリスターに告げられるはずもない。

「そこまで話す必要はないと思う。ただ、行かなくてはならない。それだけだから」

「……そうか」

　ほんの少しだけ寂しそうな顔をしたリスターは、それ以上追及せずに沈黙してしまう。

「でも、このローブの代金はちゃんと払うよ。だから……」

　沈黙が苦しくなって、シャフィは早口でそう言っていた。

「それはもう、シャフィのものだ」

「そんなわけにはいかない。こんな高価なローブを買ってもらってすぐに相棒を解消なんて、それが目的だったみたいで……。いますぐに全額を払うことはできないけど、必ず支払うから」

　リスターはシャフィの言葉を受けて考え込んでいる様子だった。彼がどう答えるかわからなくて、シャフィは無意識に両手を握り締めていた。

「シャフィの用事は、今すぐに行かなくてはならないものなのか？」

「……今すぐ、ということはない。まだ準備が必要だし」

　たったひとりで敵国に乗り込んでいってもあっさり殺されてしまうだけだ。復讐をしたいと思っていても、シャフィにその手段があるわけではないのだ。ただ、彼の傍にこれ以上いられなくて、逃げ出そうとしたにすぎない。

「だったらシャフィが納得できる金額を用意できるまで、この町に滞在しよう。相棒は今すぐに解消してもかまわない」

「それは……」

　リスターはローブの代金をシャフィからもらおうとは思っていないのだろう。だから全額ではなく、シャフィが納得できる金額と言ったのだ。たしかに料金を支払うといっても、すぐに別れてしまえば払う手立てがなくなってしまう。

　相棒を解消できても、これからもリスターと一緒にいるのならあまり意味はない。

　だがローブの代金を支払うと言ってしまった以上、彼の申し出を拒むことはできなくて、シャフィは頷いた。

「……わかった。そうする」

　その答えを聞いて、リスターは安堵したように微笑む。

　なるべく早く、ローブの代金を用意して彼と離れなくては。そのためには、どんな危険な仕事も請け負うしかない。

　そう思っていたのに、上手くはいかなかった。

　女であることが明確になったシャフィを、リスターが危険な仕事に行かせてくれるはずがなかった。強引に受けようとしてもキャンセルされてしまったり、先に依頼を受けられてしまったりして妨害されてしまうのだ。

　そのせいで、相棒だった頃は一度も喧嘩などしたことがないのに、このところ毎日のように言い合いをしてしまう。

「どうして邪魔をするの？　はやくローブの代金を貯めてここを出たいのに、このままじゃ何もできない！」

　思うようにいかない日々に苛立ち、シャフィは目の前にいるリスターにそう言い放つ。

「もう相棒じゃないんだから、私のすることに口を挟まないでほしい！」

「……そんなことはできない。シャフィ、俺はお前を死なせたくない」

「死ぬ？　そんなことはない。私だってこれでも魔導師だ。女でもちゃんと戦えるし、リスターの助けなんて必要ない」

　彼はただシャフィを心配してくれているだけだ。それはわかっている。

　でも、このままでは何もできずにただ時間だけが経過してしまう。

　だからこそ強くそう言ったのだが、リスターは首を振る。

「シャフィの魔導師としての腕は知っているし、信用している」

「だったらどうして！」

「俺が心配しているのは、シャフィの目的だ。……復讐なんて、さらなる不幸を生み出すだけだ。やめたほうがいい」

「！」

　どうして彼がそれを知っているのか。

　シャフィの過去を知っているからこそ、女であることも知っていたのかと警戒の視線を向けるシャフィに、リスターは言葉を続ける。

「何の目的で、誰に復讐しようとしているのか、それはわからない。だが最初に会ったときから、シャフィの目的は復讐なのではないかと思っていた」

「……どうして、そんなことが」

「俺も、同じだったから」

　リスターの手が、自らの腕に触れる。そこに残されていた酷い傷跡を思い出して、シャフィは息を呑む。こんなにも穏やかで、強く優しい人でも復讐を願ったことがあったのかと衝撃を受けていた。

「弱い自分が許せなくて、強くなろうと思った。喪失感に耐えられなくて、復讐をしようと思った。だが、それを成し遂げたとしても失ったものはもう戻らない。そんな無意味なことで、シャフィを死なせたくない」

「無意味などではない！　あの男は、私の両親を殺した。私の……故郷を破壊した。許せない！」

　何もできなかった絶望。無力感。簡単に忘れるはずがない。

　首を大きく振りながらそう叫ぶように言うシャフィを、リスターは抱き寄せる。

「両親の仇ならば、なおさらだ。シャフィを危険な目に遭わせることなど望んでいないだろう。苦しみなど忘れてしあわせになってほしいと、そう願っているはずだ」

　温かい腕に抱かれ、そう囁かれる。

「リスター……」

　本当はシャフィにもわかっていた。

　亡国の王女がたったひとりで、今や大国となったカイド王国の国王を殺すことなど不可能だと。でもそれを目指すことでしか、生きる意味を見出すことができなかったのだ。

　ひとりだけ生き残ってしまった自分が、しあわせになることなど許されない。

　だが命を懸けて救い出してくれた人たちの心を思うと、自分から死ぬこともできない。

　ならば、復讐をするしかない。

　そう思い詰めていた。

「それに俺も、シャフィを死なせたくない。不幸になってほしくはない」

　優しいリスター。

　だがその言葉には、それ以上の意味が込められている気がした。

　彼の優しさと愛情の違いがわからないほど、シャフィは鈍感ではなかった。

「どうして、そこまで私を？」

　そう問い返してしまうのは、言葉を欲しがる女の性なのだろうか。

「俺が、シャフィを愛しているからだ」

　そんな気持ちを理解しているかのように、リスターは真っ直ぐに気持ちを伝えてくれる。

　──愛している。

　胸の奥の、どうしても消えなかった黒い塊が静かに流れ出していくような、不思議な開放感があった。

（リスター、本当に？）

　愛してくれているのだろうか。

　魔導師としても中途半端で、女としての美しさも奪われてしまった今の自分を。

　信じられない気持ちと、それが本当だったらと期待する気持ちとの間で揺れる。

　だが、彼がそんな嘘を言うはずがない。

（私も……）

　そしてシャフィも、一緒に強くなろうと言ってくれたあの時、そして防具屋でこのローブを購入してくれた時、優しくて誠実な彼に相棒以上の気持ちを持っていると気付いてしまっていた。

　この手を取ってもいいのだろうか。

　心のままに行動しても許されるのだろうか。

　葛藤している時間は長かった。

　しかし、優しく微笑んでくれている両親の姿が脳裏に浮かび、やがてシャフィは静かに頷いた。

「どん底の私を、愛してくれてありがとう」

　握った掌を頬に押し当て、震える声で告げる。

（こんな風にもう一度、女に戻りたいと思う日がくるなんて……）

　過去の傷跡はまだ消えないけれど、それでもシャフィのすべてを包み込んで愛してくれる人に巡り会えた。

「私も、リスターが好き。傍にいたいの」

　涙声でそう告げる。

「触れても、いいか？」

　耳元で静かにそう囁かれ、頬が赤く染まる。

　もしかしたら、あの悪夢が甦るかもしれない。

　けれど強くなるためには、それも乗り越えなければならない。

　しかも手はリスターだ。

　こんなにも優しい彼が、自分を傷付けることなど絶対にないだろう。

（私も、リスターに触れたい……）

　自覚した途端に、心の奥底に眠っていた想いは、すぐに弾け飛びそうになった。

　薄紅色に染まった頬でこくりと頷き、リスターの腕に身体を預けて瞳を閉じると、ゆっくりと唇が重なった。

「……ん」

　最初はただ触れるだけの、優しく温かい口付け。

「……リスター」

　その合間に名前を呼ぶ。

　欲望は、男の中にだけあるものだと思っていた。

　女はただ、それを受け止めるだけだと。

　それなのにシャフィの心の中には、今まで感じたことのない不思議な感覚が湧き起こっている。

（この人を、私だけのものにしたい。他に目を向ける必要がないくらい、夢中にさせたい……）

　心だけではなく、身体もリスターを求めている。

　何度も口付けを繰り返すうちに、唇を舌先でなぞられ、背中をぞくっとするような快感が駆け上がっていく。舌先が絡み、深く口付けられると、その未知の感覚はますます強くなっていく。

「はぁ……。ああっ……」

　吐息まですべて奪われてしまうかと思うほど、激しい口付け。

　酸素を求めて開いた唇が、再び舌の侵略を受け入れてしまう。透明な雫が唇から零れ落ちて、胸を濡らした。

　口内をなぞる舌は怯えたように縮こまっていたシャフィの舌を見つけ出し、絡み付くような濃厚な愛撫を加えていく。

「……んっ……」

　いつも優しいリスターに、こんな情熱が隠されていたなんて知らなかった。愛していると告げられた言葉が本当なのだとシャフィに感じさせてくれる。

　彼の告白を信じていなかった訳ではなかったけれど、こうして触れ合うとそれは言葉よりもずっと深く伝わってくる。

　だからこそ恋人同士はこうして肌を重ねるのだろう。

　肩に掛けられていただけのローブが滑り落ち、薄手の服に包まれた身体が露わになる。

「恥ずかしいから、そんなに見ないで……」

　顔を反らした途端に、柔らかな胸の膨らみに手が添えられる。

「あっ……！」

　その手は無理に動こうとせず、ただ体温を馴染ませるかのように胸の上に置かれたままだ。

「……んっ」

　ようやく唇が離れた時にはシャフィの白い肌はほんのりと上気し、乱れた銀色の髪の合間から潤んだ紫色の瞳がリスターを見つめる。

「リスター、好き……。わたしも、すきなの……」

　男装していても美しかった亡国の王女は、長い間封印していた女性の顔を取り戻していた。

　甘い声でそう言われたリスターは少し驚いたような顔をしたが、やがて幸福そうに微笑んだ。

「この想いを告げる日が来るとは思わなかった。……シャフィ。愛してる」

　そうして彼女の胸の上に置いたままの掌に、ゆっくりと力を込めた。

「ああんっ」

　かつて侵略者に蹂躙された時よりも豊かになった胸は、柔らかく蠢いてそれを受け入れる。

　あまり力を込めないようにと配慮された愛撫は、身体の奥底に眠っている熱を少しずつ目覚めさせようとしていた。柔らかな胸の膨らみに沈み込んだ指は、掌で全体を大きく捏ね回しながら、時折指の先端でまだ固くなっていない先端を刺激する。

「やぁっ……。そこは……」

　その度に背筋がぞくぞくとして、シャフィは声を上げながら身悶えしていた。リスターは、胸の先端を何度も擦り上げる。

「ここ、感じる？」

「わからない……。でも……」

　カイド王に嬲られた時は嫌悪と恐怖しか感じなかったその箇所は、触れられる度に自分でも持て余すくらいの悦楽を受け取っている。

（あの時と、全然違う……）

　堪えていないと、甘い嬌声がとめどなく零れ落ちてしまいそうだった。

「嫌ではない？」

　耳元で囁くように言われ、頬を染めて頷く。

　何度も指の先端で転がすように愛撫されているうちに、固く尖ってきたのが自分でもわかった。

「……ああんっ……んんっ」

　身体の奥に熱が蓄積されていく。

　大切なものを愛でるかのように、指先でそっと摘まれた胸の先端はもう痛いくらいに張り詰めている。胸の膨らみを大きな手で揉まれ、掌で擦られるだけで感じてしまう。

「あっ……！」

　脇腹の辺りから忍び込んだ手が、薄手の服を捲り上げた。

　露わになる白い肌。新雪のように無垢な白い肌が、内側に灯った炎でほんのりと薄紅色に染まっていた。

「恥ずかしい……」

「綺麗だ」

　羞恥のあまり俯く彼女に、リスターは熱い溜息と共にそう呟いた。

（本当に？　私、汚れていない？）

　あの悪夢のような出来事が、優しい言葉と愛撫ですべて浄化されていく。

　ゆっくりと指が胸の膨らみに触れる。

「んっ……！」

　直接触れられる衝撃は、予想していたよりもずっと刺激的だった。

（やだ……。どうしてこんなに）

　まるで神経に直接触れられているかのようだ。豊かな膨らみを下から持ち上げるようにして揉まれ、もう既に固く尖っている先端を指の腹で転がされる。

「あっ……。っ……」

　指の動きに翻弄され、身を捩る。柔肌に喰い込む指の力は少しずつ強くなってきているけれど、高まりつつある身体はそれをすべて快楽へと変換してしまう。

　白い肌に残る指の跡。

　それはまるで所有者の刻印のように、この身体も心もリスターのものだと確かに証明してくれていて、シャフィは羞恥よりも歓喜に震えていた。

（私の心も、身体も、あなたのもの……。だって死んでいた私の心を甦らせてくれたのは、リスターだもの）

　弾む双丘はもう立っていられないくらいの快楽を訴えている。膝が抜けるようにして座り込むと、リスターの腕が支えてくれた。その腕に縋り付こうとしたとき、その場所に残る無残な傷跡が目に入る。

　誰が彼にこんな仕打ちをしたのだろう。もう痛まないのだろうか。そっと指でなぞると、リスターは少し戸惑ったように手を止める。

　シャフィはもうほとんど半裸なのに、彼はきっちりと服を着たままだ。

　もしかしたら傷跡は腕だけではないのかもしれない。そしてリスターは、それを晒したくないのかもしれない。

　それでもシャフィは彼のすべてが欲しかった。

　手を上げてリスターの上着に触れる。彼は抵抗しなかった。はらりと上着が肩から滑り落ちて、リスターの上半身が露わになる。

　予想に反して、綺麗な筋肉の付いた胸は傷跡ひとつなかった。すると彼を傷付けた者は、その腕だけを徹底的に痛めつけたのだろうか。

　リスターは剣士だ。それもただの剣士ではない。シサールを単独で倒す剣士などそう数多くはいないことはよくわかっている。だが、その腕が傷付く前はもっと凄い技の持ち主だったのではないか。そしてそれを奪うために痛めつけられたのではないかという考えが浮かぶ。

　それだけ彼の身体は綺麗で、一方、腕の傷跡はあまりにも酷かった。

（こんな酷いことをいったい誰が……）

　思わず涙が滲む。

　リスターはそんなシャフィを慰めるように抱き締めた。

「ごめん」

　気持ち悪いだろう、と言われて何度も首を振る。確かに無残な傷跡だったけれど、そんな風に思ったことはない。

「こんな腕で……。私を守ってくれて、ありがとう」

　シサールを倒すのは、それこそ命懸けだっただろう。リスターの愛の深さを知ると同時に、もしあの時彼を失ってしまっていたらと思うと震えるくらい恐ろしい。

「君を守るためならば、どんなことだってできる」

　そのままゆっくりと押し倒された。

　背中にあるローブが、素肌を優しく包んでくれる。上等な生地で作られたローブは、安宿の固い床からシャフィを守ってくれていた。

「リスター。……んんっ」

　覆い被さるようにして口付けされ、それを素直に受け入れる。そのまま唇は首筋を辿り、鎖骨の上を撫でて胸の頂きに到達した。

「やあんっ！」

　ちゅう、と音がして固く尖った先端を唇で挟まれ、声が上がる。

　軽く歯で挟まれながら強く吸われると、びくびくと腰が痙攣するほど感じてしまう。

「ああっ……。そこ、だめぇ……」

　否定の言葉を口にしながらも、その声は何処までも甘くて、決して本当に嫌がっているのではないとわかってしまうだろう。

　濡れた音が耳朶を打つ。ゆっくりと舌で舐め取られ、強く吸われて甘い喘ぎ声を上げ続けてしまっていた。

「やんっ……。はぁ、はぁ……。ああっ！」

　胸の片方の先端を唇で愛撫しながらも、もう片方を指で摘んで転がされる。両胸に与えられる強い快楽に、シャフィは腰をがくがくと奮わせながら喘ぎ声を上げている。

（熱い……。身体が熱い……）

　身体の中心がしっとりと濡れている。

　カイド王に愛撫された時は、少しも感じなかった。ただ怖くて、痛いだけだった。それなのに今は、自分から愛する人を受け入れようと花を咲かせ蜜を流している。

「リスター……」

　潤んだ瞳で見上げると、彼は愛しげに瞳を細めてシャフィの銀色の髪を撫でた。

「つらくはない？」

「うん。平気……」

　その言葉を聞くと、リスターの片手は胸から離れていく。細い腰のラインをゆっくりと辿り、細い足に触れるとそっと撫で上げた。

「ああっ！」

　ずくんとした痛みにも似た疼きが身体を駆け巡る。

　それはあまりにも衝撃的で、シャフィは思わず手を伸ばしてリスターに縋っていた。

「大丈夫だ。シャフィを傷付けるようなことは絶対にしない」

　宥めるように優しく頬に口付けられた。

（温かい……）

　触れるリスターの体温が、シャフィの心を優しく宥めて落ち着かせてくれる。身体の力を抜くと、細い足を撫でていた掌がするりと内側に滑り込んできた。

「んっ……」

　初めてなので、やっぱり少し怖かった。

　それでもあの時、カイド王によって無理矢理散らされていたかと思うと、今の状態はまるで奇跡のようにしあわせなことだ。

「……っ」

　足を開かせられる。

　濡れた音が響き、羞恥のあまり頬が染まる。もう床に滴るほど蜜が溢れているのだろう。

「恥ずかしい……」

「シャフィ。感じてくれて、嬉しいよ」

　その言葉と共に、リスターの身体が足の合間に沈み込む。

「あああっ！」

　内腿の、皮膚の柔らかな部分を唇が這い回る。

　溢れる蜜を舐め取るように蠢く舌先。

「はぁ……。んんっ！　そこは……」

　ぴちゃりと舌が這う音が下半身から響いてくる。少しずつ上ってくる舌と唇に、さらなる快楽への期待と未知の感覚への恐怖が入り交じる。

「あっ」

　するりと下着が引き下ろされ、くちゅりと濡れた音が響く。

「やあっ……！」

　彼の目の前にすべてを晒している。そう思うと、今すぐ消えてしまいたいくらいの羞恥が湧き起こる。

「やだ……。恥ずかしいから、見ないで……」

「シャフィ」

　情愛が込められた声で名前を呼ばれ、固く閉ざしていた瞳を開く。

「大丈夫だ。何も怖くない」

　ゆっくりと足を開かれ、蜜が花弁から零れ落ちる。

「んっ……」

　まだ綻び始めたばかりの花弁をそっと指でなぞられ、びくりと身体が痙攣する。頭の中に光が散ったような、強すぎる快楽。

　それでも指はさらに奥を目指して入り込んでくる。

「やぁっ……。そんなに、奥まで……」

　水音が響く。

　しかし羞恥を上回る快楽が、シャフィの意識を浸食しつつあった。

　溢れ出る蜜を絡め取りながら胎内に差し込まれていた指が、敏感な襞を慎重に探っている。

「ああっ！」

　指がもう一本差し込まれ、圧迫感に四肢が強張る。充分に濡れていたせいで痛みはそれほど感じなかった。

「……力を抜いて」

「……んんっ」

　リスターの言う通りにしようとするが、二本の指を動かされると思わず足に力が入ってしまう。

　不意に、彼の身体が足の間に沈み込んだ。どうしたのだろう、と思った瞬間、腰が震えるほどの快楽が全身を駆け巡る。

「ああああっ！」

　そこを刺激されると身体の奥からさらに蜜が溢れ出てくるのが自分でもはっきりとわかってしまう。

「やっ……。そこ、だめぇ……」

　あまりにも強すぎる快楽に意識まで飛んでしまいそうになる。それなのに容赦なく蠢く温かい舌は、花芯だけではなく指を飲み込んでいた花弁にまで進入してくる。

「ああっ……。そんな……。んんんっ！」

　さっきまで指がなぞっていた襞を、今度は舌先が滑るように舐める。腰から下がびくびくと痙攣し、愛撫されている箇所が溶けてしまいそうなくらい熱い。

　ふと意識が遠ざかったかと思うと、光が弾け飛ぶような衝撃が全身を駆け巡った。

「はぁ……、はぁ……」

　シャフィは肩で大きく息をして絶頂の余韻に浸る。

「んっ」

　まだびくびくと収縮を繰り返す花弁に、いつの間にか熱い楔が押し当てられていた。

「シャフィ、怖いのか？」

　びくりと身体を震わせた彼女を、気遣うような声。楔は欲望のままにこんなにも熱く脈打っているのに、優しく気遣ってくれるのが嬉しくて、シャフィは幸せな気持ちになる。

「大丈夫。私も、あなたとひとつになりたい。あなたのものになりたいの。……リスター」

「……愛している」

　その言葉と共に、指とは比べものにならないくらい圧迫感のあるものが花弁を掻き分けて押し入ってくる。

（……花が散る）

　一度は女であることを捨てた自分を、もう一度咲かせてくれたのはリスターだ。そんな彼の手で散らされるのならば、それはとても幸福なことに違いない。

「んっ」

　シャフィの身体を気遣って、ゆっくりと差し込まれる楔。

（熱い……）

　その熱さが襞に染み込んで、そこから疼きが生まれる。唇を噛み締めるシャフィを宥めるように、リスターは額に唇を押し当て、腰を進めていく。充分に濡れていたので、覚悟していたほど痛みはない。それよりも愛する人のものになったのだという歓喜が湧き上がり、瞳が潤んでいく。

「痛む？」

「ううん。嬉しいの。……こんな日が来るなんて、思わなかったから」

　リスターとの出逢いから今までにあったことを思い出すと、いつも彼が傍で支えてくれていたのだと今さらながら思い知らされる。

　心が閉ざされていたから、気付けなかった。

　けれど今は、どんなに深い愛で包まれていたのかはっきりとわかり、その愛が心に染み込んで、シャフィの瞳から涙が零れ落ちる。

「リスター。私を守ってくれて。……ありがとう」

　手を伸ばして彼の背中を抱き締めると、結合が深くなる。

「んっ……」

　最奥まで貫かれ、蜜が滴り落ちた。ずきんとした痛み。

　それでも幸福感の方が、ずっと強かった。

「少し、動くよ」

「……うん。大丈夫」

　花弁を散らした楔が、熱い襞を擦るようにしてゆっくりと動く。痛みに耐えるようにして瞳を閉じていたシャフィは、少しずつそこから這い上がってくるような疼きに次第に喘ぎ声を上げていた。

「ああっ……。んんっ……」

　だんだん動きが速くなり、それに伴って荒くなる呼吸。

　リスターの赤味を帯びた金色の髪が汗に濡れている。身体の中心を穿たれる痛みは、指や舌で愛撫されていた時とは比べものにならないくらい、強い快楽に姿を変えていた。

　静かな夜に、濡れた音が響き渡る。

　こんな安宿の壁では、周囲に声が聞こえてしまうかもしれない。ふとそんなことを思い、羞恥に頬が赤らむ。

「……っ。……んんっ」

　必死に声を押し殺す。しかし律動する楔から与えられる快楽に、どんなに堪えようと思っていても嬌声が零れ落ちてしまう。

「……やっ。……ああっ！」

　達した時のように身体の中に熱が蓄積していく。

「あああっ！」

　腰をびくびくと痙攣させて、二度目の絶頂に達すると、その収縮が胎内のリスター自身を強烈に締め上げた。

「くっ……」

　低い呻き声と共に膣内に熱い迸りを感じる。それは達したばかりの粘膜にとっては強すぎる刺激だった。

「んんっ！　ああ……」

　胎内が焼けるように熱い。

　肩で大きく息をして、呼吸を必死に整えながら、シャフィはリスターの腕の中で幸福感に心を満たされ、酔いしれていた。





※　※　※






「しばらく治癒魔法を学びたいと思うの」

　それからしばらくリスターに抱かれて情事の余韻に浸っていたが、不意にシャフィは彼の腕の中で呟いた。

　部屋には小さなランプがあり、ぼんやりと暗闇を照らしていた。

　もう真夜中過ぎ。

　さすがに外は静まり返っていて、お互いの声だけが冷たい空気を揺らしている。

「今まで魔法を習っていたのは、復讐のためだった。どうしても許せない男がいたの。それだけが、屍のような私を生かし続けてきた。でも今は誰かを傷付ける魔法じゃなくて、癒すことのできる魔法を学びたいって思っているの」

　シャフィはゆっくりと、胸のうちを彼に語る。

「もちろん攻撃魔法すべてが悪いと思っていないよ。それは使い方さえ間違わなければ、守る力になる。それを今日、私は教わった。魔法を学んでいなかったら、あの子を助けることはできなかったもの」

　リスターはただ静かにシャフィの言葉を聞いてくれる。その腕の無残な傷跡に頬を寄せ、さらに話を続けた。

「でも私は復讐のために使おうとしていた。それを、辞めたいの。これからは治癒魔法を学んで、できたら治療師になりたいと思っている。もう相棒ではなくなっちゃうけど……」

「……相棒ではなくても、シャフィは俺の一番大切な人だ」

　そう答えた彼の声は、今までで一番優しかった。これからは相棒ではなく、恋人として一緒に居られるかもしれない。

（思えば私は、復讐を考えることで生きてこられたのかもしれない）

　けれどそれを果たせば、もう生きることができずに死んでしまっていただろう。それは結局、あの男に殺されたも同然だ。

（過去は取り戻せないし、私も無垢な王女にはもう戻れない。でもすべてを奪ったあの男に殺されるくらいなら、生きる。生きて別の人生を築いてみせる）

　そばにはいつも、リスターがいてくれるのだから。

　それを思えば、どんな困難も乗り越えられるような気がする。
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　太陽の光が射していた。

　わずかに開いたカーテンの隙間から差し込む光に、シャフィは目を細める。

　周囲を見渡すと、まだあまり生活感のない部屋が見える。

（……花でも飾ろうかな？）

　殺風景な部屋を見てそう思い、自分がそんなことを考えたことに驚く。

（祖国を思い出させる花など、もう二度と見たくもなかったのに）




　ここは宿ではなく、長期滞在用の一軒家だ。

　あれからふたりで話し合い、しばらくの間この町に留まることにした。

　新しい日常が、次々と過去の記憶を塗り替えていく。

　シャフィは隣で眠るリスターを起こさないように気遣いながら寝台から下り、大きく伸びをする。

（昨日はあまり勉強が進まなかったから、今日は頑張らないと）

　昼間は、必死に治癒魔法の勉強をしていた。

　攻撃魔法とはまったく違うものなので、一から勉強のし直しだった。

　その間、リスターは依頼を受けてひとりで町を出ることもある。

　心配だったが、無茶はしないと約束してくれたし、それを信じていた。

　夜になると屋台で食事をした後、ふたりで見回りをする。

　不埒な男を見つけたら容赦はしなかった。もう無理に男の格好はしていなかったが、それでもあのローブは今でも大切に着ている。

　そして髪を伸ばし始めた。

（この町で、新しい私の人生が始まる……）

　朝陽を眺めながら、シャフィはこれからの未来に思いを馳せる。それは王女時代にも感じたことのない、希望に満ちたものだった。




　その髪がようやく肩くらいにまで伸びた頃、再び宿屋の女主人のデイジーが訪ねてきた。彼女が開く予定の店も、ようやく開店できるめどがたったようだ。

「あんたたちがくれたシサールの毛皮のおかげだよ。本当にありがとうね」

　デイジーはシャフィが男装していた頃から女だと知っている。

　だからリスターに秘密を打ち明け、女として暮らし始めたことをとても喜んでくれた。

「こうして見るとすごく綺麗な子だったんだねぇ……」

　感心したように言われ、シャフィは恥ずかしくなって俯いた。

（綺麗だなんて、もう言われることはないと思っていたのに）

　彼女は開店準備に追われていたが、それでも合間にはいろいろなことを教えてくれた。

　料理や裁縫など、女性として生きるために必要なこと。

　代わりにシャフィは彼女の店を手伝うことにした。

　料理店や宿屋の女性店員は、酔っ払った客に絡まれることが多い。リスターは少し心配そうにしていたが、デイジーは女性が安心して働ける店にしたいと意欲的だった。

（そういう店がひとつでもあれば、きっとこの町は変わっていく……）

　平和だと思っていたこの町が、実はそう治安がよい町ではないとシャフィは知っていたからだ。

　最初は困難な道程だろう。

　だからこそ手伝いたいと強く願い、その熱心さに押されてリスターも最後には承知してくれた。制服もよくあるような丈の短いスカートではなく、足首まで隠れるような長いもの。でもエプロンはフリル付きで可愛らしい。

「それにしてもスカートを履くのは久しぶり。……似合うかな？」

　不安になって尋ねると、リスターは穏やかな笑顔で似合ってるよ、と言ってくれた。彼は絶対に嘘はつかない。だからきっと自分が思っていたよりも似合っていたのだろう。

　開店は明日に迫っていた。

　雇われた女はシャフィも含めて三人。ひとりは小さな子どもがいる人妻のルーリ。背がすらっとして高く、とても綺麗な人だ。もうひとりはシャフィと同じくらいの年のミルラン。くるくるとした巻き毛が可愛らしい。

　明日のことを思い、シャフィは密かに溜息を付く。開店準備は完璧だった。ただ、少しまだ給仕や料理の手順に不安がある。

（ふたりとも料理も給仕も完璧だったから、私が一番足手纏いになりそうな気がする……）

　最近は夕飯を屋台に食べに行くのは週末くらいにして、訓練のために料理を作るようにしていた。まだ失敗も多いが、リスターは一度も文句を言ったことがないし、いろいろとアドバイスもしてくれる。

（……でも間違いなく、リスターの方が上手だよね）

　後片付けはいつも彼がやってくれる。シャフィよりもよほど手慣れていた。




「そうか、明日開店か」

　シャフィの報告を受けて、リスターは剣の手入れをしていた手を止め、振り向いてそう言った。

　ふたりがこの町で暮らし始めてから、もう半年になろうとしていた。

　まだ朝晩は冷え込むが、外を吹く風は次第に暖かくなってきている。もうすぐ春がやってくるだろう。

　リスターは外では相変わらず長袖の上着を着ているが、近頃では家の中では脱いでいる時もある。あの傷を目にするとやはり痛々しいと思うけれども、それでも自分の目の前で無防備な様子を見ると、彼が心を許してくれているようで嬉しかった。

「うん。デイジーさんも結構気合い入れて宣伝していたし、思っていたより忙しくなりそう」

　期待に満ちたシャフィの言葉とは裏腹に、彼の表情は冴えない。

「……どうかしたの？」

「他の店と同じように振る舞う者も多いだろう。開店したらしばらくは用心のために店にいようと思っていたが、明日は依頼があって町を離れなきゃならない」

　宿や料理店によっては、女性を金で買える場所もあるらしい。そんな場所には絶対にしないとデイジーは主張していたが、客がどういう目的で来るかまではわからない。確かに健全で安全な場所だということが、みんなに浸透するまで、彼が居てくれたら心強いだろう。

　一方、リスターは、ここ半年で剣士としての名をかなり上げた。

　今では名指しで依頼が舞い込み、その多さは仕事を選ばなければならないほどだ。見習い剣士からわずか半年でここまで名を上げたことに驚く者は多かったが、シャフィはなんとなく彼は最初から強かったのではないかと感じていた。そうでなければあの時、ひとりでシサールを二匹も倒せはしなかっただろう。

「大丈夫、私がいるから。もし変なことをする人がいたら雷の魔法でビリビリにしてあげる」

　冗談っぽく腕を捲り上げてそう言うと、ようやく彼は少し笑った。

「なるべく早く帰るようにする。無理はしないで」

　うん、とシャフィは素直に頷く。

「リスターも気を付けてね」




　翌朝、シャフィは早起きをして朝食の卵を少し焦がしながらも作り、彼を見送った。

　それから急いで身支度をする。銀色の髪はまだ肩先を過ぎたばかりだが、調理の邪魔にならないように手早く纏める。最初は髪の結い方も知らずに苦労したが、デイジーはそんなことも知らないシャフィに丁寧に教えてくれた。

　その恩に報いるためにも、今日は気合いを入れて働かなけれならない。

「おはようございます」

　店に着くと、ルーリもミルランも仕込みの手伝いを始めていた。慌ててシャフィもエプロンを着け、料理の下拵えをする。

「リスターはもう出たのかい？」

　デイジーの言葉に、シャフィは野菜の皮を剥きながら頷いた。

「はい、今日は随分早く出て行きました」

　くるくるの巻き毛をふたつに分けて纏めたミルランが、髪を揺らしながらシャフィの顔を覗き込む。

「リスターって、あの剣士リスターですよね？　最近すごい噂になってますよ。シャフィさんの恋人なんですか？」

　好奇心に輝くその瞳に困ったように笑いながら、シャフィは躊躇いもせずに頷く。

「でも最初は相棒だったのよ」

「……相棒、ですか？」

「私はもともと、見習い魔導師だったの。彼と一緒に旅をしていたのよ」

　そう言っても、今のシャフィの姿からは想像することはできないのだろう。彼女は首を傾げている。

「いいなぁ。あんなに強くて優しい人が恋人だなんて。それに格好いいし」

「でもよかったよ。ふたりがちゃんと恋人同士になれて」

　デイジーは感慨深そうにそう言う。

「あれだけシャフィのそばを離れないようにしてずっと守ってきたのは、いくら彼が優しくても、好きな子じゃないと無理だと思うね。きっと最初からそうだったんだと思うよ。本当によかったね」

　愛していると告げられた時のことを思い出し、シャフィは恥ずかしくなって俯いていた。




　やがて開店時間を迎え、店が混んでしまうと息も付けないくらいになった。

　さすがに午前中に訪れる客に不埒な男はいない。休憩を取る暇もないほど忙しく動き回り、夕方頃になってようやく少し休むことができた。

「こんなに来るなんて思ってみなかったね。嬉しい悲鳴だよ」

　デイジーはにこにこ笑いながら、シャフィたちに遅い昼食を用意してくれた。

　野菜を煮込んだシチューに、木の実のパン。

（シンプルな料理なのに、どうしてこんなに美味しいのかな……）

　用意してくれた素朴だけれど、滋味深い料理を食べながら、シャフィは溜息を付く。

　まだまだ、彼女にとって料理の道は険しいようだ。

　これなら、明日は評判を聞いた人たちがもっと集まるかもしれない。美味しい物を食べて元気になったシャフィたちは、夜も頑張ろうと励まし合った。

　しかしこんなに賑やかで明るい場所でも、宵闇に包まれると途端に雰囲気が変わる。

　屋台などが出ている付近は照明もあり賑やかだが、店が建ち並ぶ辺りは少し薄暗く、外を歩く者も何処か怪しげな雰囲気をまとっているように見える。

（やっぱり夜の営業時間は、しばらくリスターにいてもらった方が安心かもしれない）

　そう思っていた矢先に、それは起きた。

「やだ、やめてくださいっ」

　ミルランの声に、シャフィは慌てて厨房から店の中に出た。入ってきたばかりの複数の男たちが、いきなりミルランの腕を掴んでいる。

　どうやら彼らは見習い剣士のようだ。

「そう嫌がるなって。ただ一緒に飲もうって言ってるだけなんだから」

　男は三人。薄汚れた外套に隠れているが剣を下げているのがわかった。

　見習いの中には、盗賊崩れのような者が混じっている場合もある。依頼を受けるよりも人の手柄を横取りしたり、もっと酷い場合は報酬をもらったばかりの他の見習いを襲い、それを奪ったりするのだ。どうやら彼らもそんな種類の人間のようだ。

　嫌がるミルランを強引に抱き寄せ、肩に手を滑らせる。眉を寄せて立ち上がったデイジーを制して、シャフィはゆっくりと彼らに近寄った。

「申し訳ありませんが、ここでは店の女がお客様と一緒のテーブルにつくことはありません。お引き取り下さい」

　ミルランの手を掴んで彼らから奪い取る。彼女はすっかり怯えていた。震えるミルランを背で庇いながら、獲物を奪われて激昂する男たちに、もう一度強く言い放つ。

「お引き取り下さい」

　三人の男に囲まれながら、それでも毅然としていた。

「お、こっちの方が美人だな。ちゃんとあんたに接客してもらおうか」

「どうせ値段を釣り上げようとして、嫌がるふりをしているだけなんだろう？」

　にやにやと笑いながら、その中のひとりが手を伸ばしてくる。もちろんシャフィには、リスター以外の男に触れさせるつもりはまったくなかった。言葉で警告しても効果がないことを悟り、魔法を発動させる。詠唱に男たちの顔色が変わった。攻撃魔法であることがわかったのだろう。

（腐っても剣士ね）

　命に関わらない程度、それでも確実に戦闘意欲を削ぐ効果を狙って繰り出す雷撃の魔法。男たちの悲鳴が響き渡り、シャフィはデイジーに警備兵を呼ぶように告げる。

「ちょっとやりすぎたかな？　まぁこれも守る力、よね？」

　自分が魔導師であることを告げたときには信じていなかったらしいミルランも、大きな瞳をさらに見開いてシャフィを見つめていた。

「魔導師って、本当だったのね」

　感心したように言われて、シャフィは悪戯っぽく笑う。

「まぁね。これでもリスターの相棒ですから」

　それが他の客への脅しにもなったのか、それ以降は閉店の時間まで騒ぎが起こることはなかった。

　夜も更ける頃、閉店後に店の掃除をしてからようやく仕事を終え、それぞれ帰路につく。

「暗いから気を付けるんだよ。人気のない道は通らないようにね」

　デイジーの警告に頷きながら、シャフィは暗い夜道を急いだ。

（リスターはまだ帰ってこないのかな。きっと依頼に時間がかかっているのね）

　もし帰っていたのならば、あの店に寄ってくれただろう。

　夜空を見上げると、星が輝いていた。

（今、どこにいるのかな。もう町に向かっているかな）

　星明かりの中。

　何だか誰もいない部屋に戻るのが寂しくなって、シャフィは空に輝く星を見ながら、少し遠回りをしていた。もしかしたら、戻ってくるリスターに逢えるかもしれない、と思いながら。

　しかしその時は、それが悪夢に繋がるなんて思いもよらずにいた。




　町の入り口にある大きな門の近くまで歩き、人の気配がないことを確認したシャフィは、仕方なく家に戻ろうとした。

（まだ帰ってこない、よね……）

　この付近は家もなく、明かりがなければ人の顔も見えないくらいの闇の中だ。

　だから身を翻して帰ろうとしたとき、ふいに横から襲いかかってきた人影に、気が付くのが遅れてしまった。気が付いた時には上から押さえ付けられ、口を布のようなもので塞がれていた。

（な、何？）

　身体の上に馬乗りになっている者がひとり。両腕にひとりずつ。

　三人の人影に、シャフィは柔らかい草の上に押し倒されていた。何とか振り払おうと暴れる。すると苛立ったような舌打ちと共に、頬に痛みが走った。

「うるせえっ。おとなしくしてろっ」

　殴られたのだ、と気が付いた。そして自分を抑え付けているのが男だということも。

　背筋がぞくっとした。口を塞がれているので、魔法を発動させることができないのだ。

「さっきはよくもやってくれたな。魔導師だとわかればこっちにもやり方があるんだよ。たっぷりとお返しをしてやるから覚悟しろ」

　その声。その言葉。

　彼らが先ほど店にあらわれた盗賊崩れの剣士だとわかり、シャフィは両手に力を入れて何とか逃れようと身悶えする。しかしもう一度殴られ、唇が切れて血が滲む。

　昔、自分を押さえつけ、衣服を引きはがしたあの男の面影が浮かぶ。

（嫌っ……。もう、あんな思いをするのは絶対に嫌っ！）

　血だけではなくて涙も滲む。だが押さえ付ける力は強く、どんなに暴れても逃れることができない。

　馬乗りになっている男はシャフィの胸元に手を掛け、力を込めて上衣を引き裂いた。

　布が破れる甲高い音が響き、まだ冷たい夜の空気が、露出された胸に触れる。両腕を押さえている男たちが息を飲む気配がした。

　穏やかな日々の中ですっかり薄れたはずの、あの日の悪夢が蘇る。

（リスター以外に触れられるなんて、絶対に嫌っ……）

　男たちを喜ばせるだけだとわかっているのに、涙が零れ落ちる。

　男の手が、シャフィの胸の膨らみに触れた。撫でるように、表面を掌で摩っていく。夜の闇が、まるで彼女の絶望のように暗い。

　朝はもう永遠に訪れることはないような気がした。

「すげえな。絹のような肌触りってよく聞くけどよ。本当にあるんだな」

　思いっきり抵抗し、何度も殴られて、疲れ果てたシャフィはただ空を見つめていた。

　空に輝く星。あの光が空から舞い降りて、この身を貫いてくれないだろうか。どうせ死ぬのなら、この男に穢される前に死にたかった。

　涙が頬を伝い、地面に吸い込まれていく。

（え……？）

　その時。

　ふいに、半身を覆っていた重苦しさがなくなる。

　空から視線を外して目の前を見ると、シャフィの上に馬乗りになっていた男が消えていた。両腕を押さえていた男も、悲鳴のような声を上げて飛び退く。

　何があったのだろう。

　自由になった身体を起こし、シャフィは胸元を掻き合わせながら前方を見つめる。闇に慣れた瞳は、その姿を容易に捕らえた。

「リスター！」

　堪えきれずに、シャフィは子どものように泣き出した。

　いつも温和な彼が、本気で怒っていた。柄に収めたままの剣を構えているだけなのに、凄まじい殺気が離れているシャフィにも伝わってきた。

　彼らのような盗賊崩れの剣士が、本物の剣士の殺気に耐えられるはずがない。

　ほとんど一撃で倒れ伏した男たちには目もくれず、リスターは躊躇いもせずに上着を脱ぐと、シャフィの身体を包み込んだ。顔を上げる暇もなく、強く抱き締められる。

　痛いくらいに込められた力。出逢った時より随分逞しくなった腕が、震えていた。

「すまない。必ず守ると、そう誓ったのに」

「……大丈夫。ちょっと、触られただけだから」

　本当は、少し触れられただけでも身を捩りたくなるくらいの嫌悪があった。しかし心配させまいと、精一杯微笑む。

　リスターの指がそっと、何度も殴られた頬に触れた。熱を帯びているのかもしれない。彼の冷たい指の感触が、とても心地良い。

「痛むか？」

「……少し。でも、大丈夫。ありがとう。私を助けてくれて」

　リスターはシャフィを抱き上げると、ゆっくりと歩き出した。

　彼に縋ったまま、瞳を閉じる。

　まだ恐怖は残っている。今は暗闇を見たくなかった。




　ふたりの家に戻って丁寧に身体を洗い、乾いた清潔な衣服を身につけるとようやく心も落ち着いてきた。

　部屋に戻ってリスターの姿を探す。

　彼は帰ってきた姿のまま、明かりもない暗闇の中に佇んでいた。きっとひとりにしてしまったことを、帰りが遅くなってしまったのを後悔しているのだろう。

（彼のせいではないのに。私が油断をしたのが悪いのだから……）

　店でのことが、やり過ぎだったとは思わない。

　でも男の姿をしている時には何でもないことでも、女の姿だと危険なこともあるということがわかっていなかった。あれが男の魔導師にやられたことだったら、きっと彼らも報復など考えなかっただろう。

「リスター」

　シャフィは彼の傍に寄り添う。

　殴られた顔の傷はもう自分で治癒したから、そんなに酷い顔はしていないはずだ。しかし以前にもカイド王に同じような仕打ちを受けている。

「ごめんなさい。私には、心配してもらえる資格なんてないのに……」

　唐突な言葉に、彼が驚いてシャフィを見つめる。でも言わずにはいられなかった。

「過去にも、あんな風に男の人に襲われたことがあったの。未遂、だったけれど、だから女でいることが嫌で、男装していた……」

　けっして誰にも打ち明けないと誓った過去。

　でも痛くて。あまりにも痛くて、もうひとりで抱えることができなかった。それにリスターならば、この傷も過去も受け止めてくれると、そう思ったのかもしれない。

　王女であったことを除けば、もうこれで彼に隠していることは何もなくなる。

「そんな私でも、傍にいてくれる？」

「……シャフィ」

　彼の手が、躊躇いがちにそっとシャフィの肩に触れる。

「君がこの傷を、その場にいれば癒してあげられたのにと言ってくれたことがあった。俺も今、そう思う。もしそばにいれば、絶対に誰にも触れさせなかった」

　それはありえない仮定であり、考えるだけ無駄なのかもしれない。

　だがリスターがいてくれたら、カイド王など簡単に退けてくれただろう。あんな卑劣な男に負けるような人ではない。

　強くて、誰よりも優しくて。

「……ありがとう」

　そう思うだけで、心が救われたような気がした。男の欲望に晒されて傷付いたシャフィの心を、まるで治癒魔法のように優しく癒してくれる。

　心の傷を癒すのはきっと愛だけなのだろう。

（私のことを、こんなに大切に想ってくれている人がいる。それが私の心を強くしてくれる。立ち上がる気力を与えてくれる）

　背後からリスターの背中に抱き付くと、彼は振り向き、シャフィの銀色の髪を優しく撫でた。

　そのまま腕を引かれ、彼の腕の中に抱え込まれる。リスターの温もりに包まれて、泣きたくなるくらいの安堵を感じていた。




　甘えるようにして身体を寄せると、頬に口付けられる。

「んっ……」

　そのまま唇は首筋を滑り、肩の方へ下りていく。

　身体を洗っても消せなかったあの男たちの唇の感触が、愛する人の愛撫によって上書きされていく。

「リスター、お願い。もっと私に触れて……」

　恥ずかしいという思いよりも、愛する人と触れ合いたいと願う気持ちの方がずっと強かった。

　この身体をすべて、彼で満たしたい。

　その願いに応えるように、着替えたばかりの衣服が剥ぎ取られる。

「あっ……」

　するりと肩を滑って上衣が落ちていくと、露わになされた真っ白な肌が、闇夜に浮かび上がる。ほんの少し薄紅色に染まった肌に、リスターは手を這わせた。

「んっ……ああっ！」

　豊かな胸の膨らみをそっと撫でられ、びくんと腰が跳ね上がる。

　初めて抱かれてから、そう何度も身体を重ねたわけではない。

　しかしいつも優しく触れてくれるリスターの愛撫を、身体はすっかり覚えていた。

　決して自分を傷付けることはないと心から信じているからこそ、少し触れられただけでも高まっていく。

　触れ合えるのが、幸せで仕方がなかった。

「リスター……。私……幸せだわ」

「俺も。シャフィ、愛してる」

　優しく頬に口付けられ、幸福感が柔らかく胸を満たす。

（あなたのために、存在する身体。この髪も腕も、すべてリスターのもの）

　だからもっと、触れて欲しい。

　愛しげに身体の表面をなぞっていた掌が胸に触れ、豊かな膨らみを撫で回すようにして動く。ただ触れられているだけなのに、身体がびくりと反応した。やがてゆっくりと胸の上に沈み込むリスターの身体。敏感な部分に彼の吐息を感じて、鼓動が跳ね上がる。

「あんっ……」

「ここ、感じる？」

　耳元で囁かれ、何度も頷く。

（……熱い）

　触れられたリスターの唇は、熱かった。

　彼の中の熱が、シャフィを求めて蠢いている。愛する人に求められ、必要とされているのだという想いが胸に湧き起こる。

　こんなにも幸せなのに、何故か目が潤んでくる。切ないような、もどかしいような気持ちが心の一番奥に宿り、それが泣きたいような衝動をかき立てた。

　それを消し去りたくて、リスターの背中に手を伸ばす。自然と、自分の胸に彼の頭を押し付けるような格好になってしまう。その唇が胸の蕾に、そして指が豊かな膨らみに触れた。

　熱い舌が形を確かめるように胸の頂を覆う。

　強く吸われ、軽く歯を立てられる。その間にも反対側の蕾は指先で転がされていた。

「っ……。ああ……」

　背筋から這い上がってくる快感に、シャフィは思わず声を上げていた。

　すっかり固く尖った胸の頂点を強く愛撫されると、身体中の力が抜けてしまうような気がする。指で摘まれ、両方を交互に舌で転がされて、快楽の涙が頬を滑り落ちていく。

「シャフィ」

　零れ落ちた涙を優しく唇で拭われる。

　リスターはシャフィの身体をゆっくりと抱き上げると、そっと寝台の上に運んだ。

「ん……」

　重ねられる唇。

　何度も角度を変えて交わされる口付けは、次第に激しさを増していく。

　唇をなぞっていた舌が口内に入り込んできて、シャフィは素直に舌を絡めた。

「はぁ……。あんっ……」

　くちゅりと音がして、透明な雫が唇から滴り落ちる。

　肌は薄紅色に染まり、身体の中心が熱く潤っている。胸の頂点は敏感になりすぎて、痛いくらいに感じていた。

　優しく肌の表面をなぞるだけの愛撫では、物足りなくなっていく。

（もっと触れて欲しい。……もっと、強く抱き締めて）

　自分から身体をすり寄せると、リスターの掌が胸から離れてゆっくりと身体の線をなぞっていく。

　もどかしいような疼きは、その愛撫を心から待ち望んでいた。

　足首を撫で、膝裏を辿り、そして太腿に手が触れた。

「んっ……。そこは……」

「大丈夫。力を抜いて……」

　優しく触れられるだけの愛撫で、身体の中心はすでにしっとりと濡れていた。

　それを見られるのが恥ずかしくて、足を開くのを少しだけ拒んだが、宥めるように太腿を撫でられて結局ゆっくりと開いてしまう。

　足を動かすと湿った音がした。下着の上から指でなぞられ、びくんと腰が動く。

「やあっ……！」

　唇から零れ出る言葉は何処までも甘く、指が前後に動くと滴った蜜が絡み付き、くちゅくちゅと音を立てる。

　そしてリスターは躊躇うことなく、蜜が溢れるその場所に愛しげに顔を寄せた。

「はあああっ」

　花芯をそっと唇でなぞられて、声が上がる。意識を保つのが困難なほどの快感が、全身を駆け抜けた。固く尖った部分を舌で転がされ、透明な蜜が少しずつ粘度を増していく。

「はぁっ……。あん……。だめえっ！」

　強すぎる快楽に足の指に力を入れ、背を反らせてびくびくと痙攣する。滴る蜜はもうシーツまでも濡らしているだろう。

　指がそっと秘部を撫で、充分に潤っていることを確かめてから内部に入り込んで来た。

「んっ……」

「きつくはない？」

　労るように聞かれ、こくりと頷く。

　そっと奥をまさぐっていた指が折り曲げられ、熱を帯びた襞を探る。その度に自分の唇から発せられたとは思えないくらい、艶を増した声が上がる。

「あああんっ……。やあっ……」

　官能に満ちた嬌声が耳に入った途端、忘れていた羞恥を思い出す。

　けれどその時。

　窓から降り注ぐ月光が、身体の上に覆い被さっているリスターの姿を照らし出した。

「リスター……」

　衣服を身に纏っている時には細身にしか見えなかったその身体は、均整のとれた美しい筋肉がついている。北方の出身のせいか、白い肌に浮かぶ汗が月光に照らされて真珠のように光った。

（ああ……。愛してる……）

　その姿に、改めて自分の心の中にある愛の深さを実感する。

　名前を呼ぶ声が耳に入ると、リスターはシャフィの奥を探っていた指を引き抜いた。

　くちゅりと濡れた音が耳に響く。

「あっ」

　ふわりとした浮遊感。リスターの腕が、シャフィの身体を軽々と持ち上げて膝の上に抱いていた。その胸に抱き付くと、濡れた襞を分け入って熱い楔が進入してくる。

「あっ……んんんっ！」

　彼の膝の上に乗ったまま、ゆっくりと貫かれた。

　熱く潤った粘膜は、固い楔を嬉々として受け入れ、圧迫感があるだけで少しも痛みを感じない。最奥まで受け入れ、深く息を吐く。

　他の人間にならば晒すことすら考えられない場所を、思うがままに蹂躙されても、それを受け入れてしまう。喰らい尽くされてもかまわないと思うくらい、すべてをリスターに捧げている。

　そしてそれと同じくらいの情熱を持って、自分を抱くリスターの腕を、身体を、心までも永遠に自分ひとりのものにしたいと思っていた。

　リスター以外の人には触れられたくない。そして自分以外の女性にも触れて欲しくない。

　献身と、独占。

　心の中に絶えずふたつの感情が生まれ、渦巻いている。

　愛は優しいだけではなく、こうした嫉妬のような感情も呼び寄せてしまう。きっとこれも、彼を愛するために必要な心の一部なのだろう。

　愛した分だけ不安になる。欲も生まれる。それだけ愛が深いということなのかもしれない。

　身体の中心を穿つ彼のものが、ゆっくりと律動する。

「はぁっ……。あん……」

　奥から溢れる蜜が掻き混ぜられ、ぐちゅぐちゅと粘着質な音を立てている。敏感になった粘膜を擦られると、もうすぐにでも達してしまいそうだった。

　必死に彼にしがみつきながら、与えられる快感をすべて享受する。心と同じように身体も深く繋がっている。それを実感できるのが、たまらなく嬉しかった。

「リスター、愛してる」

　何度、この言葉を口にしたかわからない。

　しかしこれから何度繰り返し告げたとしても、この胸に湧き起こっている想いすべてを伝えきることはできないだろう。

　やがて律動は次第に早くなり、ふたりの呼吸も性急になっていく。

「ああ……。はああっ！」

　快楽が頂点に達したその瞬間、最奥に熱い迸りを感じてシャフィはリスターにしがみついた。

　どろりとした白濁が溢れ出る蜜と混じり合い、花弁から零れ落ちる。

「んんっ……」

　そんな感覚にさえ敏感に反応してしまう。ふたりで同じような熱い吐息を漏らし、しっかりと抱き合った。

　リスターの腕の中で、シャフィは静かに夜が明けるのを待っていた。

　暗い空を最初の光が照らし、それからゆっくりと広がっていく。

　もうすぐ朝が来る。

　もう二度と訪れることはないと思っていた、朝が。




　やがて世界は光に満ちていく。

　シャフィはその眩しい光に目を細める。

　この身体は、三年前にあの男に穢されようとした時と同じで何も変わっていないのに、そして昨日あんなことがあったばかりなのに、とても晴れやかな気分だった。心の中が何かで満たされていて、それが尽きることのない力を与えてくれている。

　きっとこれが、愛というものなのだろう。

（あなたの愛は、失ったものをすべて埋めてくれた。そして私の愛で、あなたの傷跡をすべて癒してあげたい……）

　シャフィを抱き締めたまま眠ってしまった彼の、赤みがかった金色の髪を撫でながら、心の底から幸せを感じていた。




　リスターは今日は仕事を休んだほうがいいと言ったが、シャフィは首を振る。

「ううん。今日は昨日よりもっと忙しいと思うから、行かなきゃ。それに私は大丈夫。あんなこと、もう何でもないんだから」

　それでも今日は、リスターと一緒に行くことにした。彼がいてくれたら他のふたりも、経営者のデイジーも心強いだろう。

　店に行って、デイジーに少しだけ昨日のことを話す。

　制服を破かれてしまったので、話さないわけにはいかなかったのだ。忠告を聞かずに寄り道したことを叱られ、そしてリスターが助けてくれたことに安堵してくれた。

　新しい制服に着替え、気合いを入れる。

（うん、今日も頑張ろう！）

　シャフィの予想通りに店は昨日よりも忙しく、昼近くになるとリスターまで給仕に駆り出された。もともと器用で、どんなひとにも優しく接する彼のこと。シャフィよりも上手に調理や接客をこなしている。

（そういえばデイジーさんの宿に泊まったときも、手伝いをしていたね）

　あの頃を、懐かしく思い出す。その時はまさか自分がこんな格好でお店の手伝いをすることになるなんて考えたこともなかったのだ。

（……でも）

　それでもリスターにはあまり、他の女性に微笑まないで欲しいと思ってしまう。

　彼の性質を知っているだけに深い意味はないとわかっているけれど、やはり他の女性に笑顔を向けているのを見ると平静でいられなくなってしまう。

　ふと、視線を感じたのかリスターが振り向いた。

「どうした？」

「……何でもないです」

　拗ねたような表情のシャフィに、彼は困ったように、それでも他の女性に向けたものとはまったく違う笑顔を見せてくれる。

（そんな顔で微笑まれたら、もう何も言えないじゃない……）

　愛しさを隠そうともしない微笑みに、シャフィの胸の奥がじんと熱くなる。




　ようやく夕方近くになって休憩時間になると、昨日より疲れたと言いながら、ミルランが傍に寄ってくる。

「何だかもう、デイジーさんの言っていたことは本当なんだなぁって感じですね」

「え？」

　少しからかうような笑みを浮かべ、ミルランはシャフィを見上げた。

「リスターさん。やっぱりかっこいいなって思って見てたんだけど、本当にシャフィさんしか見てないですね。他は眼中にないって感じ。愛されてますねー」

　思わずリスターを見る。彼はすぐにその視線に気が付いて、微笑んだ。

「他の女の子たちも一緒でしたよ。シャフィさん、やっぱり綺麗だもの。敵わないなぁって思って諦めてますよ、みんな」

　その言葉に恥ずかしそうに俯くシャフィは、リスターも彼女に見惚れる男たちをさりげなく牽制していたことを知らない。

　春の女神と呼ばれていた王女は、恋を知り、愛されることを知ったせいでそう呼ばれていた頃よりもさらに美しくなっていたのだ。

　生きる意味を失い、自分を屍と思い込んでいた頃の彼女はもういない。

　夜になって客層が変わってくると、昼間までは優しく笑っていたリスターの目が変わった。

　ただ純粋に料理や会話を楽しむ者には普通に接しているが、少しでも不埒な言葉や態度をした者には容赦しなかった。

　もっとも彼の鋭い視線を浴びるだけで大抵の者は押し黙り、こそこそと出て行く。

　優しいだけではない。リスターは、守るためならば自分の身を挺して戦うことも厭わない。それだけの覚悟もあるし、実力もあった。

　夜の売り上げはさすがに昨日よりも落ちたが、デイジーはまず安全な雰囲気を優先させたいようだ。夜でも安全な店があれば治安はきっとよくなる。だから彼の都合がつかない時は、夜の営業は休みにするしかないだろう。そう言っていた。

　だが。

　次の夜には、警護のための男は三人に増えていた。

　ひとりはルーリの夫のジェイラ。昼間は鍛冶屋をしている彼は、まるで丸太のような腕をしていた。堂々とした体躯の彼が顔を覆う髭の中から鋭い目で睨んだら、大抵の男は逃げ出すに違いない。

　もうひとりは、ミルランの幼馴染みだというトゥーイという魔導師。細身で少し頼りなさそうに見えるが、攻撃魔法の腕は確からしい。ミルランは邪魔だとか心配しすぎだとかいろいろと文句を言っていたが、どう見てもふたりはお似合いだ。

　それにリスターを加えた三人が話し合い、交代で店の見張りをすることに決まったようだ。

　思いもよらぬ助けを得た安心感に、女性たちの表情も明るい。

　それから店じまいをして、リスターとふたりでゆっくりと家への道を歩いた。住宅街に入ると人気はほとんどなく、曇っているから月も星も見えない。それでもリスターと一緒ならば、何も怖くない。

　夜の空気もだいぶ暖かになってきた。

　街道の周りに植えられている花の蕾は膨らんで、明日にもきっとその可憐な花びらを綻ばせるだろう。

　春が来る。

　国が滅んでも人が死に絶えても、きっと季節は巡り、花は咲くのだろう。

　もう昔の名前は捨て、シャフィとして、ずっとリスターとこの町で暮らす。デイジーの店を手伝いながら治癒魔法の勉強をして、いずれは治療師になる。

　そう信じていたし、それを望んでいた。

　それなのに王女として生まれたシャフィの運命は、彼女がこのまま平穏に暮らすことを許してはくれなかった。




　やがてデイジーの店が開店してから半年以上が過ぎようとしていた。店はかなり繁盛していて、追加で人を雇うことが決まっている。

　安全な場所で働きたい女性は多い。シャフィたちはリスターの収入だけで暮らしていくことができていたから、最近は人手の足りない時以外は、他の女性に仕事を譲っている。

　その日は珍しく、リスターも家にいた。

　季節は巡り、秋も終わろうとしていた。早くも町の向こうに見える山の頂は白くなり始めている。

　寒い朝が増え、今年は雪が多そうだ、と話し込む町の人たち。以前はあまり好きではなかった冬も、この家で暮らすようになってからはそんなに嫌いではない。

　居場所がある。帰る家があるというのは、とてもしあわせなことだ。

　シャフィは使い込まれた長剣の手入れをするリスターの傍に寄り、その肩に頭を預けた。

　こうして寄り添ってみると、リスターは出会った当初よりもずいぶん筋肉がついて逞しくなったのを感じる。あの剣の腕を考えると、むしろ今の彼が本来の姿なのかもしれない。

「どうした？」

　リスターは手を止め、まるで小さい子どもに接するかのように優しく頭を撫でる。くすぐったくて、目を細めた。

「リスターが昼間に家にいるのって、久しぶりだなって思って」

「……そうだな。最近はずっと依頼が途切れなかったから」

　彼の剣の腕はますます磨きがかかり、依頼を断るのも大変なほどだった。仕事が順調なのはきっと良いことだが、触れ合う時間が減るとやはり少し寂しい。

（……どうしようかな）

　シャフィは彼に寄り添ったまま、昨日のことを思い出していた。

　その日は朝からとても忙しく、昼頃になってから店を手伝いに行った。

　開店から半年で、店の客層は随分変わった。子どもを連れた女の人や、手を繋いでやってくる老夫婦などもいた。

　シャフィはその老夫婦の後ろ姿を見送って、感嘆の声を上げる。

「いいですよね、ああいう夫婦って。年を取ってからも仲良くできるなんて素敵だな」

「リスターだったらいい旦那になると思うけどね。まだ結婚しないのかい？」

　デイジーの言葉に、ミルランは声を上げる。

「ええ？　まだ結婚してないの？　どうして？」

　一緒に暮らし始めてからもう一年になろうとしている。年を考えても、王女のままだったら、とっくに結婚をしていただろう。

「どうしてって、言われても。まだプロポーズも、されてないし……」

　シャフィは俯いた。白い頬は薄紅色に染まっている。

「彼は優しすぎるからね。シャフィの気持ちが固まるまで、きっと何年でも待つでしょうね」

　普段は会話に入ってくることのないルーリまでやってきて、ミルランの隣で頷いている。

「それで、シャフィはどうなんだい？　そろそろいいかなって思ってるんじゃない？」

　昼間の混雑を抜け、少し暇になってきた頃だったから、さらにデイジーも厨房から出て来て、本格的に会話に加わった。

「そ、それは、確かにリスターだったらいいなって思う、けど……」

　三人に囲まれ、シャフィは配膳のためのお盆で顔を隠しながら小さく呟く。

「だったら少し、自分もその気になっていることをアピールしないとね。そうでなきゃ、リスターのことだからきっと何年も待つよ」




（アピール、って言われても……）

　そう言われても具体的にどうしたらいいのかわからず、シャフィはただ彼に寄り添っている。

　他の人たちはどうやって恋をしているのだろう。どうやって恋人になり、そして夫婦になったのだろう。町には数多くの恋人たち、そして夫婦がいる。それぞれの恋物語がきっとある。ふと、それを聞いてみたいと思った。

「シャフィ、どうかしたのか？」

　寄り添ったまま思案を続けるシャフィを心配したのか、リスターが声をかけた。その目は本当に心配そうで、慌てて顔を上げて首を振った。

「ううん、なんでもないの。ただ、とっても居心地が良かったから」

「そうか」

　リスターは手にしていた剣を置いた。そのままシャフィの背に彼の手が回る。抱き寄せられ、彼の胸に寄り添いながら目を閉じた。

「あのね、リスター」

　あんなに悩んでいたのが嘘のように、自然に言葉が出た。

「今日ね、お店に仲良しの老夫婦が来ていたの。ああいうのって素敵だよね。私たちもいつかは、あんな風になれたらいいね」

　髪を撫でていた彼手が、一瞬止まる。

　あまりに続く沈黙に不安になって顔を上げると、不意にシャフィを抱く彼の腕に力が込められた。それはいつものように、まるで壊れ物を扱うような優しい腕ではない。

　決して乱暴ではないけれど、それでも熱を感じさせる仕種だった。

　シャフィは逆らうことなく目を閉じて身を任せた。

　その頬に触れようとしていた彼の手が、不意に止まる。

　甘やかな雰囲気は瞬時に消え失せ、リスターはシャフィを背後に庇うと剣を手に取った。その鋭い視線は窓の方に向けられている。

「リスター？」

　彼の様子から察して、そこに誰かがいたのは間違いないだろう。

　近頃は治癒魔法ばかりを学んでいたせいか、シャフィにはその気配を微塵も感じ取ることができなかった。ずっと守られて安心しきってしまい、すっかり危険を察する力が衰えてしまっていたのかもしれない。

　相棒と呼ばれ、共に旅をしていた頃を思い出しながら、声を潜める。だが彼の殺気に、そこにいた者は早々に逃げ出したようだ。

「……消えたようだ」

　リスターはシャフィの腕を離し、緊張を解く。それでもさすがに、さっきのような雰囲気には戻れない。まだ窓の外を見つめたまま、彼は言う。

「隣の町で少し騒動があったから、俺がいない時は気を付けて」

　せっかく良い雰囲気だったのに、邪魔をしたのはいったい誰だろう。そんなことを思いながらシャフィは頷き、そして気になって尋ねた。

「何があったの？」

「ファラン国の残党が兵を挙げたんだ」

　何気なく尋ねた言葉に返ってきた答えは、シャフィの身体に灯っていた熱を一気に奪い取った。

　もう言葉にすることはないと思っていた名前が、唇から零れ落ちる。

「ファラン……国？」

「そう。ファラン国の騎士団長だった男が挙兵したらしい。だが肝心の、王女の生死は不明だそうだ。いくら復興を目指して声を上げても、やはり旗印なくしては難しいと思う。……シャフィ？」

　頬に温かいものが触れた。それがリスターの掌だと気が付くのに、随分時間が掛かった。

「どうした？　真っ青だぞ？」

　何でもないの。大丈夫。そう言いたいのに言葉がまったく出てこない。

「少し休んだほうがいい。掴まって」

　リスターはシャフィの身体を抱き上げた。

　手が震える。血の気が引いている。

　それでも必死に手を伸ばして、リスターに縋る。冷たい身体に触れる彼の温かい腕が、とても心地良かった。




　医者を呼ぶというリスターの言葉を断り、少し眠ればよくなるから、と部屋から彼まで追い出して、シャフィはひとりで泣いた。

「……どうして、今頃」

　当時の騎士団長は確か、まだ就任したばかりの若い青年だったように思う。

　戦とは無縁だったファラン国の騎士団長は武芸に優れている必要はなく、貴族の子息に与えられる名誉職のようになっていた。彼も確か有力貴族の次男で、背の高いとても綺麗な顔立ちの青年だった。彼が式典用の華麗な礼服を身に纏って儀式に参加する様はまるで夢物語のように美しく、まだ幼かったシャフィも憧れめいた気持ちを持ったこともあった。

（その彼が……）

　旗印なくては難しいだろうと言った、リスターの言葉が蘇る。

　兵を挙げるほどの人数が集まっている。祖国復興を願い命を懸けて立ち上がった勇士たちだ。

　でも四年という年月は長い。

　時間の緩やかな流れは、身体の傷も心の傷も包み込んで癒してしまう。もう生きてはいけないと思っていたシャフィでさえ、心から愛する人と巡り会い、幸せを感じているくらいだ。当初は復讐を誓っていても、今は新しい道を歩み出した者もいるだろう。これからさらに人数が増えることはないかもしれない。

　だからこそリスターは、旗印なくては難しいかもしれないと、そう言ったのだ。




（私が先頭に立ったからといって成功するとは限らないわ。でも……）

　ファラン国の豊かな土地を手に入れたカイド国は、かなりの力を得ている。軍もさらに強化しているに違いない。四年前に勝てなかったファランが、当時よりも少ない人数でどうやって勝利を得ようというのだろう。今のシャフィには、それがどれだけ無謀な挑戦なのかはっきりとわかる。

　それなのにどうして、彼らは兵を挙げたのだろう。

（私は……）

　失敗したら今度こそ殺されるだろう。

　ただ殺されるだけならまだしも、あの残酷な王にどんな目に遭わされるか、容易に想像がつく。それを考えると、怖くてたまらない。

「リスター……」

　震える声で、愛する人の名前を呼ぶ。

　傍にいてくれたら、どんなに心強いだろう。

　リスターが支えてくれるなら、過酷な戦場の中でもきっと立ち続けていられる。だが生きて帰れるかわからない戦いに、どうして愛する人を巻き込めるだろう。

　彼の腕に残されていた無残な傷跡が目に浮かぶ。もうこれ以上、彼に傷付いて欲しくない。

（リスターを愛してる。離れたくない。ずっと彼の傍で、シャフィとして生きたい）

　復讐は意味のないことだとリスターは言った。

　あのときのシャフィはひとりきりだった。だが今は、祖国復興を目指して集まっている人たちがいる。立ち上がった彼らを見殺しにして、ひとりだけ幸せな生活を送ることはできない。

　ただ逃げることしかできなかった、無様な過去の自分の姿が浮かんだ。

（私はあの時に戻り、今度こそ王女として彼らを守らなければならない……）

　たとえ国は滅びても、彼等の心の中にファラン国がある限り、シャフィはフィーラなのだ。




　薄暗い部屋の中で、目が覚めた。

　冷たい頬が、泣きながら眠ってしまったことを教えてくれる。

　ゆっくりと身体を起こすと頭が酷く痛む。両手でこめかみを押さえ、寝台の上に両膝を立てて座り込んだ。その動きで、寝台がぎしりと音を立てた。

「シャフィ」

　その音が聞こえたのだろうか。扉の向こう側から気遣うようなリスターの声。

「リスター？」

　足音は聞こえなかった。

　それなのに起きた気配で声を掛けてきたということは、ずっと部屋の前にいたのだろう。立ち去ることもできず、それでも強引に中に入ってくることもせず、どんな思いで、部屋の奥から聞こえてくる嗚咽を聞いていたのだろう。

　シャフィは慌てて立ち上がり、入り口に走り寄る。扉を開けた途端、強く抱き締められた。

　リスターの腕は冷え切っていた。その身体を温めるように、彼の背に腕を回す。

「ごめんなさい……」

　こんなに心配してくれている。愛してくれている。それなのに、どうしても彼に自分の正体を明かすことができない。愛しているからこそ、彼を巻き込みたくない。

「何かあったのか？」

　そう尋ねられたけれど、首を振る。

「大丈夫、平気だから。少し、四年前のことを思い出しただけ」

　そう言われると優しい彼は、それ以上強引に理由を聞いたりしなかった。

　その腕の中に抱かれて、目を閉じる。胸の辺りに頭を預けると、彼の鼓動が聞こえる。泣きたくなるくらい、愛しい。

（あなたのように、私も強くなりたい。優しくなりたい。どうかあなたの強さを……私にも分け与えて下さい）

　自分から、そっと触れるだけの口付けをした。

　リスターの温もりが唇に宿る。

　愛している人に触れているだけで、こんなに胸の鼓動が速くなる。もっとこの温もりを感じたい。もっと触れていたい。

　頬に手が触れた。顔を上げると、リスターの目が目の前にあった。そこに映っているのは、あのカイド王の獣のような欲望ではなく、愛しさ。

　彼のしぐさはすべてが優しい。シャフィがほんの少しでも傷付かないように、大切にしてくれる。

　そんなリスターだからこそ、出逢ってからずっと、女と知りながら深い事情も聞かずに守ってくれていたのだろう。

　目を閉じると、唇が重なった。

　自分から唇を寄せた時は、リスターが愛しくて堪らなかった。そして彼からの口付けは、溢れんばかりの愛を感じさせてくれる。

「リスター」

　口付けの合間に名前を呼ぶ。

（あなたをもう、傷付けたくないの。ごめんなさい。リスター。……私を、許して）

　あの時。

　ファラン王国が滅ぼされてしまった時、たくさんの国民を見捨てて逃げることしかできなかった。カイド王から受けた屈辱は、その報いだと思っていた。でも本当の報いは、ただ一度の恋を、心から愛する人の手を自分から離さなければならない、今の状況かもしれない。

　寝台に座り、見つめ合う。

「抱き締めて」

　両手を差し伸べてそう懇願すると、リスターはシャフィをしっかりと腕の中に抱いた。

（……覚えておこう。この髪も、目も。私を抱く、この温もりも）

　決して、忘れてしまわないように。

　肩に触れていた掌が、服の上からゆっくりとシャフィの細い身体を辿る。

　胸の膨らみの前で一度止まった後、そっと包み込むように曲線をなぞっていく。彼の掌が触れるだけで甘やかな熱を生み出した。

「あっ……！」

　唇から漏れた甘い吐息に恥ずかしくなって俯く。

　背筋から腰にかけて痺れるような感覚が走る。衣服が脱がされて、肩から滑り落ちていった。

　胸の膨らみをなぞっていた掌は、その中にすでに立ち上がりかけていた蕾を見つけ、指で転がす。小さな蕾はほんの少し触れるだけで、震えるほどの快感を生み出した。

「やんっ……。そこ、だめえ……」

　首を振りながら甘い声を上げてしまう。

「白い肌が淡く染まって……。綺麗だ」

　熱を感じさせる声でそう囁かれ、ますます官能が高まる。

　男を恐れ、男装していた頃の痩せた魔導師を愛してくれたリスターの言葉ならば、素直に信じられる。彼の目に映る自分の姿が美しいのならば、こんなに嬉しいことはない。

　甘えるように身体をすり寄せると、胸を両手で愛撫しながらも尖りきった蕾に彼は唇を寄せた。

「ああっ……。んんっ……」

　固くなった蕾が、彼の口内で転がされる。

　背を反らし、胸を押し付けるような格好になりながらも与えられる快楽に酔う。身体の中に湧き起こる熱を持て余して彼の背中に縋り付いた。

　こんなに小さな蕾を愛撫されるだけで、身体中に快感が駆け巡る。何度もそこを吸われ、舌で転がされ、指で摘まれる。柔らかな肉が指の動きに合わせて揺れた。

　愛される喜びを知ってから、綺麗になったと言われることが増えた。昔から容姿を褒められることはあったが、今の自分が美しいのだとしたら、それはリスターのおかげだと思う。

　今の自分はリスターが守り、そして咲かせてくれた、彼のためだけの花だ。

　胸の蕾を丹念に愛撫していた舌はやがてゆっくりと下がっていく。

　そして掌も胸から脇腹、腰のラインを辿る。リスターの温もりが全身に宿り、それが身体の奥の熱を呼び覚ます。

　細い足を撫でていた掌が、少しずつ上に移動していった。

「やんっ……」

　腿の外側に触れられただけで腰が跳ね上がった。まだ触れられていないのに、身体の中心に熱が集まり、濡れてしまうのが自分でもわかってしまう。

（……恥ずかしい）

　羞恥は最初と変わらずに存在しているが、彼の視線から隠そうとは思わなくなっていた。

　この身体は彼のものなのだから。

　だから開かれた身体をそのままに、すべてを晒してしまう。

「濡れてるね」

　そっと指を添えられると、秘部からぐちゅりという水音が響く。

「やっ……。言わないで……」

　リスターは頬を染めて首を振るシャフィの髪を宥めるように撫でる。

　そして身体の中心に指が触れた。

　蜜が溢れるその場所をゆっくりとなぞられ、シャフィは声を上げて彼にしがみつく。下着の上から何度もそこを指で擦られる。

「あっ……。ああっ……、んんっ！」

　指の動きに翻弄されて、身を捩る。触れ合う肌と肌。全身で彼の熱を感じる。もっと彼を感じたい。もっと確かな刺激が欲しい。心を繋ぐように、身体を繋ぐ。それがこんなにも心を満たしてくれるなんて、国が滅ぼされた直後は考えもしなかった。

　身体の内側に彼の体温を感じながら、この行為は愛する人との絆を確かめ合うためにあるものだと悟る。あの日、カイド王から受けたものはただの暴力であり、殴られ痛めつけられる行為とさほど変わりはない。

　あんな卑劣な男の行為で、傷付く必要などなかったのだ。

　それを教えてくれたのは、心から愛している人だ。

　濡れた下着がゆっくりと剥ぎ取られていく。冷たい外気の刺激にさえ感じてしまう。

　その秘められた場所に、彼の視線を感じる。

「んっ……。もっと……触れて欲しいの……」

　懇願するように足を開くと、どろりとした蜜が花弁から零れ落ちた。

「こんなに溢れている」

　リスターは熱の籠もった言葉でそう呟くと、しっとりと濡れた花弁に舌を這わせた。

「あああっ！」

　ぴちゃりと音がして、意識が飛んでしまいそうになるくらいの快楽が全身を駆け巡る。

「やんっ……。ああっ！」

　濡れた襞を掻き分けて、内部に侵入する舌先はシャフィの身体の隅々まで愛撫するように蠢く。足に力を込めてその刺激に耐える。

　高らかに響く水音は、シャフィの快楽と比例してどんどん大きくなっていく。

「あんっ……。もう……、あああっ」

　尖りきった花芯を指で愛撫された瞬間、シャフィは達していた。

「はぁ……、はぁ……。んっ……」

　びくびくと四肢を痙攣させて絶頂の余韻に浸る。

　そんなシャフィの銀色の髪を撫で、その呼吸が整うのを待ってから、まだ快感に震える秘部に熱い楔が押し当てられた。

「大丈夫か？」

　押し当てられたものはこんなにも熱く滾っているのに、それでも優しく気遣ってくれるリスターの姿に涙が零れそうになる。

「……うん。大丈夫」

　こくりと頷くと、重量のある塊がゆっくりと押し込まれていく。

「んっ」

　圧迫感に息が止まりそうになったのは、最初だけ。半ばまで入り込むと、もう蜜に濡れている花弁は自ら誘い込むようにして楔を受け入れた。

「ああ……」

　身体の中がすべて、リスターで満たされる。

「もっと深くまで……来て」

　その言葉通りに、一度引き抜かれたものがぐうっと最奥まで押し込まれる。びくんと身体を仰け反らせながらそれを受け入れた。

「く……」

　内部が激しく収縮してリスター締め上げている。

　リスターは小さく声を漏らすと、シャフィの足を大きく開いて少し角度を変えて中に突き込む。結合部分から滴り落ちる蜜が肌を伝っていく。

「ああっ……。やぁ……。んんんっ！」

　ぐちゅぐちゅと夜の闇に響く水音が、シャフィの耳朶を打つ。窓辺に設置されている寝台からは、空に輝く月が見える。その月光に照らされた、リスターの姿が見える。

　ずずっと突き込まれ、そして蜜を掻き出しながら引き抜かれていく感覚を奥で感じながら、シャフィは自分を抱くリスターの姿を見つめていた。

　決して忘れないように。

　彼の温もりが、心に深く刻み込まれる。この感覚を私はきっと生涯、忘れることはないだろう。

　例えもう二度と、触れ合うことができなくても。




　どんなに愛していても、どんなに願っていても叶わない望みはある。

　愛だけに生きることができたらどんなに幸せだったろう。

　いつかは治療師になって、時々デイジーの店を手伝いながらリスターと暮らす。

　結婚していつかは可愛い子どもを授かって。そして人生の終わりまで彼と共に生きる。

　一度は夢見た人生。もしただの女だったらきっとそうしただろう。

（それでも私は、ファラン国の王女フィーラであることを、捨てられない……）

　祖国復興のために立ち上がり戦おうとしている勇士を見殺しにして、自分だけ幸せに生きることはできない。

　今こそ、あの時に見捨ててしまった祖国の人たちのために戦わなければならない。その先に破滅しかないとわかっていても、彼らと共にカイド国と戦う。

　それがファラン王家のただひとりの生き残りとなった王女の、最後の使命。

　もう泣くことしかできなかった王女ではない。今なら勝てないまでも、一矢報いることぐらいはできるかもしれない。

（でもこの過酷な運命に、あなたを巻き込むことはできないから……）

　指でそっと、腕の傷跡に触れた。もう二度とこんな風に傷付いて欲しくないから。

　誰よりも、リスターを愛している。

　だからこそ、ここで別れなければならない。

（……ごめんなさい）

　快楽の涙に紛れて冷たい涙がひとしずく、頬を流れる。

（こんなに愛してくれたのに、私の人生を捧げることができないのに、最後にもう一度だけ、あなたに抱かれたかった。その温もりを生涯、覚えていたかった。身勝手な私を、どうか許して）

　きつく目を閉じて、自分の中に放たれる白濁を受け止めた。

　愛してる。決して離れたくはない。

　それでも、一緒には生きられない。

　別離の悲しみと、のし掛る亡国の王女としての責任の重圧に耐えるように、唇を噛み締める。

（リスター。どうか、あなただけは幸せに……）

　それがファラン王国の王女ではなく、銀の魔導師シャフィとしての最後の願いだった。








第三章　王女として













　静かに夜が明けていく。最後の夜が今、終わりを告げようとしている。

　シャフィはまだ眠っているリスターの隣からそっと抜け出した。

　裸のまま、衣装棚の前にある鏡の前に立つ。

　リスターと過ごした幸せな時間の分だけ伸びた、銀色の髪。それをナイフで切り落とす。男と偽って旅をしていた、あの頃の長さに。

　もう男装はしない。

　それでもリスターの傍を離れてしまえば、彼の愛を糧に咲いていた花は枯れてしまうだろう。他の誰からも、美しいと思われなくていい。

　持ち出すのはたったひとつだけ。あの魔導師のローブを身に纏い、そっと家を出た。

　まだ薄暗い道を、想いを振り切るように駆け出す。

　何度も立ち止まりかけ、今ならまだ戻れるのではないかと思ってしまう、自分自身の弱い心と必死に戦いながら。

　怖かった。あの王ともう一度対峙することがたまらなく怖かった。

　しかし自分は、二度と逃げないと誓ったのだ。ずっと走り続けたせいで、隣町に着く頃にはすっかり息が上がっていた。胸に手を当て、何度か浅い呼吸を繰り返して息を整える。

　外はすでに明るくなっていて、町を歩く人影も見られるようになっていた。シャフィはローブのフードを深く被り、顔を隠してその中に紛れる。挙兵したという噂が隣町にまで聞こえてきたくらいだ。彼らを探すのにそう苦労はしないだろう。それとなく町の様子を探り、酒場などで情報を集める。すると町の近くにある森の奥に兵士たちがいるらしいという噂を聞くことができた。

　そのまま町を出て森へと進む。木が鬱蒼と茂る森は朝になっても薄暗い。身を隠すには最適かもしれないが、闇雲に探しても迷うだけだろう。時折探索の魔法を唱えながら、慎重に森の中を歩いて行った。

　魔物たちと戦う日々を過ごしていた、あの頃の感覚が少しずつ戻ってくる。

（……見つけた）

　深い森の奥に、複数の人影。魔法を通して見えたその場所に、ゆっくりと進んで行く。

　近付いてくる人の気配を感じたのだろう。ひとりの男がこちらに向かってくるのが見えた。シャフィはローブのフードを取り去り、真っ直ぐにその男を目指して歩く。顔を確認できる位置まで来ると、男は驚いたように目を瞠った。

　王女の顔を知っているのだろう。

　ならば話は早い。シャフィは彼をまっすぐに見て、王女時代のように艶やかに微笑む。

「フィーラです。騎士団長に会わせて頂けるかしら？」

　男は慌てた様子で奥へと駆け込んで行った。

　もう後戻りはできない。

　リスターの温もりを何度も思い出し、シャフィは何とか微笑みを繕った。やがて慌てた様子で駆け寄ってきた数人の騎士が、王女の足もとに膝を付く。

「フィーラ姫。御無事で何よりです」

　最初に口を開いたのは騎士団長セイダン。長い金髪に白皙の肌。青い目。まるで物語の中で語られる王子のような姿はまったく変わっていない。敗戦の恥辱も四年間の苦労もまったく感じさせないその姿に、以前は感じることのなかった想いが胸に湧きあがる。

（私はこんなにも変わってしまったのに、彼は何も失っていない……）

　失うものがなかったからこそ、四年もの月日を経た今になって挙兵することができるのだろう。セイダンは痛ましそうに、王女の短くなった髪を見つめている。

「これからは我々が姫様をお守り致します。どうかご安心を」

　微笑み、そして頷く。

　それでも自分は上手く笑えているだろうか。

　彼らに案内されて、森の中の隠れ家に入る。木々の中に巧妙に隠されていたそれは思っていたよりもずっと大きく、立派な建物だった。

「こんなものが、森の中に……」

「この土地は、私の父の領土でした」

　セイダンがシャフィの背後でそう語る。

「父が隠れ家として使っていた屋敷ですが、幸いカイド国に発見されることもなく、我らはここに潜んで機会を狙っていました」

　彼をはじめとして、ここにいる騎士たちの心が何ひとつ変わっていない理由がわかった。彼らはずっとこの安全な隠れ家に潜んでいたのだ。もしかしたら他にも、こうして潜んでいる貴族は多いのかもしれない。

　長い平和はただ幸せばかりをもたらすとは限らない。

　普通の貴族の隠れ家ならばこんな山奥に建てる必要などないことが、今のシャフィにはわかる。おそらくセイダンの父親は隠し財産の置き場所か、もしくは人目を憚る趣味のために使っていたのだろう。

　セイダンは騎士らしい優雅なしぐさで王女のために扉を開けた。礼を言って中に入り、その内装の豪華さに目を瞠る。

　ソファーの上に掛けられているのはシサールの毛皮だ。たったひとつで、大きな町に店を出すことを可能にしたあの毛皮。この隠れ家だけでどれくらいの価値があるのだろう。セイダンの父は、かなりの資産を隠し持っていたのだろう。

　一番奥の部屋に通された。そこにはひとりの少女が控えていて、王女を見ると深々と頭を下げた。ある貴族の妹だと紹介される。

　セイダンはシャフィの体調を気遣い、少し休むように言うと騎士の礼をして部屋を出て行った。

　ここまで走り続けてきたので、身体は確かに疲労している。少女に下がるように告げると、そこに備え付けてある大きな寝台に横になった。

　寝台は疲労した身体を柔らかく包み込み、暖かな毛布が暖めてくれる。それでもこの心までは暖めてはくれなかった。

（リスター……）

　粗末な寝台でも、彼と一緒にいるだけで温かだった。その幸福を永遠に手放してしまったのだと思い、涙が溢れる。毛布に顔を埋め、声を押し殺して泣いた。

　別れも告げずに去っていった自分を、リスターはどう思っただろう。探してくれるだろうか。それともすぐに忘れ、やがて他の人と暮らすようになるのだろうか。

（ううん……）

　シャフィは首を振る。彼はそんな人ではない。そんなに簡単に愛した相手を忘れられるような人ではない。

（それがわかっているのに、何も告げずに……）

　そばにいられないと思ったのに、簡単に忘れて欲しくなかった。

　他の女性を、愛して欲しくなかった。

「ごめんなさい……」

　卑怯だと思う。

　どんなに謝っても、この声はもう彼には届かない。届けられない。

　泣きながら、そのまま意識は闇に落ちていった。

　どのくらい眠ってしまっていたのだろう。人の気配で目が覚めた。この部屋にいたあの少女が机の上に置かれているランプに明かりを灯していた。

「も、申し訳ありません」

　起こしてしまったことを謝る少女に、大丈夫だと微笑む。

　目の周りがひりひりとする。泣きながら眠ってしまったせいだろう。水を汲んできてもらって顔を洗い、身支度を整えた。

　クローゼットを開けると、多くの洋服が収められている。セイダンの母の持ち物にしてはデザインが華やかすぎる。

　大切な魔導師のローブをそっと脱いでそこにかけ、守護の魔法を唱える。

　盗まれる心配はないかもしれないが、これだけは誰にも触れて欲しくなかった。そして服の中から比較的おとなしめの服を選んで身に付ける。この短い髪では似合わないが、他に着る物がないから仕方ないだろう。

　身支度が終わった頃、少女が軽い食事を持ってきてくれた。

　それを見てまた溜息が出る。

　昔、王城で出されていた物にはさすがに劣るが、それでも貴族の家の食卓でなければ並ばないような高級な食材の数々。シャフィが粗末な宿で固いパンを囓っていた頃も、彼らはこのような食事をしていたのだろう。

（でも……）

　ふと不安を覚える。

　あの男、カイド王は非道だが愚かではない。いくら山の中とはいえ、こんなに贅を尽くした建物をいまだに発見できないでいるとは思えないのだ。

　何か事情があるような気がする。

　食事を終えた後、シャフィはこの建物の中を歩き回ってみた。

　部屋数はそんなに多くはないが、どれも豪奢な造りの部屋だった。このような部屋で暮らしていた月日の方が長いはずなのに、なぜか居心地の悪さを感じる。

「姫様」

　ふと廊下ですれ違ったひとりの男が、追い詰めたような真剣な目でこちらを見ていた。

「……どうかしたのですか？」

　服装を見る限り、どうやら騎士の身分ではないようだ。彼は周囲を見渡し、他に誰もいないことを確かめると、そっと囁く。

「よろしいのですか？」

　その言葉の意図がわからず、シャフィは首を傾げる。

「私はセイダン様の命令で、姫様の行方をずっと捜しておりました。そして数日前、ようやく噂を聞きつけて隣町へ行ったのです。姫様らしき方が住んでいると聞きつけた家に辿り着き、そっと様子を伺おうと窓から覗いてみました」

「あ……」

　思い出した。

　リスターと抱き合っていたときに、窓の外に潜んでいたのはこの男だったのか。あの時は、それが自分を捜していた者だとは思わなかった。

「姫様はとても幸せそうでした。隣にいる男性をすごく愛していられるのだとすぐにわかりました。あの悲劇からもう四年。あんなに幸せそうに笑う姫様を、戦場に連れ戻すことなど絶対にできないと私は思ったのです」

　だからこそようやく王女を見つけたにも関わらず、彼はそれを報告しなかったのだという。

（私のために？）

「あの方のそばを離れてよろしいのですか？　あんなに美しい笑顔を見てしまった私には、今の姫様が幸せだとは思えないのです」

「……離れたくなかったわ」

　優しい言葉に、思わず本音が出る。

「あの時の私は本当に幸せだった。このまま彼と暮らせたらどんなに……。けれど私はファラン国のフィーラ。国の復興を目指して立ち上がる人たちを放って置くことはできない。彼に話せばきっと私を支えてくれるのはわかっていた。でも、愛しているからこそ、優しい彼を巻き込むことは、どうしてもできなかったのよ」

　こぼれ落ちる涙。

　苦しい胸の内を誰かに打ち明けることで、ほんの少し張り詰めた気持ちが楽になっていくことを感じていた。

「姫様」

　兵士は、ゆっくりとシャフィの足下に跪く。

「セイダン様でも、他の誰でもなく。……私の忠誠は姫様だけに捧げます。どうぞ何でもお申し付け下さい」

「ありがとう。とても嬉しい。その……」

　どうしても知りたいことがあった。それをなかなか言い出せずに俯く。だが彼ならばふたりで住んでいた家を知っている。彼にしか、頼めない。

「私が出て行った後、あの人がどうしているか……知りたい、の」

　いまさら、未練がましいと思われるだろうか。だが、兵士は優しい顔で笑う。

「わかりました。すぐに隣町まで行きましょう」

　兵士と別れて部屋に戻る。

　すると水が布に染み渡るかのように、後悔がゆっくりと胸に沸き上がってきた。リスターの傍を離れたとき、道は分かれてしまったのだと何度も言い聞かせてきたのに、彼の様子を知ってどうしようというのだろう。

　悲しませたくないと思いながら、それでも自分を想っていて欲しいのだろうか。

　探していて欲しいのだろうか。

「リスター……」

　その兵士が報告に来てくれるまで、気持ちは乱れたままだった。




　彼が再び現れたのは、次の日の夕方だった。気遣うようにシャフィを見つめ、ゆっくりと語り出す。

「昨日、すぐに隣町へ行きました。そして姫様が暮らしておられた家へ向かったのですが……。そこにはもう誰もいませんでした。荷物のひとつも残っておらず、空き家になっています。行きつけの店にいってそこの女主人に聞いたのですが、彼女から店にある空き部屋をひとつ提供され、彼はそこに荷物をすべて纏めて、いつか必ず取りに戻るからと旅に出たそうです。恐らく姫様を捜しに行ったのではないか、と」

「……そう、なの」

　やはりリスターは自分を捜してくれているのだ。

　それなのに、胸に宿るのは絶望だった。

　彼はあの町を出て行ってしまった。もう、どこにいるかわからないのだ。会いたくても会う方法がなくなったという事実に、シャフィの心は打ちのめされていた。

　離れる、別れると決めながら、自分には本当に離別する決意がなかったことを思い知らされる。

（これでもう、私はフィーラとして生きるしかない）

　それまでふわふわとしていた足下が、逃れることのできない大きな力で固められていくのを感じた。

「ありがとう。これでようやく、決意が固まりました」

　シャフィは微笑んだ。王女であった頃のように艶やかに。




　空が紅く染まっていた。

　沈み行く太陽に照らされて、森はまるで燃え上がっているかのように見える。シャフィは目を逸らさず、真っ直ぐにそれを見つめていた。

　赤。

（私を支配した血の色……）

　それは過去の悪夢を甦らせる。でももう、怯えてはいられない。立ち向かわなくてはならないのだ。

　もう守ってくれる人はいないのだから。

　今、シャフィの周りには多くの人間がいる。きっと彼らも自分を守ろうとするだろう。けれどそれは王女だからだ。旗印が倒れたら戦争に負けてしまうからに過ぎない。ただひとりの女として愛し、守ってくれた人はここにはもういない。会えない。

　それでも忘れたいとは思わなかった。

　どんなにつらくても苦しくても、リスターを愛した事実はシャフィの中で一番大切なものだ。彼との思い出も、この生涯の中で一番輝かしい思い出だろう。

　あの温もりを覚えているからこそ、こうしてひとりになっても真っ直ぐに立っていることができる。




　夕食後、会議が開かれた。

　シャフィはただ座って彼らの話に耳を傾けていた。どのくらいの兵が集まっているか。どれくらいの支援が得られるのか。そしてこれからどう動き、祖国を復興させたらいいのか。そんな話し合いが行われることを期待して、ただ静かに待っていた。だが語られるのは、誰が主導権を握るか、誰につけば有利かということばかり。もちろんここはセイダンの家の持ち物であり、彼が一番相応しいという意見が大半だったが、騎士の中には以前、彼より身分の高かった男がいるらしく、彼を擁護する意見もある。

　いつ終わるとも知れない話し合いに、シャフィは周囲に気付かれないようにそっと溜息を付く。一度は滅びた国の権力に、いったい何の意味があるだろう。このような状態が続くのなら、いずれこの集団は内部分裂して終わってしまうかもしれない。

　一方で、それでもいいと思う自分がいる。王女時代のシャフィが何も知らなかったように、彼らもすべてを失わないとわからないだろう。

（けれど私は、すべての幸福を捨ててこの道を選んだのだから。私のために隣町まで走ってくれた、彼のような兵士もいる。諦めてしまうわけにはいかない）

「セイダン」

　会話が途切れるのを待って、彼に話しかける。

「申し訳ありませんが、体調が優れないようです。あとは任せてもいいでしょうか」

　彼らにとってシャフィの価値は、王女であることだけだ。一見か弱い女だけれど失われたはずの権力に固執している彼らには、何よりも強力な武器となる。王女に任されたことでセイダンはこの場の支配権を手に入れた。

　頬を紅潮させて頷く彼と、それとは対照的に青ざめる黒髪の騎士。

　彼を選んだのはその方が都合が良かったからだ。これからまた居城となる場所を探すのは時間の無駄だし危険も増える。それに騎士団長だった彼の方が、人をまとめる力もあるだろうと思った。

　ただ、それだけだ。

　シャフィはセイダンに話し合いの場を託し、ひとりの騎士に付き添われてその場をあとにした。

　堂々と発言をするセイダンの声が少しずつ遠ざかる。

　部屋に戻り、着替えもせずにそのまま寝台へ横になった。まだ考えなければならないことは多い。だが今は、少しだけ休もう。

（リスター。せめて夢の中で、あなたに会えたらいいのに……）




　人の気配を感じて目を覚ましたとき、周囲はすでに暗闇に包まれていた。

　ほんの少しだけと思っていたにも関わらず、ずいぶん深く眠ってしまっていたらしい。

　寝台のすぐ傍に、人の気配を感じる。殺気は感じなかった。刺客ではないことを確かめ、シャフィは身体を起こさずに声をかける。

「そこにいるのは、誰ですか？」

　カーテンが開いたままの窓から、月の光が差し込み、真夜中の侵入者の姿を照らし出した。

　白い光に映し出されたのは、青ざめた騎士の姿。

　あの話し合いでセイダンと対立していたフォンスという男だ。表情のない顔。闇に溶けそうなほどの黒髪と青白い肌はまるで幽鬼のようで、背筋が冷たくなる。

「夜中に女性の部屋に忍び込むなど、騎士のすることではありません。立ち去りなさい」

　恐怖に震えそうになる自分を叱咤するかのように強い口調で言うと、その声で我に返ったのか、彼の表情が崩れた。

「なぜですか、フィーラ姫。あなたはなぜ、セイダンを選んだのですか？」

　毛布を身体に巻き付けて彼の視界から隠すと、シャフィは身体を起こした。どうやらフォンスはシャフィの代理にセイダンを指名したことに憤っているらしい。

「彼は戦うことも知らない、ただの飾りの騎士団長。あなたには相応しくない」

「……私に相応しくないとは？」

　話が見えず、首を傾げる。シャフィが何も知らないことを察したのだろう。彼は少しだけ落ち着きを取り戻したように見えた。

「軍を率いて国を復興させた者が姫の伴侶となり、次の王位に就く。兵士たちは皆、そう思っているのです」

　まだ復興のめどさえたっていない王位の座を、彼らは真剣に争っていたのかと、溜息が漏れる。

　確かにファラン国では女性が王位に就くことはない。姫しかいない場合はその伴侶が王となっていた。しかしそれは、在りし日のファランのことだ。

「私はそのように考えていません。彼にあの場を任せたのは、騎士団長だった実績を重視しただけです」

　きっぱりとそう告げると、フォンスの顔が少し晴れやかになる。

　たとえ国を復興することができたとしても、シャフィは誰の妻にもなるつもりはなかった。

（私が愛しているのはリスター、彼だけなのだから）

「そうですか。ならば、いいのです。私はこの手でファランを復興させたい。父のためにも。……私の父は、姫を助け出した後にカイド王に八つ裂きにされたのです。最後に姫を頼むと、そう言い残して」

「……っ」

　その言葉に息を飲む。

（あの時の……）

　カイド王に穢される寸前に助け出してくれたのは、国王の側近であった彼の父だったのだ。

　あの時はただ恐ろしくて、その腕に縋ることしかできなかった。命を賭けて助けてくれたのに、それが誰であるかも自分は知らないままだった。

「……ありがとう。今の私があるのは、あなたのお父様の御陰です」

　震える声で、ようやくそれだけを告げる。

　逃げることしかできなかった。誰ひとり救うことができなかった。その後悔は今もシャフィを苦しめている。

　その夜から、フォンスは常に彼女を守るようにシャフィの傍にいた。

　父の遺言だからと言われてしまえば、セイダンも何も言えない。

　たとえ挙兵したのがセイダンでも、身分はフォンスの方が上なのだ。シャフィもそれを否定せず、彼がそばにいることを許したために、自然と彼がファラン軍の代表のようになっていった。

　そうして何事もなく日々が過ぎる。

　こちらの行動がこれまでカイド王国に咎められずにいるのは、どうやらあの国の事情らしいと気付いたのは、つい最近だった。

　発覚することを恐れるばかりに情報が極端に欠如していることに気付き、シャフィは諜報活動を命じた。その結果、ファラン国のものであった土地も支配下に置いているカイド国は、今度は西側に隣接しているルーベリー国との開戦準備に入っていることがわかった。

（残党など、相手にする価値もないと思ったのかもしれない）

　貪欲なカイド王はさらなる富を求め、突き進んでいる。その欲望は他の国すべてを飲み込もうとしているのだろうか。

　北の大地は人の手を拒むかのように、年中溶けることのない氷に閉ざされているのだと聞く。その厳しい自然の中で育ったことが、他の国を滅ぼして奪いたいと思うほどに、彼に豊かな土地を求めさせたのだろうか。

（国が滅びるまで、温暖な気候と豊かな自然しか知らなかった私だけど……）

　旅の途中では凍えるような寒さも、身体中の水分が蒸発してしまうような暑さも経験した。そしていかに自分が恵まれた土地で暮らしていたのかを思い知った。

　それでもシャフィは思う。

　世間知らずの姫の世迷い言と、あの男ならば嘲笑するかもしれないけれど。

　豊かな土地も確かに美しい。しかし極寒に耐えながらも実をつける樹木や、乾燥した土地で大切に大切に育てられた穀物が実る様は、それと比較することができないくらい、美しいと。

　価値観は人それぞれだし、自分が思ったことを人に強要する気はない。ただ一番大切な人が、同じ価値観を持っていることがとても嬉しかった。

　リスターも、寒い気候を好む人だった。

　冬の早朝は吐く息が白く、手足が痺れるような寒さだ。暖炉に火を入れると、窓に張り付いた氷が上昇し始める部屋の温度でゆっくりと溶け、雫となる。そして新雪の上に足音を残しながら、一緒に歩いた。懐かしさを感じると同時に、柔らかな悲しみが胸に湧き起こる。この感情をどう扱っていいかわからず、シャフィは目を閉じた。

　西の国ルーベリーには年頃の王女はいないだろうか。いなければいい、と思う。もう女性が不幸になる姿は見たくなかった。

　もしルーベリー国が抗戦すれば、こちらの計画にも多大な影響があるだろう。復興までの道のりが、当初の予定よりも何年も縮むかもしれない。それでも今のカイド王の勢いを留めることは、恐らく難しい。餓えて乾いた獣のような男。あの空虚な魂は、何を得たとしても満たされることはないのだろう。

　初めて彼を、哀れに思う。

　ファランが滅びたとき、もう生きることができないと思った自分でさえ、今は人を愛し、愛される喜びを知っているのに。




　隠れ家を他の場所に移そうとフォンスが提案してきたのは春が過ぎ、初夏になろうとしていた頃だった。

「……移動、ですか？」

「はい。ずっと同じ場所にいるのは目立ちますし、危険です。もう少し海の近く、できれば直接船でルーベリーに行くことができる町がいいと思います」

「わかりました」

　シャフィは頷いた。

　王女を命懸けで救ったのが彼の父だということが大きかったのか、この頃はフォンスがリーダーとして動いていることが多くなっている。セイダン派はそれが気に入らない様子だったが、意外にもフォンスは戦況をよく判断していた。的確にファラン軍を率いてくれるのならば、シャフィにも特に依存はなかった。

「ではそのように手配をお願いします」

　ここは、今はカイド王の妹が住んでいるというファランの首都からもそう遠くはない。

　王族が住んでいるのだから、首都には相当の兵がいるだろう。この屋敷に留まるのはやはり危険だった。

（それに海路でルーベリー王国に渡れるというのは、とても重要なことかもしれない）

　シャフィはその提案に賛成していたが、セイダン派はやはり強固に反対しているらしい。

（カイド軍と戦うどころか、このままでは内部分裂に……）

　どうやって彼らを説得したらいいのかと頭を悩ませていると、フォンスがある提案をしてきた。

「フィーラ姫。私と婚約していただけませんか？」

「え？」

　突然の言葉に、シャフィは驚く。

「もちろん形だけのもので構いません。彼らには私に従う理由が必要なのです。このままではずるずるとこの場所に居座り続けることになり、カイド軍に発見されて全滅です」

「……でも」

　婚約という言葉に、シャフィの胸によぎるのはリスターの姿だった。

　愛しているのは今でも彼だけだ。

　でもこのままでは、フォンスの言うように内部分裂して滅びのときを迎えてしまうだけだろう。それでは純粋に祖国のために集ってくれた人たちが浮かばれない。

「わかりました。形だけで、いいのなら」

　これはシャフィではなく、ファラン王国のフィーラとして必要なこと。そう自分に言い聞かせながら、それを承諾する。

（リスター。これからもずっと、私は身体もあなただけのものだから……）




　その効果は絶大だった。

　王女フィーラの婚約者となったフォンスの言葉に、セイダンは素直に従った。

　彼もまた、そうするだけの理由を求めていたのかもしれない。この屋敷の装飾品を売り、軍資金にすることにもあっさりと同意した。

（きっとこれでよかったのよね？）

　皆が協力し合って屋敷の装飾品をまとめる姿を見つめながら、シャフィはそう心の内で呟いた。




　それから半月後、ファラン軍は海の見える小さな町に拠点を移した。

　対岸にはうっすらと大陸が見える。

　そこは西の国、ルーベリー国の領土だった。

　その大陸の西側には豊かな海があり、海に接している土地はほとんどルーベリー国の領土だ。大陸に出回っている海産物はほとんどこの国の輸出品だろう。

　ここがファラン国だった頃は、農作物の輸出と海産物の輸入のために、毎日のように船が行き来していた。陸路に比べると半分の時間で移動できるので、この町は食品を腐らせずに運べる貴重な場所だったのだ。その豊かな海にカイド王は目を付け、ルーベリーへ進軍したのだろう。

　この地に辿り着いた時、シャフィはあまりに懐かしくて港に向かった。リスターと一度、この町を訪ねたことがあったのだ。

　魔導師のローブを着て、建物の影からそっと海を見つめる。

　その日は少し海が荒れていて、港に停泊している船は波に煽られて大きく揺れていた。激しい水流に濁った水からまるで花のように咲く白い泡。馴染みのない濃い塩の香りさえも懐かしい。

「あれ、もしかしてシャフィかい？」

　懐かしい呼び名に思わず振り向くと、そこには褐色の肌をした中年女性が人の良さそうな笑みを浮かべて自分を見つめていた。

「ベラ、さん？」

　当時のことを思い出していたので、たいして考えることなくその名前が出てくる。彼女はリスターとこの町を訪れた時、とてもお世話になった人だった。

「ああ、やっぱりシャフィだね」

　ベラはにこにこと笑いながら近寄ってきた。そうしてシャフィの全身に視線を向ける。

「何となくそうじゃないかなって思ってたけれど。……やっぱり女の子だったんだねぇ」

　今の彼女は魔導師のローブを身に纏ってはいたが、女であることを隠してはいない。もっともシャフィが男装をしていると思っていただけで、リスターにもデイジーにも、ベラにも女であることはなんとなくわかっていたのだから、まったく隠せていなかったのだろう。

　苦笑しながらも、当時の礼を言う。

「あのときは本当にありがとうございました」

　あれはリスターと旅を始めてから、まもなくのことだった。

　ファラン国の首都やその付近は年中とても温暖で過ごしやすい土地だったが、デイジーが店をやっていた町やこの港町のように他国に近い土地は、季節に寄っては雪が降る。

　リスターと別行動をしていたシャフィは、空を舞う雪の美しさに気を取られ、しっかりと防寒しなければならないことを忘れてしまっていた。そして案の定熱を出して道ばたに倒れ込んでしまい、ちょうど居合わせた彼女に助けて貰ったのだ。

「いいんだよ、もう。あの時もいっぱいお礼を貰ったしね。それよりこの町に来たってことは、リスターに会いに？　早く行かないと探すのが大変だよ。ルーベリーはなかなか広いからね」

「え？」

　思いも寄らぬことを言われ、首を傾げた。

　まるで最近リスターと会ったかのような口調だ。

「あら、リスターに会いにルーベリーに行くんじゃなかったのかい？　……そうだねぇ、半月くらい前だったかな。この町を訪ねて来たんだよ」

　胸の鼓動がはっきりわかるほど、早くなる。

　リスターはこの町に来ていたのだ。

「しばらくこの町にいたんだけど、少し前にルーベリーに向かうって船に乗っていったよ」




　その日からシャフィは、毎日海を眺めて過ごしていた。

　一緒にこの町に移動した仲間たちは、それぞれバラバラに別れてこの町に潜んでいる。

　しばらくは諜報活動が中心になるだろうとフォンスは判断し、そう指図したようだ。

　シャフィはフォンスと、身の回りの世話をする少女との三人で暮らしていた。その部屋は貸し家の一番奥で、大きな窓からはいつでも海を眺めることができる。

　昼空に輝いていたものとは同じものとは思えないくらい、海に沈む太陽はどこか哀愁を帯びている。炎のような赤から瑠璃色に、そして群青から黒へと変わる色の螺旋は何度見ても見飽きることはない。

　この海の向こうに、リスターがいる。

　今すぐに追いかけていけば会えるかもしれない。しかし自分はまだ何も成し遂げていない。彼に会うことはできないのだ。それなのに想いは日々積もり、今日もシャフィは海を眺めていた。

　そんなある日の、深夜。

　シャフィは寝台の上で目を閉じたまま、眠れない時を過ごしていた。

　何日かこの町で暮らすうちにすっかり耳に馴染んだはずの潮騒は、眠れない夜はその存在が気になってしまい、ますます目が冴えてしまう。

　しばらくそのまま目を閉じていたが、カーテンの隙間から見える空がいつのまにか朝の気配を漂わせ始めたのを見て眠ることを諦めた。

　他の者を起こさないようにそっと部屋を抜け出して外に出る。

　足は自然と港の方向へ向かっていた。

　港には、いくつもの船が繋がれたまま波に揺られていた。ルーベリー国とカイド国が開戦してから、港は閉鎖されたようだ。

　船は休みなく働いていた時はその船体に刻まれた年輪さえも、まるで誇りのように生き生きとしていた。だが人の手が入らなくなると途端に生命力を失い、ただの古びた廃船のようになる。

　港も同じだった。人の姿はまったくない。

　夜明け前でも働く船乗りたちがまるで祭りのように声を掛け合って品物を運ぶ姿は、もうどこにも見当たらないのだ。

　閑散とした港を眺めながら、シャフィが考えたのはやっぱりリスターのことだった。

（どうしてリスターは、ルーベリーに……）

　眩しさを感じてそっと目を開くと、いつのまにか雲の間から太陽が顔を覗かせていた。

　幾筋もの光が帯状になって海に降り注ぐ。水面はその光を反射して煌めき、まるで海が光っているかのようだった。




　フォンスは装飾品を売ったお金で傭兵を雇い、大量に穀物を仕入れていた。また隠れ住むファランの貴族たちとも連絡を取りながら少しずつ慎重に準備を進めていく。

　彼が第一の目的としているのがこの港町の支配権だった。

　この町をファラン復興軍の拠点とし、ルーベリーと交渉して同盟に近い状態を作り上げる。この地からなら、カイド軍を挟撃することが可能だろう。それに港を使って物資を運ぶこともできる。

　ルーベリーは穀物があまり育たない国だ。

　今回の戦争で輸入が滞り、穀物は不足しているに違いない。

　戦力で大幅に劣り、しかも今はもう国ですらないファランが手を組もうと申し出るには、それなりの手土産が必要となる。さいわい今年は豊作で、正規のルートではなくとも手に入れる方法はいくらでもあった。港にある貸倉庫をひとつ借り、そこに密かに集めた物資が積んである。

　あとはこの町を今支配している領主を追い出し、その支配権を手に入れるだけだ。

　小さな港町といってもルーベリーと隣接しているこの地はカイドにとっても重要な場所だ。恐らくこの地にいる兵は、少数でも精鋭に違いない。だがこちらも、今の人数ならばカイド国の大軍が相手でなければそれなりに戦えるはずだ。

　決起のタイミングを、フォンスは慎重に窺っている。

　卑怯かもしれないが戦力的に劣っているファラン軍は、ルーベリーとの戦闘でこちらに援軍が出せないほどカイドが消耗するのを待つしかなかった。

　対岸よりさらに奥の、山脈近くの国境で両軍は戦闘を開始していた。

　ルーベリー軍を率いるのは、風の噂ではかの国の第二王女らしい。

　姫将軍と呼ばれている女性だった。男勝りで武芸に優れているその姫は自らの手で祖国を守るべく、剣を持って立ち上がったのだと聞いた。

（……ただなす術もなくすべてを奪われた私とは違う、戦う力と意志を持った姫……）

　彼女に切ない憧れのような気持ちを抱いた。ファランの思惑とは別に、その王女にはぜひともあの男に打ち勝って欲しかった。

　しかしカイド国の勢いは凄まじく、消耗どころかそのままルーベリーを飲み込んでしまうかと思われた。そうなってしまえばもうこの地にはいられない。また別の土地に移り、再起を待つしかなくなるだろう。

　遠い場所で行われている戦争の行方を、シャフィたちは息を潜めて伺っていた。

　これからのファラン国の将来がかかっている。

　他者の戦いの行方にそれを委ねるしか、今の自分たちには生き抜く術がない。

　無力感が胸を支配する。

　一睡もできない夜だった。

　空が暗黒から薄い紫色に変わった頃、現地に忍ばせていた密偵からようやく連絡が入った。

　素早く目を通したフォンスは、顔を上げるとシャフィを見つめた。その目に宿る強い光。それが希望に繋がる。

「決起しましょう。今を逃してはなりません。姫、我らに御命令を」

　ルーベリーが優位に立っていた。

　あれだけ押されていたにも関わらず、どう逆転したのか。詳細が気に掛かるが、今はそんなことを考える時間さえ惜しかった。

　待つだけの時間は、たった今終わったのだ。

　夜明け前にも関わらず、次々に仲間たちが集まってきた。

　皆、この日を待ち望んでいたのだ。

　シャフィは魔導師のローブを身に纏い、その先頭に立っていた。

（リスター。どうか私に、力を……）

　彼の優しさが込められたそのローブを抱き締めた。そして声高らかに誓言する。

「私はファラン王国の王女、フィーラ。今こそ私たちの祖国を取り戻す時。カイド国と戦います！」

　かけ声の代わりに白刃が煌めいた。手にしていた剣を抜き、天に突き出して決意を示す。

　廃れた静かな港町に、鬨かちどきの声が響き渡った。




　奇襲だったこともあり、ファラン軍は絶えず優位に戦闘を進めることができた。

　しかもこの町にいた精鋭は前日に国境での戦争に増援として向かっており、残っていたのは警備兵ぐらいだったのだ。

　これならそう多くの被害も出さずに目的を達成させることができる。そう考えたシャフィは、ほんの少し油断をしてしまった。

「姫！」

　緊迫した誰かの声がして振り向こうとするが、それよりも早く後ろに回った敵兵に腕を拘束され、首元に短刀が押し当てられた。たったひとりの敵兵の行動に味方全員が動きを止めてしまう。

「全員武器を捨てろ。王女を殺すぞ」

　押し殺した声は殺気に満ちていた。背後に音もなく忍んできたことといい、彼は普通の兵士ではないようだ。

　だが。

（もう私は守られているだけの弱い存在ではない！）

　今のシャフィはリスターと一緒に戦い続けた魔導師でもあるのだから。彼の相棒として弱い姿は晒せない。短刀から身を躱しながら小さく、魔法を唱える。

　リスターと離れてから戦闘魔法を使っていないが、身体は間合いもタイミングも、すべて覚えていた。

「何っ……！」

　男は完全に油断していた。

　その身体を襲う雷撃。それは命を奪うほどではないが、確実に戦闘意欲を喪失させるくらいの威力はあった。痙攣しながら倒れ伏す男を、周りにいた味方がすかさず捕縛する。そして駆け寄って来たフォンスが、シャフィを背中に庇った。

「姫、ご無事ですか？」

「少し油断をしてしまいました。迷惑をかけてごめんなさい。でも、もう大丈夫です。自分の身は、自分で守りますから」

　顔を上げて微笑むと、フォンスは少し口籠もる。

「……強くなられたのですね」

　シャフィはもう一度微笑んだ。

「ええ。傍でずっと見守り、支えてくれた人がいたから」




　領主は捕縛され、この町はファラン軍の支配下に置かれた。残っていたカイド兵もひとり残らず捕らえられ、地下牢に閉じ込められた。

　それから領主の館にある広い部屋で、シャフィとフォンス、そして今回の決起でこの町に駆け付けたファラン国の貴族たちは、戦闘の跡も生々しく残る鎧姿のままで今後について話し合いをしていた。

「今回の戦闘はルーベリーの勝利だったようです。攻め入ったカイド軍を、国境の向こう側にある大河の付近まで押し戻したそうですから、圧勝とまではいえなくても相当健闘したのでしょう」

　あの獰猛なカイド軍相手にそこまでやったのかと、感嘆の声が上がる。

「それほどまで、ルーベリー軍は強いのですか」

　単独で勝利できるのなら、こちらと手を組む意味はあまりないだろう。交渉は困難かもしれない。

　しかしセイダンは首を振った。

「いえ、どうやらカイド軍の先鋒を勤めていた騎士が寝返ったらしいのです。敗北はそのせいでしょう」

「寝返った……？」

　あの残忍な男に逆らおうとする者がいたのか。己に逆らう者には容赦しないと言われている、カイド王に。

　先鋒を任せられるほど近くに仕える者ならば、王の残忍さを誰よりもよく知っているだろう。どんな信念があったとしても、その後どんな目に遭うかを考えれば、ルーベリーが必ず勝つという確信がない限り、寝返ることなどできないように思われた。

　同じことを思ったのだろう。ひとりの貴族が口を開く。

「あの男は我が国に攻め入る前、侵略に反対していた異母弟を処断しています。カイド軍が優位の中、よく決心をしたものです」

　それに答えたのはフォンス。報告書に詳しい記載があったのだろう。読み上げるように、その経緯を説明する。

「どうやらその処断された異母弟が死を逃れ、ルーベリーに与して反旗を翻したようだ。彼の人柄を慕っていた騎士も多かったらしい。先鋒を務めた騎士も非道な王に剣を捧げるより、信じた道に命を賭けたのだろう」

　力ですべてを支配しようとしても、人の心まで支配することは誰にもできない。どんなに痛めつけられても屈せず、立ち上がる人間はいるのだ。

（私もそうありたい……）

　シャフィは決意を固めるように、掌を握り締める。カイド王を目の前にしても怯えることなく、今度こそ毅然として戦いを挑みたかった。

　敵国の人間とはいえ、あの王に死を恐れずに諫言し続けた勇気は賞賛に値する。

　敵を同じくする間柄だ。いつか戦場で会う日がくるかもしれない。




　朝になってから事態を知り騒然とする町の者を前に、フォンスはファラン復興を掲げて演説をしている。彼の提案で、この地の支配が確実なものになるまで、シャフィはしばらく人目に付く場所には出ないことになっていた。敗走したとはいえ、まだ遠くない場所にカイド軍がいる。そしてルーベリーがこちらの提案にどう出るかもわからないのだ。

　ファランが復興するまでは王女の代わりになれる者はいないという彼の言葉に、今は素直に従った。だからその存在は明かしても、姿はしばらく隠されたままになるだろう。

　けれどもその言葉通りに、領主の館の最奥で騎士に守られているつもりはなかった。

　剣を使える騎士は大勢いても、魔法を使える者はほとんどいない。シャフィは魔導師のローブを身に付け、ファラン軍のひとりとしてその列に加わっていた。

　戦う意志だけはフォンスに何を言われても変えるつもりはない。

　それに彼女の魔法を間近で見たフォンスは、そんなに強固に反対したりせず、ただ無茶はしないようにと心配そうに告げただけだった。

　ファラン軍の行動とフォンスの言葉は、たいていは好意的に受け止められたようだ。

　港の再開には歓声すら上がった。

　町の治安が維持できるのかと危惧する声も上がったが、フォンスは背後の完全武装をしているファラン軍を示し、この町の安全は必ず守ると誓言した。

　まずこの町をきっちりと守り、発展させていくことがファランの未来にも繋がる。そう考えているからこそ、彼の言葉は真摯だったし、元々ファラン国である町の者はそれを受け入れてくれた。




　それからフォンスは港の復興に取り掛かった。

　使われないままだった船は傷みが激しく、稼働できるようになるには時間が掛かるかもしれない。それでも忙しく歩き回る船乗り達の顔はどれも明るく、年老いた船乗りでさえも一番最初に海に出るのは自分の船だとまるで子どものようにはしゃいでいる。

　同時に町の周りには防壁が築かれていく。活動しているのは主に兵士たちだが、手が空いている住民が手伝えばその分の賃金が支払われることとなった。

　廃れた町で職を失い、その日暮らしをしていた者たちが次々と集い、仕事はきついけれど働ける喜びで顔が明るくなっていった。毎晩のように酒場からは笑い声が聞こえ、陽気な歌声が領主の館まで響いてくる。

　シャフィは窓を開けてその声を聞いていた。

　町が再生されていく様は、町の者だけにではなく自分たちにも力を与えてくれる。

（このしあわせを守りたい……）

　そう思っているのは彼女だけではなかった。

　町の人の声に耳を傾ける、フォンスの真剣な表情。権力に固執しているように見えた最初の印象など、もう何処にもない。人は変われるのだ。

　弱くて無力だったシャフィがリスターとの出逢いで変わったように。




　そして、今年最初の雪が空から舞い降りた頃。

　山脈の近くではまた戦争が起こっていた。体勢を整えたカイド軍はすぐさま反撃に移り、今度は国境を越えてルーベリーの国内にまで攻め込んだ。そして一時的に退却した相手を追撃するのではなく、近隣の村を襲い、さらにルーベリー軍の兵糧を焼き払ったのである。

　先鋒に裏切られた怒りにまかせて蹂躙したのではない。

　カイド王は首都から戦地までの距離が敵国の弱点であると悟り、効果的な方法を選択したのだ。

　どうやら彼は、シャフィが思っていたようなただの暴君ではないようだ。

　これから寒さが厳しい季節になり、今から国境を守る兵士のための食糧を集めるのは、困難を極めるだろう。かといって軍を撤退させてしまえば、容易くカイド軍に攻め込まれてしまう。

　鍵になるのは、海路。

　だからこそカイド王はファラン軍が占領した港町をこのまま放置しておくとは思えなかった。ルーベリーがこの苦境を乗り切る鍵が、この地にはあるのだ。

　フォンスはこの機を逃さず、大量の穀物を手土産にルーベリーに使者を送った。

　国境を越えて攻め込んでくるかもしれないカイド軍が、こちらに矛先を向ける前に食糧を届けることができれば、ルーベリーの反撃によってこちらに目を向ける暇はなくなるだろう。早いに交渉が成立すれば町に損害を与えることなく、同盟に近い状態に持って行くことができるのだ。

　船の修理は完璧だった。

　冬の海は荒れるが、船乗りたちはどんなに荒れていても必ず届けてみせると自信に満ちた顔で笑っている。あとはルーベリーの返答を待つだけだ。

　防壁に築かれた見張り台の上に立ち、シャフィは久しぶりに海を見つめていた。

（……リスター）

　戦いを前にして考えるのは、やはり彼のことだった。戦場となったルーベリーで今、何をしているのだろう。無事なのだろうか。

　シャフィにとってリスターがいるこの海の向こうは特別な場所だった。

　その海に今は静かに雪が降っている。

　まだ降り始めのこの時期では、どんなに降っても雪は海に触れると儚く溶けて消えていく。吐息すら白く濁らせる冷たい空気が肌を刺した。

　使者を乗せた船は昨日の朝早く、この凍える海の中を旅立っていった。

　シャフィは遠ざかる船の輪郭が少しずつ霞んで、白い視界の中に消えていくまで静かに見守った。そろそろ辿り着く頃だろうか。そしてルーベリーの姫将軍は、どんな返答をするのだろう。

　指揮官が王族の姫だということは、こちらの申し出に対して王都にいちいち伺いを立てる必要はないだろう。だからもしルーベリーがその気ならばすぐに返答を寄越すはずだ。

（これで私達の運命が決まる）

　両手を持ち上げ、指先に息を吹きかける。まるで凍り付いたかのように冷たい。

　ここまでは、何もかも順調に進んだ。すべて狙い通りに事を運ぶことができている。しかしここに来て、焦燥が暗雲のようにゆっくりと胸の中に広がっていた。逸る気持ちに駆り立てられるように、シャフィはずっと降り続ける雪の中に立ち尽くしている。




　肩や髪に雪は降り積もり、身体は冷たい。これ以上冷えてしまうと、体調を崩してしまうかもしれない。

（そろそろ中に入ろう……）

　そう思って見張り台から降りたとき、非常を知らせる大きな鐘の音が鋭く鳴り響いた。がらん、がらんと鳴り続けるその音は非常事態が起こったことを町中に伝えている。

　シャフィはその音に素早く反応した。雪に足を取られながらも、もとの場所に駆け戻る。そして素早く視界を廻らせる。

　鐘の音がしたのは彼女が見ていた方向とは反対側。山脈がある方角だった。

　世界は白く覆われていて、どんなに目をこらしてもよく見ることができない。視覚に頼ることを諦めて、目を閉ざして耳を澄ませた。

　かすかに聞こえるのは、軍馬の蹄。甲冑の擦れる音。

（……まさか）

　血の気が引いた。あの方向から軍が来るとしたら、カイド軍しか考えられない。まさかこれほど早く攻め入ってくるとは。

　だが嘆いている暇などない。

　吹雪のせいで発見が遅れてしまったかもしれない。恐らくカイド軍は、すぐそこまで迫っているのだ。非常を知らせる鐘の音に、町の人たちは慌てて家の中に駆け戻っていく。シャフィは逃げ惑う人たちの群に逆らって、雪に覆われた街道を走った。

「町への侵入を許すな！　重騎兵を門の近くへ。弓兵は防壁の上に上がれ！」

　フォンスの指示が聞こえてきた。

　その声に従って無言で配列につく騎士や兵士たちの姿を見て、シャフィの心も少し落ち着いてくる。

（大丈夫。予定よりも早かったとはいえ、想定していた事態が起こっただけ……）

　それに今、ほとんどのカイド軍はルーベリーに攻め込んでいる。こちらに回ってきたのは控えていた後方部隊だろう。人数的にはこちらとそう大差がないはずだ。

　シャフィは数人しかいない魔導師を引き連れて防壁に登った。そこには大きな柵があり、その影から弓兵が矢を構えている。彼女もその影に身を潜める。

　向こうが魔法を放ってきたら、それを相殺するのが魔導師の役目だ。

　神経を研ぎ澄ませて、その気配を探った。

「……もし相手が火矢を使ってきたら、下に降りて後方で回復に専念してね」

　他の魔導師にそう声を掛ける。

　この雪の中では、物理的な炎ではきっと効果が薄い。魔導師がいるのなら絶対に魔法を使ってくるだろう。

　息を潜めて前方を見つめた。

　金属の擦れ合う音。そして軍馬の嘶き。確実に敵は近付いている。こんなに寒いのに、掌に汗が滲んだ。緊張を解こうと、ゆっくりと息を吐く。

　傍にいる弓兵が矢を構えた。きりりと弦を張る音が耳に残る。もう矢が届くほどの距離にいる。それなのに火矢も魔法も放たれる気配を感じなかった。

　機動力を重視して騎兵だけなのだろうか。それとも魔導師がいないとこちらが油断した途端、襲ってくるのだろうか。

　周囲の魔導師がシャフィの指示を待つように見つめている。

　もし騎兵だけならば接近戦のみとなり、治癒魔法の存在がとても重要になる。ここにいるよりも下へ降りた方がいいのだろう。しかしこちらが町に立てこもるのは容易に想像できるはずだ。魔導師のひとりも連れてこないのはあまりにも不自然すぎる。

　フォンスはすでに臨戦態勢を取っているだろう。敵が間近に迫っている今、もう相談することはできない。

（私が判断しなければ。この戦闘の行方を決めるかもしれないことを）

　唇を噛み締める。

　空気を切り裂く音がした。

　防壁の上に立つ弓兵が、騎馬隊に向かって矢を放ったのだ。金属の跳ね返る音。ほとんどの騎兵は盾で矢を防いだようだが、中には落馬する者もいる。だが騎兵は仲間を助ける素振りも見せず、ただ一心に城門に向かって突き進んでくる。

「下へ。城門近くの兵士の援護を！」

　もう迷っている暇はなかった。シャフィは他の魔導師にそう告げると、ひとり防壁の上に残る。目を閉じて、唱えるのは防御魔法。それを兵士にではなく城門に掛ける。回復は他の魔導師に任せて、少しでも兵士たちの負担を減らす方向に魔法を使う。それに敵の魔導師がこの場にいるのなら、余計な戦力は使わないようにすぐにこれを解除してくるはずだ。だがそれはなかった。だからここで決断する。

（敵は騎兵のみ！）

　こちらが魔法を交えてしっかり防衛して時間を稼げば、本隊の状況を考えて撤退するだろう。それにまだルーベリーから返答が来る可能性だって残されている。

　一度決断すれば、もう実行するだけだった。

　弓兵に混じって防壁の上に残り、全体を見渡しながら要所に防御魔法を掛ける。弓矢の攻撃力は弱いが、それでもこちらには損害がなく一方的に攻撃できるのは強みだった。

　このまま行けば、たいした被害もなく追い返せるかもしれない。

　そう思った矢先。

　空気が張り詰めた。

「……？」

　シャフィはそっと空を見上げる。

　いつのまにか雪は止んでいた。

　隅々まで白く染まった白い世界。その向こうにうっすらと人影が見える。

　人数としてはそう多くないが、背筋が冷えるような感覚。必死に目をこらして前方を見つめた。ひとりは鎧を着た騎士のように見える。そしてその周囲にいるのは。裾の長いローブが風に舞っていた。鎧は身につけていない。

（まさか……魔導師？）

　息を飲む。間違いなかった。吹雪に隠れてその身を潜ませていたのだろう。

　そしてこの空気の震え。相手は大きな魔法を使おうとしている。確かに今、対峙しているカイド軍の中に魔導師はいなかった。やはり後方に控えていたのだ。しかもかなり強力な魔導師だろう。

　しかし自らの判断を後悔している暇はない。

　判断ミスや間違いは誰にでもある。大切なのは、すぐにその対策を立てられるかどうかだと、今まで学んできた。

「城門前にいる兵士に防御魔法を掛けて！」

　これほど大きな声を出したのは初めてかもしれない。下に向かった魔導師にそう叫ぶと、周囲の弓兵に柵の影に身を隠すように告げる。

　そして正面を向く。

　大きな魔法ならば起動まで時間がかかるし、距離もある。まだ猶予はあった。

　シャフィは魔法を唱えた。

　双方に魔導師がいる以上、損害をまったく出さずに勝利することは残念だがもう難しいだろう。ならば防御側は少しでも兵の数を減らさずに、長く時間を稼いだ方が有利だ。そして要所に防御魔法を掛けたシャフィの魔力はもうわずかしか残されていない。ならば最初に先制攻撃をして勢いを付け、あとは他の魔導師に兵士の治癒を任せて魔力の回復に専念しよう。

　彼女の放った魔法は騎馬隊の中央に命中し、その歩みを止めた。

　馬が倒れ、乗っていた人間が投げ出される。この乱れた体勢を整えるには相当の時間が掛かるだろう。それを見届けると、後方に下がって魔力の回復をしようとした。

「！」

　矢の形に変化した魔力が、防壁の上に無数に降り注いできた。シャフィは咄嗟に防御魔法を掛けたが、足りない魔力では防壁全体を覆うことはできなかった。何人かの弓兵が魔力に貫かれ、防壁の下に墜落する。それでもまだ内側に落ちた者は、すぐに味方の魔導師に回復魔法を施されて命を落とすことはなかった。だが防壁の外側に落下した者はすぐに敵兵の刃に貫かれ、あるいは暴走した馬に踏み潰されて無残な姿を晒していた。

「……」

　その光景に唇を噛み締める。

　どんなに自分の無力を呪ったとしても、もう彼らの命は戻らない。

　これが戦争であり、戦うということだ。仲間を失う覚悟、そして自分の命も失う覚悟をしてこの場に立っている。そして同じ人間を敵という名で呼んで、その命を奪う覚悟も。

　顔を上げてしっかりと前を見る。目を背けてはいけない。自分の意志でこの道を選んだ限り。

「すぐに下に降りて。これで終わりじゃないわ。早く！」

　階段などを使っている場合ではない。下に飛び降りて足を折ったとしても、城門の外側に落ちて馬に踏み殺されるよりましだろう。

　もっと急いで、と叫ぼうとした声は唐突に途切れた。

　身近に迫った危険に全身が震えた。

　ふわりとした浮遊感。

　ほんの一瞬のはずが、やけに長く感じる。それでも目を瞠るだけで何もできず、全身に走る激しい痛みでようやく我に返った。

「……っう」

　シャフィは状況もわからないまま、取り敢えず呼吸すら困難にする痛みを取り去ろうと、回復魔法を唱える。本来ならば激しい痛みの中で成功させるのは難しい。けれどこれでも治療師になって生きていきたいと思っていたくらいだ。回復系の魔法には自信があった。

　痛みが完全に消え去ると、身体を包む雪の冷たさが身にしみた。顔を上げると、防壁のあった場所が吹き飛ばされてなくなっている。それを見て攻撃魔法によって防壁は破壊され、上にいた人間はすべて地面に叩き付けられたのだとようやく気が付いた。降り積もった雪がなければ、痛みで動けないどころか即死していてもおかしくはない。昔に比べると随分鍛えたとはいえ、王城の奥で大切に扱われて育った身体は強くはないのだ。

　そっと周囲を見渡すと、シャフィはひとりだけ随分遠くにまで飛ばされたようだった。鎧も身につけていないし、他の兵士とは比べものにならないほど身体が軽いのだから当然なのかもしれない。

　まだ誰も足を踏み入れていなかった深雪の上でゆっくりと身体を起こす。

　防壁には梯子が掛けられ、敵兵が次々とそれを乗り越えていくのが見えた。敵の魔導師は城門の守りが固いことを見抜き、防壁に目を付けたのだ。中では激しい戦闘が繰り広げられているのだろう。剣戟の音や叫び声が離れたこの場所まで響いてくる。

　ここで魔力の回復を待つか、それともすぐに駆け付けるべきか。

　城門付近は敵兵だらけで、近付くのは危険すぎる。それに魔力の尽きた魔導師は足手纏いにしかならないだろう。シャフィは周囲に人影がないことを確かめ、そっと物陰に移動した。

　混戦の気配に仲間の身を案じながらも、魔力の回復を高める薬をゆっくりと飲み干す。苦みが口の中に広がる。せめて回復魔法を何度か唱えられるくらい回復したら、仲間と合流するつもりだった。町に被害を出さないように、たとえ城門を突破されたとしてもその付近で抑えなければ。

　何度か浅い呼吸を繰り返して身体の調子を整える。立ち上がり、皆に合流しようとした時、大きな音を立てて城門が開いた。ついに突破されてしまったのだろうか。

　門の外側にいた敵兵が中に傾れ込むのではなく、町の中から兵士たちが次々に駆け出してくる。見覚えのない鎧。その正体がわからずに、混乱する。

　何が起こったのだろう。

　だがその見知らぬ兵士たちは、カイド軍だけを選んで攻撃していた。そのうち大きな旗を持った騎士が堂々と戦場にそれを掲げる。

「あれはルーベリーの……」

　蒼い旗が冷たい風に靡く。それは間違いなくルーベリー国の旗だった。恐らく海路で応援に来てくれたのだろう。

　今、ルーベリーの本隊はカイド軍と国境で戦闘中なのだ。その数は決して多くはないだろう。それでもルーベリーは援軍を出してくれた。きっと何とかなる。この戦闘だけではなく、これから先のことも含めて。

　シャフィはようやくひとつの危機を乗り越えた安堵から、思わず雪の上に座り込んでいた。

　座り込んだ雪面から伝わる冷たさ。肌を浸食するような痛みで我に返る。

「……まだよ」

　戦いは終わっていないのだ。

　ここで放心している暇はない。はやく仲間と合流しなければ。

　震える両手を強く握り締め、そして顔を上げる。

　いつのまにか、また雪が降り始めていた。

　でもそれはすべてを凍らせようとする風雪ではなく、ふわりと舞う、羽根のような雪。

　降り積もる雪に足を取られながら、撤退していく敵兵に見つからないように気を付けながら城門付近へ急いだ。

（これでは、近付けないわ……）

　そこは激しい戦場だった。

　ルーベリー、ファランの両軍とカイド軍が入り乱れ、剣を交えている。剣戟の音と、濃い血臭に唇を強く噛み締める。怪我人は領主の館に運び込まれているようだ。魔導師の数は少ない。一刻も早く、治療しなくてはならない。

　何とか隙を見て入り込めないかと、城門の様子を伺っていると中からひとりの剣士が姿を現わした。

　鎧も身に付けず、この極寒の中でも細身の剣を持っただけの軽装だ。カイド軍の兵士たちは、その剣士を見て明らかに動揺した様子だった。彼と剣を交えるのを拒むように、カイド兵士が後退する。

「あれは……」

　どきりと胸が高鳴る。

　手足が震え、立っていられなくなる。

「そんな。まさか……」

　あの細身の長身を、横顔を見間違えるはずがない。風に靡く赤味を帯びた金色の髪を、忘れるはずもない。

　言葉もなく見つめるシャフィの目の前で、彼は剣を抜き放った。瞬時に、身が竦むほどの殺気がこの空間を支配する。

「リスター！」

　力なく座り込んだシャフィがそう叫ぶのと、細身の剣を手にしたリスターがカイド軍に切り込んでいくのと、ほぼ同時だった。

（リスターがルーベリー軍に？　どうして……）

　その振われる剣の容赦のなさに、シャフィは両手を握り締める。

　彼が対峙するのは魔物だけ。他人に危害を加えようとする者には容赦しなかったけれど、それでも柄に収めたままの剣で殴打するだけだった。それなのに、今のリスターの剣は確実にカイド兵を切り裂いている。

　知らずに、涙が溢れ出る。優しい彼がそれを望んでいるはずもない。

　危険に晒したくないと思い、何も言わずに置き去りにした。だが突然姿を消した恋人を、リスターが探さないはずがない。

（傷付けたくなかった。それは本当。でも、私は……。私のしたことは……）

　結果的にはそれが、彼をこの戦場に引き摺り出してしまったのかもしれない。

「……姫様」

　抜き身の剣を手にしたまま周囲に視線を廻らせていたフォンスが、座り込んでいるシャフィを見つめて真っ先に駆け寄ってくる。

　城門付近のカイド兵は、リスターを始めとしたルーベリー軍の奮戦で少しずつ後退していた。

「お怪我はありませんか」

　シャフィを自分の身体で庇うようにして周囲から隠すと、彼は囁くように告げた。震える両手を固く握り締めながら、こくりと頷く。

「大丈夫です。私は、大丈夫……」

　まずはこの戦闘を終わらせなければならない。シャフィは唇を噛み締めて立ち上がった。

　今や数では完全に優位に立ち、敵は撤退を始めている。もう少しだ。

「怪我人の手当をします」

「すべて領主の館に運ばせています。もうこの周囲は安全だと思いますが、どうぞお気を付けて」

　シャフィは彼の元を離れてその場所へ向かった。途中、敵を追撃していくルーベリー兵とすれ違う。何度も振り向き、リスターの姿を探したが、もうその姿は見えない。

　あまりにも彼を恋しく想う心が見せた、幻だったのだろうか。

　その時、館の奥から仲間の魔導師の声がした。

　怪我人が多くて手が足りないらしい。シャフィは迷いを振り切るように首を振り、心を奮い立たせて、既に治療を始めていた魔導師と合流した。

　今は何も考えずにただ治癒魔法を使う。

　さいわいにも、命に関わるほどの重傷者はいなかったが、一番奥の部屋には防壁から振り落とされて命を落とした弓兵が安置されていた。もしルーベリー軍が駆け付けてくれなかったら、もっと犠牲者は増えただろう。

　祖国のために立ち上がり、そして戦ってくれた仲間。扉の前でそっと祈りを捧げ、その魂が安らかであるように願う。

　それから部屋を出た。

　いつのまにか空は闇の気配を孕んでいた。

　遠くから水が押し寄せる音が微かに聞こえてくる。立ち止まり、目を閉じて耳を澄ませた。寄せては返す波の音に、片時も忘れたことのない愛しい人の姿を思い浮かべる。

（リスター。確かにあれは、リスターだったわ）

　彼は今、どこにいるだろう。

　話をしたい。会いたい。

　すぐに探しに行こうとしたが、ファラン兵に呼び止められる。フォンスが呼んでいるらしい。

　それがルーベリー軍の代表との会談についてだと聞けば、後回しにもできない。

　何度も城門の方を振り返りながら、フォンスの元へ向かった。

　彼はまだ鎧姿だった。傍にいる副官と何やら話し込んでいる。シャフィの姿に気が付くと、副官は深々と頭を下げて別室へ下がった。

「ごめんなさい、邪魔をしてしまったかしら」

「いえ、これからルーベリー軍の代表との会談があり、その準備に向かったのです」

　そしてフォンスと、これから行われる会談の内容について細かく打ち合わせをする。それから彼と一緒に使者が待つ部屋へ向かった。

　フォンスの後ろ姿を見つめながら、シャフィは気を引き締める。

（まだまだ、これからなんだから……）

　あえて着替えをせず、魔導師の姿のまま向かう。それは庇護を請うたのではなく、共に戦う覚悟なのだと、ルーベリー王国に伝えるために。

　ルーベリーからの使者は、第二王女ラーナ姫からの親書を携えていた。それには食糧支援に対する礼と、同盟について直接話し合いをしたいという旨が書かれていた。

　しかし今、前線で指揮をしている王女が前線を離れるわけにはいかない。だからこちらが彼女のいるルーベリー国に向かうしかないだろう。

　話し合いの結果、明日の朝に船で旅立つことに決まった。留守はセイダンと、ルーベリーからの使者のふたりに任せることになる。

（明日から、また忙しくなる）

　ルーベリー兵は、一階の部屋で休んでいるらしい。

　リスターに会いに行きたい、と何度もその方向に足を向けたが、それらしい人影を見つけることはできない。本当に幻だったのだろうかと、諦めそうになってしまう。

　早めに休んでしまおうと、シャフィは寝室に戻った。

　その時、がたんと窓が音を立てて開いた。雪を含んだ風が、暖炉で暖められた部屋の中に吹き付ける。

　潮風で浸食されたこの建物は、さすがに優美な見た目に反して随分痛みが進んでいた。本来の持ち主が住んでいた頃は恐らく丁寧に修繕されていたに違いない。だがカイド国の手に渡ってからはほとんど朽ちるままに任せられていたようだ。

　この窓枠も先ほどから強い風が吹く度にがたがたと揺れていた。とうとう風の強さに負けてしまったのだろう。シャフィは冷たい風から身を守るためにショールを羽織ると、立ち上がり、窓を閉めようと手を伸ばした。海から吹き抜ける風が直接肌に当たる。凍るような風の冷たさは指先から身体を浸食し、全身に広がっていく。寒さに身を震わせながら、吸い寄せられるように暗い海を見つめる。灯台の眩しい光に照らされて、風に煽られて踊る水の音。

　ふと心の底に、言葉にできない不安が生まれる。

　ルーベリーとの同盟も成立しようとしている。すべてが順調に進んでいるのに、どうしてこんな気持ちに襲われるのだろう。

（……大丈夫。すべてが順調に進んでいる。もう何も、怖いことなんてない）

　リスターの傍を離れたことよりもつらいことなんて、もう起こらないと思っていた。

「あ……」

　ふと、海辺に人影が見えた。剣を手にした細身のシルエット。リスターに間違いないと、シャフィは部屋を飛び出そうとした。

「姫？」

　しかし部屋の前には見張りをしていたのか、ファランの兵の姿があった。慌てて飛び出してきたシャフィの姿を見てかなり驚いたようだ。

「どうかなさったのですか？」

「……いえ、何でもありません」

　カイド国から襲撃を受けたばかりで、しかもまだ同盟が完全に成立していないルーベリー軍と一緒にいるのだ。王女を護衛するのは当然かもしれない。シャフィは仕方なく部屋に戻るしかなかった。部屋に戻ってからすぐに窓を開けて外を見たが、あの人影はまったく見えない。

（……リスター。本当に、あなただったの？）

　胸が痛くて、苦しくて。シャフィは闇に閉ざされ、海と空の区別がつかなくなってもまだ、外を見つめていた。








第四章　春の女神は夢をみる













　その日の朝を、シャフィは静かに迎えていた。

　早朝の空気を胸一杯に吸い込むと背筋が伸びるような、ほどよい緊張が身体を満たしていく。

　息を白く濁らせる冷たい空気の中、いつも身に付けている魔導師のローブに着替えた。

　王女としてルーベリー王女を訪問するにしても、場所は戦場だ。

　華美な服装など目立つし、邪魔になる。それにルーベリーの代表を迎えた時のように、庇護して貰うのではなく共に戦う覚悟なのだと伝えるためにも、魔導師の姿の方が良いだろう。

　準備を終えた船は、港町を警護するために残ったセイダンに見送られて、港を出発した。

　冬の海は荒れていて、船上から海を眺めたいと思っていたがそれは叶わず、シャフィは揺れ続ける船室で目を閉じていた。

　そして翌日の昼過ぎに、船はようやく港に辿り着いた。

　冬で海は荒れ果てていたので少し時間が掛かったが、温暖な季節だとその日の夜には到着するらしい。

　外には冷たい風が吹いてる。しかし凍るほどの寒さではないらしく、空から降り注ぐのは雨だった。濡れないようにフードを被り、そっと周囲を見渡す。

（港はもう、閉鎖されているようね）

　厳重な警備の中、港に辿り着いた船は細部まで調べられてからようやく停船を許されている。見える人影はすべてがルーベリーの兵士だった。

　空気から伝わる緊迫。前線はまだ遠い場所とはいえ、ここは紛れもなく戦場だと思い知る。

　こんな肌を刺すような緊張感は初めてではない。

　リスターと大陸中を回っていた頃は、一度でも失敗したら命を落とすような状況に陥ることなど何度もあった。彼から離れ、すっかりファラン国のフィーラ姫として生きてきた彼女の中にいる、魔導師シャフィが目を覚ます。

　まるで細い糸のような雨が降り注ぐ中、足早に導かれた館の中へ入った。今夜はここに泊まり、翌朝にはルーベリー王女と対面する予定だった。

　木造の館は大きなものではなかったが、手入れが行き届いており、とても清潔に保たれている。一階は兵士の宿舎になっているらしい。ファラン国の兵士にはその中の一室が明け渡されていた。

　シャフィとフォンスは彼らにしばらくその場所で休むように告げると、この館を管理している者に案内されるままに二階へと移動した。

　ふわりと花の匂いがした。二階は客間になっているらしく、一階に比べると部屋数が少なく、ゆったりとした造りになっている。廊下に飾られた大輪の花。その華やかな香りは、失われた過去を思い出させる。

（懐かしい……）

　花に溢れていた常春の国。もう失われてしまった祖国を。

　その建物の中でも一番奥の広い部屋に案内された。身の回りの世話をする女性が必要か聞かれ、首を振る。

「いえ、大丈夫です。お気遣いありがとうございます」

　そう言いながら、改めて部屋の中を見渡した。

　するとここにも綺麗な花が飾られていて、その館の住人の歓迎の意を伝えてくれた。

　その花の香りを楽しみながら部屋の奥にある寝台に腰を下ろすと、そのまま仰向けになって目を閉じた。長い時間船の中で波に揺られていたせいか、まだ揺れているような気がして何だか落ち着かない。外の空気を吸えば少しは、気分が良くなるかもしれない。

　シャフィは窓を開けて冷たい風に身を任せていると、ひとりの兵士が部屋を訪れる。見覚えのある顔ではない。ルーベリー兵だろう。

「ラーナ王女がご挨拶をしたいと申しております」

　予定よりも早く、ルーベリー王女が到着したらしい。

「わかりました。すぐに伺います」

　途中でフォンスと合流してシャフィは王女のもとへ向かう。案内された場所では、ひとりの女性がふたりの到着を待っていた。

　女性にしては背が高く、煌びやかな鎧を身に纏っている。しかしその鎧は激しい戦闘の跡をくっきりと刻み込んでいた。

（まさかルーベリーの王女ともあろう方が、敵と剣を交えたの？）

「こんな格好で申し訳ない」

　女性にしてはやや低いが、滑らかな美しい声だった。

　戦場に出ているとはいえ王族のひとり、しかも女性である。

　男勝りな王女とは聞いていたが、軍をまとめ上げ指揮する能力には優れていても、自ら戦うことはないだろうと思っていた。だが目の前に現れたラーナ王女は腰に幅広の剣を差している。座る時にその長い剣を少しずらして腰を下ろす仕種はとても手慣れていて、まるで歴戦の戦士のようだ。

　その剣から顔を上げて見れば、彼女の身体を縁取る豪奢な金髪が目を引いた。長い巻き毛の髪を束ねずにそのまま垂らしていて、もちろんその髪にも肌にも飾りはひとつも付けていない。その姿はまるで魔導師の見習いだった頃に何度も見掛けていた、手練れの女剣士のようだ。顔立ちも美しいというよりは凛々しいという言葉の方が似合う。

「初めてお目に掛かります。私はファラン国のフィーラと申します」

　ルーベリー王女ラーナは、丁寧に挨拶をするシャフィを見て微笑んだ。

「ルーベリー国の第二王女、ラーナです。こんなに遠方まで来て頂いて、申し訳ありません」

「いえ、援軍を頂きとても助かりました。そのおかげで苦境を乗り切ることができましたから」

　お役に立てたのならばよかったと素直に言う彼女はとても気さくな人らしい。ラーナ王女は、シャフィを見て目を細めて言った。

「ファラン国の王女が春の女神と呼ばれていたのは知っていたけれど、こうして見ると圧倒される。正装したらどんなに綺麗なんだろうね」

「……美しさなんて何の役にも立ちません。私も、あなたのように戦える強さが欲しかった」

　思わず口にしたのは、シャフィの本音だった。

　もっと強ければ。もっとたくさんの魔法を覚えることができていて、もっと大きい魔力があれば、先ほどの戦闘でひとりも失わずにすんだかもしれないのに。

「でも強くなりたいって気持ちは、私にもよくわかる」

　ラーナはまるで姉のように優しく、シャフィに微笑んだ。

「ひとりでは無理でも、ふたりなら可能なこともあるかもしれない。これからは協力して、カイド国の侵略を止めよう」

　そうして彼女は、控え目に背後に佇んでいたフォンスを見る。

「あなたがフィーラ姫の婚約者で、ファラン軍の代表だね。春の女神を娶るなんて、幸運な男だね」

　彼はラーナに向かって失礼にならない程度に微笑みながら、礼儀正しく挨拶をする。

「実は、あとで紹介したい人がいる」

　フォンスと言葉を交わした後、不意にラーナは真顔になった。

「あなたたちにとってはあまり歓迎できる存在ではないかもしれないけれど、この戦況を打破するには重要な人だ」

「……カイド国の異母弟、ですか？」

　不意に表情を引き締めてそう言うフォンスに、ラーナは頷く。

「そうだ。彼がいなければルーベリーは致命的な負けを被っていたかも知れない。あなたたちにとっては敵国の出身かもしれないが、カイド王がファランに攻め入った時には、すでに彼はカイド国から逃れている。あの男は、領土拡大に反対する弟を殺そうとしたのだからな」

「わかりました。出身がどこであれ、敵を同じくするのならば私たちにとっては仲間です」

　シャフィがそう言って頷くと、ラーナはあきらかに安堵した顔で笑う。

「そう言ってくれるとありがたい。彼はルーベリー国内で、私の側近に見つかって捕らえられてね。けれどカイド王を倒すという目的は一緒だったから、私の方から頼んで軍に入ってもらった」

　そう言って部屋を出て行くラーナに従って、シャフィとフォンスも後に続く。ラーナの歩調は早く、シャフィは追い付くのも精一杯だった。

「本当は彼の腕は剣を持てるような状態じゃなくてね。カイド王は異母とはいえ弟を相手に、随分酷い拷問をしたようだ。肉親の情など、あの男には存在しないようだね」

　歩みが早すぎると気付いたラーナは、申し訳なさそうな顔で立ち止まり、シャフィたちが追い付いたのを見ると、そう呟いた。憤りを隠そうともしない言葉に、シャフィは思わず顔を上げる。

（両腕の……拷問されたような跡？）

　リスターの、あの酷い怪我を負っていた腕を思い出す。

　胸の鼓動が速くなる。

　どくん、どくんと早鐘を打つ胸を押さえながら、震える足を一歩踏み出した。

（リスターは確かに、ルーベリー軍にいた。でも……）

　そんな筈はないと首を振るものの、やがて外に出るとラーナの歩み寄る先に見慣れた赤味かかった金色の髪が見える。

「……っ！」

　シャフィは立ち止まり、唇を噛み締めて声を押し殺した。

（そんな……。どうして……。リスター？）

「どんなに言っても、彼は最前線に出ると言って聞かなくてね。港町に向かった兵士の中に、彼もいたんだ。あの国で犯した、異母兄の罪をこの手で償いたいと、そう言って」

　やはり城門で見たのはリスターだったのだ。

（カイド王の……、あの男の異母弟……）

　異母兄弟とはいえ、外見も中身も、似ているところなどひとつもない。それでもラーナがそんな嘘を言う筈もない。

　現実に、思考が追い付かない。くらりと目眩がして、倒れそうになる。

「姫」

　支えてくれたのは、すぐ隣に居たフォンスだった。

「すまないが、また後で」

　青ざめたシャフィの顔を見て、ラーナがリスターに向かってそう言う。彼女だけではなく、きっと誰もがシャフィは彼を見てカイド王を思い出し、気分が悪くなってしまったと思うだろう。

（違うの。リスター。あなたのせいじゃ……）

　だが掠れた声は言葉にならず、目眩は酷くなるばかりだ。自然と支えてくれるフォンスにしがみつく形になってしまう。それを見たリスターは少し寂しげに笑うと、シャフィとフォンスに頭を下げ、足早に立ち去っていった。

「すみません、姫を休ませたいのですが」

「ああ、すぐに部屋を用意しよう。すまない、私の配慮が足りなかった」

　ふたりの会話が、遠く聞こえる。意識が遠退いていく。




　気が付けばそのまま、眠ってしまったらしい。

　目が覚めてみたら、もう翌朝だった。

　身支度を整えると、フォンスが訪ねて来た。

　彼は心の底から心配そうな顔をしながらも、それでも黙ってそばにいてくれる。その心遣いを感じ、少しずつ気持ちが落ち着いてきた。

「ごめんなさい。私、動揺してしまって……」

「姫が取り乱したのは、カイド王を思い出したせいではないようですね」

　静かな口調でそう言われ、素直に頷く。

「……私は彼を知っていました。今まで私をずっと守り、支えてくれていた人だったのです。でもまさか彼が……」

　カイド王の異母弟だとは知らなかった。

　そう告白すると、フォンスは考え込むように首を傾げる。

「あの方は知っていたのですか？　姫が、ファラン王国の王女であると？」

「いいえ、何も知りません。最初は男装していたくらいですから」

　男装していたと言うと少し驚いたようだったが、そうですか、と呟くと俯いた。

「……彼を、愛しているのですね」

　その言葉に、涙が零れ落ちる。

「ええ、愛しているわ。リスターがいなければ、私はもう死んでしまっていたかもしれない」

　それを聞いてフォンスは柔らかな笑みを浮かべた。労るような、限りなく優しい微笑みだった。

「どうか少しお休み下さい。明日の朝、会議があるそうです」

　気分が優れない自覚があったから、シャフィは素直に頷いて目を閉じる。

（リスター……。明日になったら、ちゃんと話ができるかしら）

　あの寂しげな笑顔が、どうしても頭から離れなかった。




　翌朝。

　シャフィは軽く朝食を取った後、フォンスと一緒に会議室に向かった。ラーナ王女の隣に座っているリスターの姿を真っ直ぐに見ることができなくて、自然と俯いてしまっていた。

　そんなシャフィの耳に飛び込んできたのは、カイド王が自ら軍を率いて戦場に出てきたという報告だった。

「え……」

　あの恐ろしい男が戦場に、すぐ傍に来ている。

「国王自ら率いる軍の勢いは凄まじい。もうすぐここに攻め込んでくるだろう」

　そう淡々と話すのは、ラーナの側近だと言う壮年のがっしりとした男だ。使い込まれた鎧にもその動作にも、いかにも歴戦の勇士らしき風格が漂っている。

「我が軍も一度はカイド国の国境近くまで攻め込み、主力軍を撤退させました。そのまま追撃をしていたのですが、向こうは王都からの援軍を得て反撃に出たのです。……先鋒の寝返りに腹を立てたカイド王自ら、軍を率いてやってきたようです。あの男は最後尾で白刃を抜き放ち、撤退する兵は切り捨てると叫びながら我々の軍に突入してきました。死に物狂いで突入してきた兵の勢いは凄まじく、もうすぐそこまで来ています」

「味方の兵士を斬り捨てるなんて、そんなことが……」

　そんなこと、と口にしながらもシャフィはあの王ならば、やりかねないのではないか、と考えていた。

　王都へ帰還する道もカイド軍に占領され、この港町にいるシャフィたちは四方をカイド軍に囲まれる状態になってしまう。ルーベリー本土からの援軍が来るまで、持つかどうかもわからない。

「……つまりこの場所が、最前線になるのですね」

　覚悟はいつでもできていた。だからこそ、魔導師の姿をしてこの国に渡ったのだ。

「はい。すでにルーベリー首都からは大型の船で援軍が出ています。我々はそれまでこの地で耐えるつもりです。ですが援軍がいつになるかはわかりません。間に合うのかも、わからないのです。ですからラーナ様を、我らの王女を連れてファランの港へ行って頂けないでしょうか。この港には、冬の海でも進める船がないのです」

　勢いに乗ったカイド軍は、おそらくじきにこの町にも攻め込んでくるだろう。

　その前に王女を少しでも遠くへ逃がしたい、という彼の願いは痛いほど理解することができた。相手はあのカイド王。捕らえられたらどんな目に遭うかわからない。

　こんな冬の海でなければこの港にあるルーベリーの船で国土内のどこかの港へ逃げることもできただろう。だが荒れ果てた冬の海を何日も航行をするのは恐ろしく危険だ。だからシャフィたちがやってきた頑丈な船で、ここよりは安全なファランの港へ避難させたいという考えなのだ。

　向こうは今はカイドの領土だ。しかし今は軍のほとんどをカイド王が自ら率いて国境近くに集結させているし、反転してこちらを目指すとしてもかなりの日数が必要となる。この港町での戦闘が激しいものになればさらに日数が掛かるだろう。

　ルーベリー軍はラーナ王女のためにこの地で時間を稼ぐつもりなのだ。

　それはまさに死闘となるだろう。

「……わかりました。すぐに向かいましょう」

　船はそんなに大きくはない。ほとんどのルーベリー兵はこの地に残ることになる。多くの兵を残して逃れなければならない王女の心情を思うとシャフィは心が痛んだ。

　ラーナは俯き、唇を噛み締めたままだ。

　そんな王女を気遣わしげに見つめ、彼女の側近は視線をシャフィたちに向ける。

「私と、そして彼とでカイド軍を迎え撃ちます。どうぞラーナ王女をお願い致します」

「え……」

　ラーナ王女の側近が視線で示したのは、リスターの姿。彼の姿を見て、背筋がすっと冷える。血の気が引くような思いがした。

「どうして……」

　シャフィは震える手を固く握り締め、思わずそう尋ねていた。

「……カイド王が自ら軍を率いて来たのは、俺がここにいるからだ。そうでなければ、一度撤退していたかもしれない」

　泣き出しそうなシャフィの視線を受け、リスターが再会してから初めて、口を開く。

「俺のために祖国を裏切り、帰る場所をなくした者もいる。その心に報いるためにも、ここでカイド王を止める」

　いつものように穏やかで、そして優しい声だった。だがその中にまるで宝石のように固くて光り輝く覚悟を秘めているのがわかった。

　彼はどうあってもこの地に残るつもりなのだ。

「……嫌」

　シャフィは聞き分けのない子どものように首を振った。

「あなたを危険に晒したくないから、離れたのに。それなのに私のしたことが、あなたを一番危険な場所へ送り込んでしまうなんて」

　昨日初めて会ったはずのふたりの様子に、周囲の者たちが戸惑っているのを感じる。しかしそんなことはもう気にならない。ただリスターのことだけを考え、彼の身を案じていた。

　ここで離れたら、もう二度と会えないかもしれない。

　カイド軍の追撃は凄まじいものになるだろう。それだけ過酷な戦場になる。

「異母兄は、必ず止める。それがあなたたちにできる、償いだと思う」

「リスター……」

　机の上に伸ばした指が、リスターの手に触れる。

　一緒に暮らし、抱き合っていた頃とは比べものにならないくらい、些細な接触。リスターの体温を自分の手で感じ、堪えていた涙が頬を伝わり落ちる。

「あなたを悩ませている悪夢は、俺が必ず葬る。……だからシャフィ。いや、フィーラ姫。どうか、しあわせに……」

　リスターはシャフィの手を握って額に押し当て、祈るような声でそう呟く。

「そんな。嫌っ。リスター、行かないで……」

　縋るように言ったが、もう彼は振り向かなかった。ただ一度だけ、フォンスに向かって頭を下げると、そのままラーナの制止さえ聞かずに部屋を出て行く。

（そんな……）

　きっとラーナが、フォンスをシャフィの婚約者だと紹介してしまったのだろう。

　誰もが望みを持って生きているのに、それを叶えることができるのはほんのわずかな人間だけだ。

（たったひとつでいいから、どうか私の願いを叶えて……）

　気紛れで残酷な運命の女神に祈りながら、目を閉じる。

　どうか無事に、愛する人と再会できますように。

　彼が生き延びてくれさえすれば、どんな過酷な運命もきっと受け止めるだろう。




　シャフィは涙をこらえながら、ファラン兵に付き添われてラーナと共に出航準備の整った船に乗る。

　涙が溢れてきて、しっかりと目に焼き付けたいのにリスターの顔がよく見えない。それでも船が出航し、港町が水平線の向こうに消えてしまうまで、船室に入らずに遠くを見つめていた。

「フィーラ姫」

　声を掛けられて振り向くと、そこにはラーナ王女の姿があった。

「少し、話をしてもいいかい？」

　船室を指され、シャフィは黙って頷く。

「リスターと、知り合いだったんだね」

　船室へと促され、その丸い窓から見える海を眺めながら、ラーナはぽつりと呟く。

「……はい。彼は、祖国が滅ぼされ復讐を誓って魔導師として生きてきた私を、ずっと傍で見守ってくれていた人です」

　もう偽っても仕方がない。シャフィは素直に頷いた。

「そうだったんだね。ではあなたの婚約者は？」

「……ファラン軍をひとつにするために、どうしても指導者が必要だったのです。形だけでいい、と言われて」

　ラーナ王女は剣を抱きかかえるようにしたまま、厳しい顔で黙り込んでいる。そしてまるで過去を思い出すかのように、目を細めた。

「王家の女として生まれたこの私が、この年まで結婚もせずに戦場で剣を振り回している。きっと周りには変わり者の王女だと思われているだろうね。でも私にもいたんだ。心から愛していた人が」

　それはとても静かな口調だった。

　死別なのか離別なのかわからないけれど、彼女が愛していた人はもう彼女のそばにはいないのだろうと思われた。深い愛は幸せをもたらすだけではなく、それと同じくらいの絶望と悲しみと隣り合わせなのだ。

「彼は騎士で、真面目で小言ばかり言う人だったけれど、強くて、とても優しくて、小さい頃から憧れの人だった。王女といっても兄も姉もいたから、そんなに周りも厳しくなかったしね。だからいつかは王家を出て彼のもとに行くのだと思っていた。……あの頃の私はまだ幼くて、根拠もなくこの幸福が永遠に続くと思い込んでいた。でもこの年になってみるとわかる。永遠なんてなかった。幸せはいつでも不幸と隣り合わせだったんだ。彼は七年前の戦争で亡くなった。……もう、二度と会えない」

　この年と言っても、彼女はまだ二十代半ばくらいだろう。その悟りきったような口調が悲しみの深さを物語っていた。

　ラーナ王女の深緑色の目を見つめる。

　彼女の目にシャフィの姿は映っているが、その意識はもっと遠くにある。

　もう取り戻せない過去を懐かしんでいるのだろうか。

　ラーナは剣を抱き締めている。女性が持つには大振りの幅広の剣。亡き恋人の形見かもしれない。

「あの時、今みたいに剣を使えたら彼を助けられたのではないか。そう思うと今でも苦しい」

　悲しみと絶望を湛えた彼女を見た時、ぞくりと背が震えた。

　リスターも今、過酷な戦場にいる。彼女の姿が未来の自分のような気がして、両手を白くなるくらい固く握り締めた。

「……あなたには、私と同じ想いをして欲しくない。でも……」

　俯くシャフィの細い肩を、ラーナは抱き締める。

　おそらくリスターに対するカイド王の怒りは凄まじいだろう。

　どうか無事で。

　今のシャフィには、そう祈ることしかできなかった。




　海は凪いでいた。

　朝陽に照らされて煌めく水面を飽きることなく眺める。

　まるで宝石を散りばめたかのような星に照らされる夜の海はとても美しいが、同時に得体の知れない怖さも併せ持っている。

　やはり陽光の中の海が、シャフィは好きだった。

　こんなにも陽光が輝いているのに、空からは粉のような雪が降り注いでいて、その相反する美しさに心を奪われる。陸地に積もっていた雪が強い海風に浚さらわれて飛んできているのだと、通りかかった兵士に教えて貰った。

　もうすぐ港に着くだろう。

　あれから一睡もできなかったシャフィは、空が白くなり始めると甲板に出て海を眺めていた。

　港に着くのが待ち遠しかった。

　夜の気配が薄れていく。

　そうして太陽が水面を照らして眩しいくらいに煌めく頃、船は静かに港へ到着した。

　港は静まり返っている。

　カイド軍はまだこの町までは来ていないようだ。

　出航した時のように出迎えてくれたセイダンは、ラーナ王女の姿を見つけて驚いたようだ。しかしその理由を聞くとたちまち表情が険しくなる。

　いつこの町に、カイド軍が押し寄せるかわからないのだ。

　集まった兵士たちの中に動揺が広がる。

　今度の相手はカイド正規軍。少し前までは優位に立っていた国境近くのルーベリー軍を蹴散らしたくらいだ。

　その強さは桁違いだろう。

「……姫」

　気が付くと、傍にはフォンスの姿があった。今こそ味方を鼓舞し、この苦境を乗り切らなければならないのに、リスターのことばかり考えてしまう。

「長い間船に揺られてお疲れでしょう。ここは私に任せて少しお休み下さい」

　確かに、ほとんど時間を置かずに海路で往復した身体は疲労している。だからと言ってここで休んでもいいのだろうか。

　不安を胸に宿したままフォンスを見上げると、彼はすべて承知しているかのように優しく笑う。

　リスターとのやりとりを間近で聞いていたのに、何も尋ねずにいてくれる優しさに目が潤む。

「カイド軍がすぐにこの町に向かったとしても、海路よりも三日かかります。まだ大丈夫です。今のうちにカイド軍を迎え撃つ用意をします。ですから姫は、その間に少しお休み下さい」

　カイド軍が攻めてくるまでには、まだ三日ほどの猶予がある。

　それを聞いて少し不安が消えたのはシャフィだけではなかった。

　すぐ隣で、安堵したような溜息が聞こえた。

　ラーナ王女だ。

　多くの仲間を戦場に残して来た時から、ずっと気持ちは張り詰めていたのだろう。ラーナを休ませるためにも、シャフィは彼女と一緒に館の一番奥の部屋に移動した。




　一番広い部屋を、ラーナとふたりで使う。

　ひとけのなかった部屋の空気は冷たく、すぐに暖炉に火を入れた。

　空気を入れ換えるために少しだけ窓を開けると、もうすっかり馴染んだ潮風が部屋の中を巡っていく。

　風の音と、薪の燃える音だけが静まり返った部屋の中に響いた。

　寝台のそばにあるカーテンで部屋を仕切り、ラーナに休むように勧める。彼女は頷くと鎧を外して動きやすい服装に着替えた。

　こうして戦場以外の場所で見ると、やはり彼女は王女だった。

　凜とした美しい佇まい。それは外見だけではなく、彼女が生まれながら持っている気品だろう。そしてその中に見え隠れする憂いを帯びた表情は、騎士ならば彼女の剣の腕を知っていても守りたいと思わせるに違いない。

（……憎しみを知り、復讐を誓い、一度堕ちてしまった私とは違う）

　ふいにそんな考えが浮かび、首を振る。

　シャフィはラーナ王女から視線を外し、魔導師のローブを身に纏ったまま寝台に横になって目を閉じた。

　不安はずっと心の奥底に巣喰っていたが、今だけは何も考えずに身体を休めなければ。

（……リスター）

　頭に浮かぶのは、誰よりもそばにいて欲しい人の面影だけ。

　離れているとこんなにも不安で、身体の一部が失われてしまったように苦しい。痛い。

　自分から彼の元を離れた時も確かに寂しくて辛かったけれど、こんなにも心を抉られるような痛みは感じてはいなかった。

（リスター。あなたもこんな痛みを抱えながら、私の消息をずっと探していてくれたの？）

　そうだとしたら。

　彼が耐えた痛みならば、自分も耐えなければならない。信じて待つのはとても辛い。

　でも、もう二度と逃げないと誓ったのだ。

　思い出したくない凄惨な過去も、ただ忘れたいと願っても消え去ってはくれない。痛みも流した涙も、今の自分に至るまでの階段の一部。それを踏みしめて生きていく。

　強さは、願って手に入れるものではなかった。

　自分で作り上げなければならないものだと、今になってようやく理解した。




　外はいつしか本格的な雪になっていた。

　ぼんやりと明かりを灯した部屋のカーテン越しに雪が舞っているのが見えた。ふわふわとした雪が、まるで羽のように舞っている。それを見つめているうちに少しずつ意識が薄れていく。

　このまま少し休んだら、フォンスと一緒にどうやってこの苦境を乗り切るか、話し合いをしよう。もうここまで悪化した戦況は覆せないかもしれないが、それでも最後まで諦めずに戦おうとシャフィは思う。

（ここで逃げずに、そして最後まで諦めずに戦えるかどうか。それを乗り越えてようやく、私は変わることができたと言える）

　しかしラーナにしてみれば、たとえ途中で過労により倒れたとしても、このまま休まずに戦い続ける方がよかったのだろう。

　ゆっくりと休んで戦う決意を固めることができたシャフィとは裏腹に、ラーナ王女は休む前に比べて明らかに生気をなくしていた。カイド軍と真っ向から立ち向かっていた彼女は、ファラン軍よりも明確にその恐ろしさを感じ、不安に苛まれた夜を過ごしたのかもしれない。

　気分が優れない様子のラーナにもう少し休むように告げると、身の回りの世話をしてくれていた少女にその場を託して部屋を出た。

　彼女は愛する人を失ってからずっと走り続けていたのだ。

　あまりにも深い悲しみに、それを忘れたくて必死に戦い続けてきたのだろう。だから立ち止まること、休むことが今の彼女には必要なことかもしれない。

（けれど私は今こそ戦わなければ）

　決意を新たに、シャフィは顔を上げる。

　泣いて待っているだけではリスターは戻ってきてくれない。少しでも戦況を優位にする方法を探さなければならない。

（私が、遠くで戦う彼のためにできること……）

　フォンスは戻ってきたシャフィを見ても、気遣う言葉を口にしなかった。そうする必要がないくらいに、毅然としていられたのだろう。

　そのまま外に出て砦の上に立った。

　前の戦闘で破壊されてしまった砦は、もうすでに修復を終えている。その砦に、集まった魔導師達が防御の魔法をかけたようだ。

　とにかく時間を稼ぐこと。それしか道は残されていない。

　見渡すと、世界は真っ白に染まっている。吹き抜ける風で積もった雪が天に舞い、確かに近くにあるはずの灯台さえも見えない。

　ルーベリーから救援が来るまで、この港を何としても守らなければならない。セイダンはすでに女性や子ども、老人やそれ以外でも希望する者は近隣の村に避難させていた。普通ならすでに自分の領土になっている市民に手を出すことはないだろうが、相手はあのカイド王だ。用心した方がいいだろう。

　白い雪が肩や頭に降り積もっていく。けれどそれを振るい落とすこともなく、シャフィは前方を見据えていた。凜とした冷たい空気が、ほどよい緊張感を与えてくれる。

　目を閉じて、これからの未来を思った。

　欲しいものすべてが手に入るとは思わない。世界はそれほど甘くないことを、すでに知っていた。それでもひとつだけ願いが叶うとしたら、何を願うのだろう。

「……姫」

　ふわり、と肩が温かくなった。

　振り向くと、鎧ではなく防寒具を着たフォンスがいた。シャフィの肩に掛けられたのも厚手の上着だった。

「雪が酷くなってきました。身体を冷やしますよ」

　これからカイド軍が押し寄せてくるとわかっているのに、不思議なほど、彼は落ち着いていた。諦めでも自暴自棄でもないその表情。それは自信とさえ呼べるような余裕だった。少し前までルーベリー軍と合流して戦場で戦っていたのだ。その恐ろしさを知らないはずがないのに。

「大丈夫です」

　見上げたシャフィの視線から不安を感じ取ったのだろうか。ゆっくりと、彼は海の方角を見つめて告げた。

「彼の目は、死を覚悟した人間のものではありませんでした。きっと何か勝算があって残ったのでしょう。ですから大丈夫です」

　その言葉はまるで太陽のように、冷え切ったシャフィの心を暖めてくれる。

「ごめんなさい。フォンス。私……」

　彼は柔らかく笑って、首を振る。

「私は今まで通り、父の遺言に従って姫を守る。それだけです」

　そう言うと、彼は優しい笑みを残してその場を去っていく。その後ろ姿に、シャフィは感謝の意を示して頭を下げる。

（……ありがとう。私を、支えてくれて）

　どんなに雪が降り積もっても、もうこの心は凍り付いたりしないだろう。いつも灯火のようにリスターへの深い愛と信頼がある。これからはそれを支えに、戦っていく。




　外壁を強化し、前回の失敗を活かして砦にも魔法防御を張る。馬が容易に走り込めないように不規則に柵を設け、雪を使って砦のようなものを作る。何としてもルーベリーからの援軍が来るまで耐えなければならない。

　身体を動かすことによって考える時間が減る。それでいい。あまり深く考えすぎて絶望を抱えるよりも、ここまでやったのだと、だから大丈夫だと自信を付けて戦いに挑む方がいい。そう言ったのはフォンスだった。彼自身、ほとんど休んでいないだろう。しかし彼の心配はしていない。フォンスは自分が倒れるわけにはいかないことを、誰よりもわかっている。

　心配なのは、ラーナ王女だった。

　彼女は次の日には部屋から出てきて、ファラン軍と一緒に戦闘の準備をしてくれたが、思い詰めたような表情をしていることがとても気掛かりだった。

　祖国から離れ、共に戦ってきた気心が知れる仲間もほとんど置き去りにして、敵地とも言える場所でいつ来るかわからない援軍を待っているのだ。

　不安なのは当然かもしれない。

　誰もが不安を抱えながら、それぞれ精一杯の仕事をしながら時を過ごしていた。




　三日目の、早朝。

　シャフィはひとりで砦に上がり、港の様子を眺めていた。

　まだ船の姿はない。

　雲の合間から光が差し込んで、まだ降り続ける雪を照らし出している。心の底では、もしかしたらルーベリーからの援軍が到着するかもしれないと期待していた。だが冬の海には船の影ひとつなく、ただ白く染まっていた。

　奇跡は何度も起こらない。

　やはりファラン軍だけで、カイド軍に対峙しなければならないのだ。ほんの少しの失望と覚悟を胸に、シャフィは町へ向かおうとした。

「あ……」

　城門の前でひとりの女性と擦れ違った。背の高い鎧姿の女性。ラーナだ。彼女もこちらに気が付き、ほんのりと笑みを浮かべる。

「ルーベリーの船は、まだ？」

　首を振ると、彼女は明らかに落胆したように呟いた。

「……そうか」

　その右手が、たったひとつの拠り所であるかのように剣を握り締めている。

「私はあの人を失ってから、ただひたすら戦ってきた。剣を習って、身体を鍛えて、強くなったと思っていた。……でも違っていたのかもしれない」

　シャフィは言葉を挟めずに王女を見つめていた。

　雪の交じった風が、俯く彼女の金色の髪を靡かせる。背が高くて、初対面では堂々とした女剣士にも見えたラーナ。

　今は座る彼女を見下ろしているせいか、その肩は細く頼りなげに見えた。

「……何も考えたくなくて、考えなくていいように戦場に身を置いていただけ。たった一度の敗戦でこんなにも狼狽えるとは思わなかった。みっともないね」

　自嘲の笑み。それがとても悲しくて、何か言いたかった。

　しかし結局、何も言えずにシャフィは俯く。

　今のシャフィがこうして立っていられるのは、リスターの存在があるからだ。彼がいなければ憎しみと無力に苛まれながら、もうとっくに死んでいただろう。自力で立ち上がり、戦う術を身に付けた彼女は自分とは比べものにならないほど強いと思う。

　それを何とか伝えたくて口を開いた、その時。

　ラーナ王女がまるでリスターを彷彿させる素早さで立ち上がった。剣を握り締め、前方を見据える。

「……来た。カイド軍だ」

　その言葉に弾かれたように、シャフィは城門のさらに奥を見つめる。雪に阻まれて視界は悪いけれど、確かに複数の人間の存在をそこに感じる。

　覚悟はしていた。

　シャフィは両手を握り締めて、頷く。

　この三日間、誰もができる限りの準備をしてきた。だからきっと、大丈夫。

　ラーナはまるで恐れを振るい落とすかのように首を振る。

　そしてシャフィに向き直った。

「来るべき時が来た。もう戦うしかないだろう。私は城門付近の守りに加わる。魔導師たちを束ねて援護してくれ」

　そう告げると身を翻して走り去っていった。

　どんなにラーナ自身が否定しても、戦い続けてきた彼女の動きは本物だった。

（私なんかとは比べものにならない。足手纏いにならないように、頑張らなければ）

　非常を告げる鐘が鳴り響くよりも早く、ほとんどの人間は装備を整えて配置についていた。士気は間違いなく高い。シャフィは魔導師たちを集め、役割を分担した。

（……リスター）

　カイド軍がここまで来たということは、彼らと戦っていたリスターやルーベリーの兵士たちは無事だろうか。

（きっと逃れられた。そして今、ルーベリー軍と共に船でこちらに向かっている。そう信じて、今は戦うしかない）

　今回はむやみに魔法を使わず、魔力を温存して負傷者の治癒に全力を尽くすことにしていた。城門に防御力を増す魔法だけをかけ、後方に下がる。向こうはファランの国を滅ぼしたカイド国の正規兵。勝てるとは思っていない。援軍が来るまで少しでも長く耐えるのだ。

　だがいつ来るかわからない援軍を待ち続けて戦うのは、想像以上に辛いことだった。

　小さな傷は時間と共に少しずつ疲労を蓄積させ、全体を消耗させていく。それでも準備も士気も充分だったファラン軍は、カイド軍の想像以上に奮戦しているのだろう。

「こんな小さな町にいつまでかかっている！」

　吹雪の中でも消えることのない怒号が響き渡ったのは、その時だった。

「命を惜しんで突撃を躊躇うような兵士は必要ない。切り捨てるぞ。突撃しろ！」

　間違いない。カイド王だ。

　彼は王都に帰還せず、自ら兵を率いて来たのだ。苛立ちを隠そうともしない、あの声。覚えている。今でも、はっきりと。

　身体が震えた。血の気が引いていく。あの日の記憶はまだ、こんなにもシャフィを支配している。

（……負けるものか。絶対に）

　唇を噛み締め、爪が食い込むくらい、強く手を握り締める。

　だがカイド軍の勢いは増すばかりだ。

　長引く戦い。太陽が沈んでいく。

　白い大地がまるで血のように赤く染まる頃、とうとう城門が突破されてしまった。

　ルーベリーの援軍は、最後まで現れなかった。

「ルーベリーの王女を捜せ。見つけた者には報酬を与えるぞ」

　響き渡る暴君の声。

　ラーナ王女は無事に逃れただろうか。

　敵と味方が入り交じり、セイダンやフォンスの居場所もわからない。ここから反撃しても被害が増えるばかりだ。ここは一端引いて、兵を立て直すしか方法がないだろう。

　見える限りの味方にそう告げ、混乱に紛れて町の外へ移動する。幸い、見かけはただの魔導師でしかないシャフィが見つかることはなかった。

　小さな悲鳴が聞こえて、シャフィは振り返った。

　赤く燃える夕陽の向こうに立つ、黒い人影。それはカイド王と、兵士に引き立てられるラーナ王女の姿。

「！」

　王女は奪われてしまった剣を取り戻そうと必死に抵抗している。その背後にカイド王が迫っていることにも気が付かず。

　彼が何をしようとしているのか、シャフィにはわかった。わかってしまった。カイド王にとって敵国の王女は戦利品だ。

　立ち止まる。

　恐ろしさよりも憤りが湧き上がった。

　彼女を、自分と同じ目になんて遭わせない。絶対に。

　一緒に逃れようとしていた味方に振り返らずに先に行くように促すと、シャフィは踵を返して来た道を戻る。

　湧き上がる怒りを雷撃の魔法に変えて、シャフィは毅然として立ち向かった。

　恐怖は微塵も感じない。そして先ほどまでの怒りとは裏腹に、心の中はまるで風のない湖のように澄んでいて、冷静に魔法を放つ準備をしている。

（……外さないわ）

　狙いはカイド王ではない。こんな男の命よりも、ラーナを助ける方がずっと大事だ。シャフィは彼女を捕らえている男に狙いを定めると、渾身の力を込めて魔法を放った。

　それは寸分も違わずにラーナを捕らえていた男に命中する。悲鳴を上げて倒れる男。不意に自由になって戸惑う王女。

「逃げて！」

　シャフィは叫び、もう一度魔法を放った。今度はあの暴君の足を止めるためだ。

　王女は倒れた男が落とした剣を拾い、方向も定めずに走り出した。それを援護する。

（誰にも彼女に手を触れさせない！）

　王女を追おうとした兵士が次々に倒れるのを見たカイド王が、振り返った。その冷酷な目が真っ直ぐに、射貫くかのように鋭くシャフィを見つめる。

　それを正面から見返した。

　リスターと出逢い、共に戦い、そして一緒に暮らしてきた記憶が甦る。

（私はあの頃の、逃げることしかできなかった王女じゃない！　戦う力を、誰かを助け出す力をこうして身に付けた）

　襲いかかろうとしてきた兵士に容赦なく魔法を浴びせる。仲間の苦悶の声を聞いて、敵国の兵士たちに動揺が走る。

　しばらくシャフィを見据えていたカイド王は、手を振って兵士たちを下がらせた。

「……ファランの王女、か？」

　この男らしからぬ、確かめるような口調。彼の目にもあの頃の王女と同じ人物に見えないのだろう。だとしたら、これ以上誇らしいことはない。

　シャフィは笑みさえ浮かべて、ゆっくりと頷く。

「驚いた。あの頃とはまったく違う女のようだ。あの泣き叫ぶしかできなかった王女が、ここまで変わるとはな」

　いつでも魔法を放てる構えのシャフィの前に、堂々と立つカイド王。

　彼は冷酷だが愚かではない。それは何度も魔法を連発した今の彼女では、たとえ最後の力を振り絞っても致命傷を与えることはできないと知っているからだろう。

「だが、たったひとりで飛び出してきて、どうするつもりだ？　自分の身を犠牲にしてもあの王女を助けたかったのか？」

　それでもシャフィは戦闘態勢を崩すことなく、真っ直ぐにその目を見返した。

　確かに王女を助けたかった。愛する人を失っても健気に戦っているあの人を、自分と同じ目には遭わせたくなかった。

　しかしそれだけでこの軍勢の前に飛び出してきたのではない。

　これまで共に戦ってきた仲間たち。そしてラーナは、自分さえ無事に逃れられたらそれでよいと考えるような人たちではないことを、よく知っている。だから今は圧倒的な軍勢の前に敗退したとしても、必ず反撃の機会を待っているに違いない。

　それをまとめるのに必要なのは、各国の指導者だ。

　ルーベリー兵をまとめることができるのはラーナ王女しかいないし、援軍として来るはずのルーベリー軍も彼女がいないのでは援護してくれるかどうかすらわからない。こちらがもう一度この男に戦いを挑むために、彼女は必要な人なのだ。だから彼女を助けた。

　もしここで自分が捕えられたとしても、ラーナ王女やセイダン、フォンスが絶対に助けてくれる。

　それにリスター。

　こんな男に確認するまでもなく、彼は生き延びていると信じている。そしてきっと反撃の機会を待っている。

（だから彼が戻るまで、私は私のやり方で戦っていく）

　カイド王はほんの少し目を細めてシャフィを見つめていた。

「人はここまで変わることができるのか。……面白い」

　圧倒的に優位に立っている者の余裕だろうか。カイド王は不敵に笑う。

「お前が投降するのならば、他の者は追撃せずに逃してやるぞ」

　信じているのならば迷う必要はないだろう。

　そう言わんばかりの視線は、シャフィに迷うことを許さなかった。ここで追撃の手から逃れられることができれば、確実にリスターやルーベリーからの援軍と合流できるだろう。そうすれば勝機はきっと見えてくる。

「……わかったわ」

　シャフィはゆっくりと構えを解き、カイド王を真っ直ぐに見上げた。

（こんな男、もう怖くなどない）

「王女を城へ連れて行け。丁重にな」

　最後に付け加えた一言で、シャフィを拘束しようとしていた兵士の手が止まった。彼らは周囲を取り囲んだが、乱暴に引っ立てようとはしなかった。




　カイド軍に連れられて、港町を離れる。

　すっかり耳に馴染んだ潮騒が遠ざかっていく。向かっているのはここよりも遙かに長い時間を過ごしたファランの王都だというのに、生まれ育った故郷を離れるような寂しさが胸にあった。

　海鳥の鳴き声が、まるで別れの言葉のように響き渡る。

（リスター）

　いつでも力を与えてくれた名前を心の中で繰り返す。

（私は絶対に帰ってくる。この場所に。あなたのもとへ）

　多くの兵士に囲まれていたが、彼らはシャフィを拘束したりしなかった。手を触れようともしない。ただ身動きひとつ見逃さないように、しっかりと見張られている。前方には馬に乗っているカイド王の姿が見えた。あの猛々しい王は、帰還する時でさえ先頭に立っている。

　港町から王都までは、三日ほどかかる。

　進むにつれて暗雲は少しずつ薄れ、冷たい雪は細かな雨に変わる。ファラン王都が近くなっているのだろう。年中穏やかな気候に恵まれたあの王都は、各地を回った今ならばまるで奇跡のような存在なのだと理解することができる。

　視線の先にある、広い背中を見つめる。

　何年もの間、憎悪の対象だった男。殺したいと願った男。

　しかし今、彼を目の前にして憎しみも恐怖も湧き起こってこない。こんな男のことを考える隙間がないほど、シャフィの心はリスターへの愛で溢れていた。




　やがて雨も止み、青い空が広がっていく。澄み渡った青い空に流れる、白い雲。漂ってくる花の香り。

　それは懐かしい風景だった。

　あれから何年も過ぎた。

　もうすでにあの日の惨劇の面影はなく、道端に咲く色鮮やかな花々も、流された血のことなど忘れきったかのように美しく咲いている。大幅に改装した様子はない。

　もうすぐ王都に着くのだろう。

　すべてが始まり、そして終わった場所。

　懐かしい幼少の頃の記憶。好きだった花。優しかった人たち。そしてもう二度と会えない、懐かしい父と母の姿。想いが溢れ出てきて、シャフィの歩みは次第に遅くなっていく。

　唇を噛み締めて、顔を上げる。

　失ったものは数え切れない。だが得たものも、それと同じくらいある。失うだけの人生などないのだ。

　ふと、先頭にいたカイド王が足を止めた。

　見上げると、心なしか空気が張り詰めているように感じた。もうすぐ王都に着くはずだ。何があったのだろう。

　顔を上げてその視線の先を見つめる。

　森の中の街道を抜けた先に、王都の入り口がある。まだまだ距離はあるが、その天に向かってそびえ立つ巨大な正門はここからでもはっきりと見ることができる。

　門は固く閉ざされていた。

　そしてその前には、明らかに警備兵とは違う武装した兵士たちが並んでいる。そしてこの距離でも感じることができるのは、殺気すら漂う緊張感。装いはカイド軍と同じ。しかしそれならば何故、ここにいるカイド軍に動揺が走っているのだろう。

「……ファランの王女を連れて来い」

　そんな言葉が耳に入って顔を上げると、視線を城門に向けたままカイド王が傍にいる兵士にそう告げている。すぐに兵士がシャフィの傍に駆け寄り、前に進むように促した。逆らっても無理矢理引き立てられるだけだろう。それにファランの王都で今、何が起こっているのか気に掛かった。素直に前に進むと、カイド王は手を伸ばしてシャフィを馬の上へ引っ張り上げる。逆らう暇もないほど、強引な力だった。

「は、離してっ……」

　呼吸すら感じられるほど間近に、ずっと長い間憎み続けていた男の姿がある。動揺して逃れようと必死にもがいたが、力強い腕はシャフィの身体を決して離してはくれなかった。

　嫌悪に涙が滲む。この男の前で、泣きたくなんかないのに。

　しかしあまりにも殺気立ったカイド王の雰囲気に我に返り、シャフィは感情を押し殺して彼を見上げた。兵士の様子もおかしい。何かが起きている。

「……どんなに時間がかかっても探し出して、殺しておくべきだったな」

　その双眸に宿っているのは、あまりにも強すぎる殺意。嫌悪よりも恐怖が湧き上がる。

（これは誰に対しての怒り？　ファランの王都で今、何が起きているの？）

　まるで嵐のように胸の中を駆け巡る疑問を整理できないまま、シャフィはただ目の前の光景を見つめていた。




　風が吹いている。

　正門の周囲に植えられている木に咲いている花が、その風に煽られて白い花弁を撒き散らした。

　まるで雪のように。

　だが生まれ育ってきたこの場所に咲く花よりも、冷たい雪の降る季節に過ごした日々の方が、今もシャフィの心の奥底に消えない思い出を残している。

　それはリスターと過ごした日々の記憶だ。

　短い日々だったが、互いに愛し合い、満ち足りた日々を過ごした。

　どんなに時間が過ぎても、彼の愛に包まれて過ごした月日を、絶対に忘れないだろう。




　周囲のカイド兵が戦闘態勢を取る。

　ならばあの城門にいる兵士は、彼らにとっては敵なのだろうか。

　必死に目を凝らして前方を見つめる。すると先頭にひとりの男が立っているのが見えた。剣を抜き放ち、正門の前に立ちはだかっている。

（……ああ）

　それが誰なのかを理解した瞬間、今までずっと堪えていた涙が溢れるのを、止めることができなかった。

　運命は残酷で、思いもよらない結末を突き付ける。しかし一番大切な人は残してくれた。それだけでもう、充分だった。

　リスター。

（私の相棒。自分自身よりもずっと、大切な私の半身……）

　リスターは前方のカイド軍に対して一歩も引かぬような気迫で立ち続けている。王城はすでに占拠したのだろう。周囲にいるカイド兵も、リスターと同じ方向を見て戦闘態勢を取っている。

　ルーベリーからの援軍は来なかったのだろうか。

　それとも激しい追撃を受けて合流することができなかったのだろうか。

　どういう経緯かわからないが、彼は港町に合流するのではなく、ファランの王都を目指すことを選んだのだろう。そしてカイド王が帰還する前に王都を占拠した。

　リスターはカイド国王の異母弟だ。

　先鋒を任せられたにも関わらず寝返った騎士のように、あんなにも優しくて誠実な彼を慕う者は確実にいたのだろう。

　彼はその人たちを引き連れて決起したのだ。

　どんなに時間が掛かっても探し出して殺しておくべきだった。

　カイド王のあの言葉は、異母弟であるリスターに向けられていたものだったのか。血のつながりがあるからこその憎しみに恐怖を感じ、カイド王がそうしなかったことに安堵した。

「陛下、突入しますか？」

　側近らしき男がカイド王に尋ねる。すでにこちらも戦闘態勢だ。この男が、自らの拠点を占拠されて黙っているはずがない。激しい戦闘が繰り広げられるだろう。

　だが彼は首を振った。

「……王都にはマリーがいる。妹の無事を確認するまでは、動くな」

　マリーは、前カイド王の末娘で、彼にとっては実の妹にあたる。

　そこには暴君の姿はなく、ただ妹の身を案じる兄の姿があった。

　マリーはまだ十代半ばの少女であり、早世した王妃に似てあまり身体が丈夫ではないと聞く。カイド王は妹を、気候の穏やかなこのファラン王国で静養させていたのだろう。

　そう思った途端、切なくなる。

　鋭い刃で心の柔らかな部分を突かれているかのように。

　こんな暴君にも、大切に思う存在はいるのだ。

　シャフィもまたリスターを前にすれば、ファランの王女としてではなく彼の相棒の魔導師としての意識に切り替わっていく。

　こちらにもシャフィという人質がいる。

　だからこそ側近は、突入して王都を奪い返すべきだと主張したが、妹の身を案じる彼の耳には入らない様子だった。

　リスターが異母妹を手に掛けるとは思わない。

　それでもカイド王の躊躇が、シャフィにとっての勝機になる。このままカイド王に捕らえられたままでは、彼らの足手纏いになってしまう。何としてもここから逃れ、合流しなければならない。

　それに動揺している彼の手から逃れるのは、そう難しいことではないように思えた。

　だがそれより先に、王都とは逆の方向、カイド軍の後方が騒がしくなった。

「何事だ！」

　後方に向かい、そう叫んだのはカイド王の側近。予想せぬ事態、そして動こうとしないカイド王に対して焦りが浮かんでいる。それに対して後方の言葉は。

「ル、ルーベリー軍です。戦力を立て直して、向かってきた様子です！」

　さすがにカイド王も振り返る。あまりにも絶妙なタイミングだった。

　突然背後から現れた敵にカイド軍は混乱していた。

　ラーナ王女が、フォンスやセイダンが兵を立て直し、シャフィを救出するために来てくれたのだろう。

　前方に、リスター。そして背後からラーナ王女、フォンス、セイダン。

　カイド軍は巨大だった。とても叶わない相手だった。ファラン軍だけなら、ルーベリー軍だけなら、そしてリスターだけならこの戦局を覆すことはできなかっただろう。

　すべての力が、思いが集結し、カイド軍を追い詰めようとしている。

　大きすぎる敵を相手にした、先の見えない未来だった。

　だが今では、光が差し込んでいるのをはっきりと感じ取ることができる。

　明日へと続く希望の光を。

「陛下、どうしたら……」

　戸惑う側近の言葉にカイド王は状況を判断しようと、素早く左右を見渡した。

「挟み撃ちになる前に右側の森へ入れ。向こうはせっかく占拠した王都を離れるほど馬鹿ではあるまい。背後の敵だけに集中しろ」

　左側は確かに大河によって分断されている。それを知っていたのだろう。そうして彼の指示が入ったことで、ようやくカイド軍も落ち着きを見せていた。背後のルーベリー軍と交戦しつつ、徐々に進路を右側へ移していく。

「お前たちはそのまま森を抜けて北へ向かえ。本国に連絡を取り、軍を立て直すことを優先させろ」

　軍が混乱もなく移動し始めたのを見送ると、カイド王は剣を抜く。白刃がぎらりと間近で煌めき、シャフィは思わず視線を反らした。

「俺はマリーを救いに行く。妹を敵地に置き去りにはできない」

　そう言うと、側近が止める隙も与えずに、そのまま馬を走らせた。

「……っ」

　あまりの勢いに振り落とされそうになり、シャフィは夢中で馬の首にしがみつく。

　人質がいるとはいえ、軍を指揮するべき立場を捨てて単独で行動する彼の直情に驚く。妹を助けたいという思いが、彼に国王という立場さえ忘れさせたのだろうか。

　カイド王にも情はあるのだろう。だが国王には向いていないかもしれない。本来ならば自分の感情を抑えて国のために動くのが、国王の役目なのだから。

　正門にいる者の顔がしっかり認識できる位置まで来ると、カイド王はようやく馬を止めた。

　前方にリスターの姿が見える。

　彼は真っ直ぐにこちらを見ていた。

　シャフィがいるのがわかったのだろう。その表情は険しい。

　そしてカイド王はリスターの視線を受けると馬首を返し、今度は左側へ馬を走らせた。

（私を使って彼だけをおびき出すつもり？）

　黙って馬を走らせているカイド王の横顔から恐ろしいほどの殺意を感じる。

　正門を占拠している兵士がその場を離れることはないだろう。

　しかしシャフィの姿を見たリスターがそのまま見過ごすはずがない。きっとカイド王の狙い通り、単独で向かってくるだろう。

　背筋が冷たくなるのを感じた。

「リスター！」

　来ないで、と叫んでいた。彼が来ればきっとカイド王は、人質を盾にして傷付けようとする。そんなことは許さない。

（私だって、リスターの相棒として生きてきた魔導師なんだから……）

　そしてカイド王は国の、そして両親の仇なのだ。

　以前のように暗い復讐心ではなく、これからの未来のために、この国の将来のために戦わなければならない。

（この男は私が必ず倒すから）

　身をよじって彼の腕から抜け出す。

　馬上は不安定ですぐに振り落とされそうになるが、必死でこらえながら、振り向いた。

「カイド王。父と母の、そして死んでいったファランの兵士たちのために、私はあなたを倒す！」

　手に電撃の魔法を宿し、至近距離から打ち込んだ。

　しかしさすがに彼も戦い慣れている。

　狂ったように速度を上げる馬の上から飛び降りるようにして、それを躱す。手応えはあったが、致命傷にはならないだろう。

「くっ……」

　こんなにも意志を込めたのに、奇襲は多少の手傷を負わせるのみに終わってしまった。

　さらに魔法の波動に狂った馬が前足を上げて嘶いななき、地面に叩き付けられた。身体が粉々になるかと思うほどの衝撃に、呼吸が止まる。

「シャフィ！」

　そんな彼女を案じるリスターの声が、痛みで途切れそうになる意識を呼び戻してくれた。無意識に声の方向へ手を伸ばすと、優しい温もりが掌を包み込んでくれる。

　シャフィがカイド王を攻撃したのを見て、駆け付けてくれたのだろう。

（彼をカイド王から引き離したかったのに……）

　奇襲は失敗に終わってしまったが、少なくともリスターに対して人質になることは避けられた。

「……リスター」

　ずっと信じていたとはいえ、やっぱり不安で心細かった。

　見上げると、リスターはいつまでも変わらない優しい微笑みで包み込んでくれる。

　強くなったつもりでいても、まだこんなにも弱い。だからカイド王を倒すことができなかったのかもしれない。溢れる涙をそのままに、リスターに縋り付く。

「ごめんなさい。私はやっぱり弱いね……」

　どんなに意志を強く固めても、それを実行する力がなくては、やはり弱者のままだ。

　それでもリスターは、しっかりと抱き締めてくれた。

「シャフィは強い。俺ができなかったことをやろうとしていた」

　傷だらけの腕で抱き締めてくれる。

「あなたが、できなかったこと？」

　リスターは頷き、そしてカイド王に向き直る。

「この男を、倒すこと。カイド国を、止めることだ」

　シャフィを腕に抱いたまま、リスターは片手で剣を構える。その視線の先には、血を流しながらも立ち上がるカイド王の姿。シャフィも治癒魔法を唱えて痛みを取り去り、頷いた。

　これが最後の戦闘になるだろう。

　カイド王は確かに強かった。その剣は力強く、リスターの傷付いた腕にさらなる負担を強いる。

　シャフィは少し下がった場所で回復魔法を使いながら、体力で劣るリスターが少しでも優位になるように、カイド王の気を反らすような小さな魔法を使い続けていた。しかし彼は脇腹の辺りを血で染めながらも、剣の勢いは少しも衰えることはない。止血すらしていないのに、恐ろしいほどの体力、そして精神力だった。

　いつのまにか日は傾き、樹木の長い影が地面を覆っている。

　剣を打ち交わすカイド王とリスターの姿を緋色の光が照らし出していた。花の香りを含んだ風が汗に塗れた髪を靡かせ、その香りが今、生まれ育ったファランの王都の近くにいることを思い出させてくれる。

　魔力も残り少ない。勝者がどちらかはまだわからないが、今日という日がもう残り僅かなように、確実に戦いの終わりは近付いていた。

　魔法で傷を癒すことはできても、体力まで回復させることはできない。肩で息をするリスターの姿に胸が痛む。しかしさすがにカイド王も、出血から来る体力の衰えを隠すことができなくなっていた。このまま続ければ相打ちになってしまうだろう。

　その時、近付いてくる複数の足音が戦いの終焉を告げた。ファラン、ルーベリーの連合軍がようやく来てくれたのだ。

　安堵のあまり、思わず深く息を吐いていた。

　視線を足音の方向に向ける。

　するとそこには、複数のカイド兵を引き連れた少女の姿があった。

　まだ幼さを残す顔立ち。華奢な身体。

　だがその意志の強さを示す凜とした横顔は、年には不釣り合いな力強さを感じさせた。その強さはどことなく、今まで対峙していたカイド王に似ている。

　彼女がきっと、カイドの王女マリーだろう。そしてその背後にはラーナの姿があった。

　マリーは毅然とした顔で、兄を見下ろしている。

「マリー？」

　その様子に、妹の身を案じ続けてきたカイド王もさすがに不審に思ったのだろう。訝るようにその名を呼ぶと、彼女は真っ直ぐに兄に向かった。

「私は私の意志で、リスター兄様を王都に招き入れました。それは王族として、カイド国を守るためにそうするべきだと思ったからです」

　シャフィは呆然と彼女を見つめていた。

　すべてを失ったあの時の自分と変わらぬ年頃の少女だ。彼女は何を思い、決断し、この場所に来たのだろうか。

　花の香りのする風が、彼女の黒髪を優しく揺らしていた。薄緑色の目の強い光が、細い身体から発せられる力強い言葉が、この空間を支配する。

「……誰かを傷付けて得たものは、けっして人を幸福にはしてくれません。これ以上、他国の領土を侵略し戦い続けるのならば、私がお兄様を止めます。リスター兄様とそう約束したのです」

　カイド王が単独行動をしてまで救いだそうとしていた妹は、異母兄を止めようとして抹殺されかけたリスターと同じ意志を持っていたのだ。

　味方が駆け付けてくれたら、すべてが終わると思っていた。

　カイド王は孤立し、こちらは多くの仲間と合流することができるのだから。このまま戦い続けていても勝利しただろう。

（けれどまさか、こんな終わり方をするなんて……）

　王都に残っていたカイド兵は王城を明け渡したのではなく、王族であるリスターと、そしてマリーの声に呼応して現王に反旗を翻したのだ。

　カイド王のもたらした土地は国民を豊かにしたかもしれない。しかし、戦乱の続く土地にしあわせなど訪れないということを、聡明な王女は理解していたのだ。

　カイド王は血に汚れた剣を手にしたまま、黙って自分の前に立つ妹を見つめていた。マリーも黙って兄の視線を受け止めている。

　先に目を反らしたのは兄の方だった。

「……そうか」

　ただ一言そう呟くと、剣を手放した。

　いかに最愛の妹の言葉といえ、この男があっさりと戦意を失うとは思ってもみなかったシャフィは、ただ驚いてその姿を見つめていた。

　彼は血に塗れた手で、傷口をそっと押さえる。

　どんなに彼が強くても、魔法で受けた傷をそのままに戦い続けるのは辛かっただろう。それでも妹を救おうと、死に物狂いで剣を振るってきたのだ。

　それが今は、戦う理由もなくして立ち尽くしている。

　人を殺し、その土地を奪い、豊かさを求め続けてきたカイド王。

　何度殺意を覚えただろう。

　そして、最愛の妹に裏切られるという結末を迎えている。罪の報いは、誰かが与えなくとも訪れる。

　もしあの時、妹を救うことを優先させなければ、彼の率いていた兵はそのままカイド本国の軍と合流し、戦いはさらに長引いただろう。いや、今からでも抵抗し、この包囲を抜けて自ら率いていた兵と合流すれば、兄と妹で、カイド軍同士で争いが起きたかもしれない。

　そうなれば、彼が求めた豊かな国は跡形もなく消滅してしまう。

　カイド王も彼のやり方で国を愛していたのだろう。だからこそ、この猛々しい王が自ら引く方法を選んだ。

「どうせこの国を継ぐのはお前だった。俺のやり方が間違っているというのなら、お前のやり方でこの国を導いてみろ。ファラン国、ルーベリー国、そして俺の命。すべてお前の好きにするといい」

　それだけを告げるとあとは傷の手当すら拒み、沈黙を貫いている。

　マリーは気丈に振る舞っていたが、その顔が手当を拒まれた時だけ泣き出しそうに歪んだ。

　彼女もきっと、兄を愛している。

　それなのに国を思い、国の未来を憂いて反旗を翻す道を選んだ。

　行く先のない悲しみが胸を突いて、シャフィは俯いた。

　この男のために祈る日が来るなんて、思ってもみなかった。

　しかし今は、いつの日か兄妹が手を取り合い国を導く日が来ればいいのに、とそう願ってしまう。

　それは多分、決して叶うことのない願い。

　だからこそ胸の痛みは容易に消えてはくれなかった。





※　※　※






　それから、シャフィたちはかつてのファランの王城に移動した。

　あの日の惨劇の影はなくなり、花はかつてのように生き生きと美しく咲いている。ここに住む者が誰だろうと、咲く花には関わりのないことなのだろう。慣れ親しんだ場所だからこそ、過ぎ去った月日を顕著に感じる。

　カイド王との戦いでかなり消耗したリスターを必死で支えながら、シャフィは懐かしい王城を見つめていた。

　ファラン王城で再会したラーナ王女は泣きながらシャフィを抱き締めてくれた。自分のせいで酷い目に合わせてしまったと、そう謝る彼女をシャフィもしっかりと抱き締めた。

　セイダン、フォンスとも再会した。

　シャフィがカイド王に連れ去られた後、リスターからの伝言を携えたルーベリーの船が港に着いたらしい。それでルーベリーからの援軍を連れ、急いでファランの王都に向かったのだ。

　伝言には、マリー王女から停戦の申し入れがあったこと、そしてリスターが王都に向かったとあったらしい。

　もう少し耐えることができたらルーベリーの援軍は着いたのだろう。

　しかしカイド軍があのタイミングで撤退したからこそ、これ以上被害を出すことなく戦争を終わらせることができたとも言える。

　カイド王と大部分の兵士は北の祖国に帰還した。彼がこの先どうなるかはわからない。すべてはマリー王女と新体制となったカイド国が決めるのだろう。

　マリー王女はこの王城に残り、セイダンやラーナ王女と連日話し合いを続けている。

　カイド王は周囲の制止を一切聞かず、まだ少女でしかないマリー王女が国を治めることを危惧する声もあったにも関わらず、そのまま退位したらしい。彼女の即位を待って、ルーベリーとカイドでは停戦条約が結ばれるだろう。

　そしてファラン国は。

　フォンスとの婚約は、正式に解除された。彼は軍を纏めるという目的のためだったと周囲に説明したから、それも特に混乱することなく受け入れられた。

　国が落ち着いたら、王女が女王として即位することになるだろう。そして傍には、いつも彼女を守るようにしてリスターが寄り添っていた。即位を前に、シャフィは彼との婚約を発表していた。

　カイド国はもう、敵国ではない。

　この戦いで功績を残した彼が、女王の伴侶となることに反対するものはいなかった。




　ふたりはファラン王国の王城に移り住んだ。

　ここから復興が始まる。

　道のりはまだ遠く、やらなければならないことは山積みだが、リスターが傍にいてくれる。どんな問題が立ちはだかったとしても、きっと乗り越えていけるだろう。

　夜になり月の光に照らされた寝台の上で、シャフィはリスターと裸のまま抱き合っていた。

　彼の指が、シャフィの細い身体のラインを辿る。

「……あ」

　肌を滑る指の感触に、無意識に零れ落ちる嬌声。

　今は復興したファラン王国の王女フィーラだが、彼の腕の中にいるときだけは、ひとりの女であるシャフィに戻る。

　いつも凛としている王女の姿からは想像できないだろう甘い声を上げて、シャフィは愛する男の背に腕を回した。リスターは身体をずらしてシャフィの胸の膨らみに頬を寄せ、その頂きに唇で触れる。

「んっ……、あ……」

　甘い衝撃がそこから全身に広がっていく。

　ゆっくりと硬さを増していく突起を舌先で愛撫しながら、リスターは腕の中に抱いていたシャフィの身体を寝台の上に横たえた。

　唇と指で交互に胸を愛され、吐息が弾む。

　彼の愛撫はシャフィの身体にすっかり馴染んでいて、少し触れられただけですぐに身体の中心が熱くなってしまう。衣服を脱いだ姿ではそれを隠すこともできず、足を動かすたびに湿った音を立てた。

「……恥ずかしい」

　そう言って顔を反らすシャフィの頬に触れ、リスターは目を細めた。

　窓から降り注ぐ月の光に照らされて、彼女の銀髪が輝いている。

　肩先まで伸びたその髪に指を絡め、リスターは囁く。

「ようやくこの手に取り戻した……」

「リスター？」

　彼の言葉には万感の思いが込められているようだ。

　ファラン王国のことかと思ったが、そもそも彼はこの国とは無縁だ。首を傾げるシャフィに、彼はその思いを語ってくれた。

「俺は敗れて立ち去った祖国に、もう二度と戻るつもりはなかった。だからあの戦いに参加したのは祖国のためでも、ファラン王国のためでもない。ひとりで俺の前から立ち去ってしまったシャフィを、もう一度この手に取り戻すためだ」

「リスター……」

　眠る彼の傍を、覚悟を胸に抜け出したあの日のことを思い出す。

　あれほど胸が張り裂けるような思いをしたことはなかった。彼の名を呼びながら、シャフィはその手を握る。

「ごめんなさい。私がひとりで行ったのは、もうあなたを傷つけたくなかったからなの。祖国を復興させるなんて、あの時の私は不可能だと思っていた。そんな無謀な戦いに、あなたを巻き込みたくなかった。だから……」

　繋がれた手に力が籠められ、シャフィは言葉を切る。

「たとえ無謀でも。この命が失われたとしても、それでも俺は傍にいたかった」

　いつも優しく、自分の意見などほとんど言わないリスターの言葉が胸に刺さる。

　彼のためを思ってしたことだった。

　だが、それはリスターの意志を無視したものだったのだと、いまさらながら思い知る。

　消えたシャフィを探して、もう二度と戻らないと決めたはずの祖国にまで、リスターは再び足を踏み入れたのだ。

「ごめんなさい。私……」

　そう謝罪するシャフィの銀髪をもう一度優しく撫で、リスターはその頬に口づける。

「もう二度と離さない」

　シャフィの後悔も謝罪もすべて受け止めて、それだけを言う。

　その短い言葉にはリスターの決意と愛のすべてが込められていた。シャフィはその言葉に何も言わずに頷き、目を閉じた。

　唇が重なった。

　伝わる熱に、胸が痛くなるほどの愛しさが湧きおこる。

「私も、離れないわ」

　そうして再開された愛撫に、素直に身を委ねる。

「んっ……、ああ……。リスター……」

　彼自身を身体の奥深くまで受け入れ、身体が歓喜に震えた。

　弾む吐息に滴る汗。

　快楽に震える身体を強く抱き締められ、シャフィはそのまま目を閉じる。




　春の女神と呼ばれていた美しい王女は、微睡みの中で優しい夢を見ていた。

　それはきっと近い将来訪れるだろう、家族が増える幸せな夢だった。





〈了〉










復讐王女　さすらいの剣士が愛した男装の姫
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